プロローグ

　薄暗い雨の日には、いつも決まってその夢を見た。もう何年も使い古されているような灰色の雲が空に浮かぶ日には、必ずその夢を。一度の例外もなく。
　夢の中身はいつも同じなので、隅々まですっかり覚えてしまっている。決まりきった手紙と同じで、その内容が変わることはない。書かれてしまった物語は、もう誰にも変えられない。神様でも。たとえそれが、どんなに気に食わないものだったとしても。

　道の真ん中に、ユティスは一人で立っている。他には誰もいない。村の外観は、いつもと同じだった。空には青空が広がって、手でつかめそうなくらいくっきりした白い雲が浮かんでいる。
　見覚えのある家の中にも、遠くに広がる畑や平野にも、どこにも人の姿はない。人だけではなくて、羊や犬の姿だってなかった。まるで風景画の中から、丹念にそうしたものだけを消してしまったみたいに。

　それでもユティスは歩き続ける。自分の家に向かって。

　家には、母親と妹がいるはずだった。けれど扉を開けて中に入っても、やっぱり人の気配はしない。二人ともどこかに出かけたのだろうか。といよりも、村人全員がユティスだけを残してどこかに行ってしまったようだった――
　ユティスは部屋の先に、二つの人影があることに気づく。すぐに気づかないのが、不思議なくらいだった。二つの人影は少しも身を隠そうとしているわけではなかったから。でも近づいてみて、その理由に気づく。

　それは本当に、二つの人影にしかすぎなかった。

　つまり、もう生きてなんていないということ。

　母親と妹の二人は、ついさっきできあがったばかりの彫刻みたいにそこにいた。母親は手元で何か作業をして、妹がそれをのぞきこんでいる。今にも動き出しそうだが、永遠に待ったってそれは無理だろう。二人は完全に停止していたから。

　二人の体は黒いガラスの結晶みたいに硬化して、時間ごとすっかり凍りついていた。服だけがそのままで、なんだかそれは、今まで本当に生きていたのは服のほうだった、とでも言いたげだった。

　ユティスが近づいて、妹のほうに指で触れると、見た目の硬さとは裏腹に、それはあっけなく崩れ去ってしまう。もう一つ残った母親も、本当はそうだったことを思い出すみたいに塵になって消えていく。
　あとにはユティスだけが残された。

　気づくと、自分の指先も黒く変色しはじめていた。色は手のひらに広がって、徐々に手首のほうまで侵食していく。このまま放っておけば、きっと心臓にまで達して鼓動をとめてしまうだろう。だとしたら、たぶんそれは――

　目が覚めて、ユティスはそれを現実だと認識する。手のひらを見ても、黒くなってはいない。黒くなっていた痕跡もない。見慣れたいつもの自分の手だった。

　室内だが、空気の感じで雨が降っていることがわかる。確認するまでもなく、起きる前からそのことはわかっていた。夢の手続きの、これが最後というわけだった。

「ユティス？」
　同じ部屋の反対側から、声がする。まだ夜明け前で、小さな窓から入ってくる光は弱々しかったが、それがレテノのものであることは間違いがなかった。

「うん」ユティスは返事をする。つまり、起きている、ということの表示のために。
　二人は地方にある修道院の、来客用宿泊施設の一室にいた。本来なら巡礼者用の大部屋に泊めてもらうのが筋なのだが、剣師ということで特別扱いを受けることができた。教会と悪魔は基本的には敵対関係にあるのだから、これは半分くらい当然のことだといえる。

「また、あの夢を見たんだね？」
　レテノは灰色がかった暗がりの向こうで、ベッドに腰かけてユティスのほうを見ている。ユティスは頭の中に誰かが置き忘れたような軽い痛みを感じながら、体を起こした。「――うん、いつもと同じ」

「母親と妹の？」

　ユティスは黙ったまま、こくりとうなずく。

　もう二年近く旅をしているので、今日のようなことは何度もあった。つまり、雨の降る朝にはいつも、ということだ。そのたびに、大体こういうやりとりをくり返す。もしかしたらこれも夢の続きなのかもしれない、とユティスは思う。ただ、気づいていないだけで。

　レテノは素足で床に降りると、猫みたいに音のしない足どりでユティスのほうへ近づいた。そういう癖が身についている。それがどういうときに役立つかを、ユティスは知っていた。

　ベッドに座るユティスのすぐそばまで来ると、彼女は機械式の時計をのぞきこむような目つきでユティスのことを見つめた。もしかしたらどこか具合の悪いところが見つけられるかもしれない、という態度で。

　奇妙に奥行きを欠いた、底の浅い鏡に似た瞳。ユティスはその瞳で、じっと彼女を見返す。女の子に間違えられそうな、よくできた人形のような顔立ち。柔らかな太陽の光を思わせる髪は、いつもと同じでくしゃくしゃだった。
「どこもおかしなところはない？　大丈夫？」レテノは一応、ユティスの保護者役でもあるので、こうした質問でもうるさすぎるということはない。

「大丈夫だよ」母親に答えるみたいに、ユティスは言う。実際には、二人の歳はそれほど離れていなかったけれど。

「……そう、よかった。おかしなところがあれば、すぐに言うんだよ、いいね？」ちょっとだけ微笑んで、レテノはユティスをのぞきこむのをやめる。点検は終わった、ということだろう。
　ユティスはけれど、じっとレテノのことを見つめたままだった。
「レテノはぼくのこと、恨んでる？」瞳を少しも変化させることなく、ユティスは不意に訊いた。

「……どうして、そんなことを？」レテノは首を傾げる。

「なんとなく、そうじゃないかと思うんだ」

　ユティスの表情は、いつもと同じだった。無表情というよりは、表情を忘れたような顔。その二つは、洞窟の中にある、夜の暗闇と昼の暗闇くらい違う。

「そんなことはないよ、決してね」レテノは言葉だけでなく、軽く首を振ってみせる。

「――うん」ユティスの表情は変わらない。
「それより、昨日の戦闘の影響は？」

「ないよ」

「そう、よかった」

　けれどそれは、ただ話題を変えるためだけのものだったらしい。レテノはしばらく口を閉ざした。注意深く耳を澄ますと、雨の音に気づく。陰気な人物が、誰にも聞かれる見込みのない独り言をぶつぶつとつぶやくような音だった。

「今度から、君が剣師院に行くという話は覚えてるよね」口を開くと、レテノはそんなことを言った。

「うん」

「しばらく私とは会えなくなるから、体調には気をつけて」

「大丈夫、わかってる」

　このやりとりは、もう何度もくり返されていることだった。そのたびにレテノの言葉は少しずつ違ったが、つまりは心配しているということだった。ユティスにはどうしてそう何度も同じ事を聞くのか、わからなかったけれど。
「でも、どうしてぼくがそこに行かなくちゃいけないの？」
　たぶん雨のせいだろう。ユティスは珍しく質問した。普段なら、わかりきった人の話には絶対に口を挟まない少年だった。

「それが君のためだから」レテノの返答は、それっきりだった。つまり、それ以上は話すことができない、ということ。彼女にはそういうルールがある。ユティスももちろん、それを知っている。

　だからそれ以上の質問を、ユティスはしなかった。

　ただ、心の中で思っただけ。

　――たぶん、どんなことだってぼくのためにはならないだろうな。

　施設のどこかで、修道士たちの聖務が行われているのだろう。雨のあいだをぬって、かすかな歌声が響いていた。どちらかというとそれは、雨音の一部ように聞こえはしたけれど。

天使みたいな少年
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　昔々、長い戦争があった。
　悪魔との戦争だ。

　それは二百年ほど前にはじまり、四半世紀ほど前に終わった。けれど「終わった」という言いかたは不正確で、「一応の終息を見た」というほうが事実に近い。〈門〉がまだ残されたままだからだ。
　自然状態でも悪魔は発生するものだが、それはあまり力のない下位悪魔で、数だって知れたものだった。現れたときと同じように、自然と消えてしまう。夜の落し物みたいなものだった。昼になれば、そのほとんどは消えてしまう。
　でも二百年ほど前、一人の王が一匹の悪魔を呼び出し、そいつは〈門〉を創った。その門は地獄か、もしくはそれに似たところにつながっていたのだろう。つまり、夜があふれた。悪魔たちが。

　戦争がはじまった。

　悪魔は強力な武器になった。門のおかげで誰もが簡単に悪魔を召喚することができた。何のとりえもない王国が、近隣を支配し、君臨した。その王国を侵略するために、別の王国が別の悪魔を呼びよせた。その王国を倒すために、また別の王国が――

　それでどうなるかなんていうのは、もう子供にでもわかる話だった。連鎖が続き、戦争は悪化の一途をたどり、悪魔と死者だけが増加し続けた。中には悪魔の扱いを誤り（呪文を間違えたとかそんなことで）、大量の悪魔だけを残して自滅する国もいくつか存在した。悪い種をまき散らす、嫌な植物みたいに。

　人はようやくそれを、まずいこととして認識した。悪魔は召喚することよりも、元の場所に戻してしまうことのほうが難しい。つまり、長いつきあいをしなくてはならない。
　そんなもののそばにいて平気なのは、よほどの傑物か、狂人くらいのものだ。戦争中、割合でいえば後者のほうが圧倒的に多かった。

　これも、悪魔戦役が長期化した理由の一つ。

　人々は（比較的まともな人々は）、悪魔に守られることも、悪魔と戦うことにも疲弊しはじめた。それは戦争のごく初期の段階ではあったが、物事は多く、望んだようには展開しない。相手が悪魔なら、なおさらのことだ。
　そもそもの話、いったい誰が悪魔をこの世界から追い返せるのか？
　宗教は役に立たなかった。純粋な戦闘力として、という意味では。神様はいつだって他の用事で忙しい。
　だからそれは、剣師の役目だった。
　――対悪魔用戦闘術、天流。
　それを修めた人間が、剣師だった。彼ら、あるいは彼女たちだけが、悪魔と対抗することができた。

　悪魔戦役は、とりもなおさず悪魔と剣師との戦いだった。そこでは多くの血が流れ、肉が裂け、骨が砕けた。悪魔は無慈悲な機械のように剣師たちの命を奪った。それは本当に機械とよく似ていた。

　剣師対悪魔の構図は、同時に次のことを成立させる。つまり、質のよい剣師を多く保有する国ほど、戦争で優位に立つことができる。悪魔戦役では、一つの国がその立場を担った。のちの帝国、ノエストリアが。
　もちろん単に戦闘力に優れていることだけが、ノエストリア発展の主因ではなかった。帝国には合理化されたシステムがあり、蓄積された技術力があった。物事の正しいマニュアル化は、すべてを迅速に行わせる。

　村落や都市の復興計画、その統治方式、輸送路の確保と街道の敷設、手馴れた植民計画、大量の技術者の投入、基幹産業の保護育成、商業活動の活性化、新資源の研究開発、そして何より剣師の育成――
　ノエストリアが拡大した理由はいくつでもあげることができる。けれどその帝国にしたところで、最終目標を達成することはできなかった。

　悪魔戦役の原因となった〈門〉通称、〈地獄門〉は、まだ破壊されていない。それは、閉じられてはいないのだ。

　どんな剣師も、どんな手段も、その目的を達することはできなかった。つまりそれが、戦争が「終わった」のではなくて、「一応の終息を見た」ということの意味。閉門以前に比べれば状況は改善されたが、悪魔の出現率は問題視される基準を保っていた。
　そして戦争の爪跡は、各地に残され続けている。悪魔戦役は結果として、西大陸全体の人口の、三分の一を奪った。悪魔によるものにせよ、人間によるものにせよ、という意味で。
　荒蕪地や廃墟が、亡霊のように手つかずのままで、寡婦や孤児や廃疾者が、食べ残しの冷めた料理みたいに町にあふれた。一部の悪魔は退治不可能なまま放置されている。
　四半世紀という時間経過は、そのすべてを癒すには短すぎる条件だった。西大陸にはいまだに悪魔が跋扈し、剣師は依然として必要とされている。
　それが概ね、悪魔戦役後の帝国における、現在の状況だった。
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「ユティス・シスハ君？」その人物は、どっしりした机の向こうに座ったまま目を細めた。書類の字が読みにくかったのかもしれないし、そういう癖か、たまたま顔面痙攣症にかかっていたのかもしれない。
　初老の男だった。真っ白になった髪と口髭で、そのことがわかる。福々とした外見は健康そのもので、頬が桃色に染まっていた。機動性に富んだ体躯とはいいがたかったが、置物としては最適かもしれない。

　剣師院の院長の名前は、チェレン・ウル・リザリアといった。伯爵(ウル)号をもった、れっきとした貴族だった。どう見ても剣師らしい外観ではなく、おそらくは元老院議員の一人だろう。慣習として、剣師院の院長には剣師以外の貴族が就くことになっている。軍事色が濃くなりすぎるのを警戒しているからだろう。
　チェレン・リザリアの質問に、ユティスは黙ってうなずいた。机の向こうで、チェレンはユティスから提出された書類を眺めていた。事前に伝達された情報と照合しているのだろう。

　院長室は簡素なもので、最低限の調度品だけが置かれていた。院長のための執務用デスクの他には、書類の整理されたキャビネットくらいしか目につかない。あとは、壁にかけられた何枚もの肖像画。どうやら歴代院長を写したものらしい。一番右端に、目の前の男と同じ顔があって、ユティスにはそれがわかった。

　部屋の中には、ユティスを除いて三人の人間がいた。院長であるチェレンの横に、同じくらいの歳だが院長とは明らかに違った人種の人物。それから、二人よりは一回りほど若い男が一人。院長以外は、生粋の剣師だった。帯刀しているし、雰囲気でわかる。そのまわりだけ空気の形が違うような、ぴりぴりした感じがした。
「ようこそ、ロゼの第八帝国剣師院へ」

　不意に声がして、ユティスは院長のほうに注意を戻した。チェレンは老人が孫に向けるような笑顔を浮かべていた。ポケットから砂糖菓子でも取り出して進めてきそうだった。

「これから君には、当院で三年間の授業を受けてもらう。授業というのは、学科と実技のことだよ。帝国では、兵士には強さだけを求めるわけではない。そこには相応の知性も要求される。何故だかわかるかね？」
　ユティスはただ首を振った。

「それは我らが野蛮な国家とは違うからだ。蛮族に欠けているのは、知恵と知識だ。彼奴らにあるのはただ、奪い、消費することだけ。だが我々は違う。我らには豊かな知性と、輝かしい誇りがある。それは暗黒の地を照らす日輪のごときものだ。帝国における剣師の一員として、そのことを忘れないでもらいたい」

　ユティスはとりあえず、うなずいておいた。たぶん、そうすることが求められているのだろう。

　その反応にいくらか満足したように、チェレンは笑顔を作った。善い人なのだろう。悪魔と戦うにはいささか好人物すぎるようではあるけれど。

「学院に関する細かなことは、またあとで聞いてもらうとして、当院のことについて、ざっと説明しておこう」院長は顔の前で指を組みながら言う。「院には現在、三八五名の学生が在籍している。学年は全部で四つ。原則として院生は寮で暮らしてもらう。訓練施設その他は院内に完備されているが、院外での訓練も行われる。怪我や病気には十分な看護を用意しているから安心して欲しい。食事や制服は無償で提供される。何か質問はあるかね？」

　ユティスはまた、首を振った。

「よろしい。それではあとのことはバルステッド教官に任せよう」
　チェレンの向けた視線の先を、ユティスは追った。部屋の隅にいた男が軽くうなずく。もちろん、その男がバルステッドだろう。教官、といわれるからにはやはり剣師に違いない。
「これで君も当剣師院の一員だ。よろしく、ユティス君。ノエストリアは君を歓迎する」

　立ちあがって、握手を求められた。ユティスはその手を握る。柔らかなゆで卵みたいな手だった。簡単に握りつぶしてしまえそうに思える。

　そんなユティスの思考とは関係なく、チェレンは微笑んでいた。どこにも陰というもののない顔だった。たぶんこの人は、悪魔を直接見たことはないんだろうな、とユティスは思う。何となく、ではあったけれど。

　手を離すと、ユティスはバルステッドに案内されて部屋を出た。院長の隣にいた男は、最後まで口をきかなかった。けれどその男がたぶん、ここの本当のボスだった。何となく、それはわかった。
　部屋の扉が音を立ててしまると、まとわりつくようだった柔らかな手の感触も消えた。長い廊下には片側に部屋が続いて、反対側は窓になっていた。何かでろ過されたような光が満たされ、とても静かだった。時刻は昼をだいぶまわったくらい。人影はどこにも見当たらなかった。

　何も言わずにバルステッドが歩きはじめたので、ユティスもその後に続く。さっき感じたような、皮膚が粟立つ感覚はなかった。もしかしたらあれは、こちらを試すつもりだったのかもしれない。

　少し歩いてから、バルステッドは首だけ回してユティスのほうを見た。「どうしてさっき、一言も口をきかなかった？」

　ユティスはぼんやりとバルステッドを見返した。口調自体に、咎めているような響きはなかった。「レテノに、そう言われてたから」

「黙ってろ、と？」バルステッドは訊いた。

「うん」

「賢明だな」かすかに笑うような気配。けれど位置的には、その表情を正確にうかがうことはできない。

　レテノから、この男のことについては聞いていた。バルステッド・レンツ、という名前。剣師院の教官をしていて、レテノとは古い知りあいという話だった。上級剣師。鋼鉄を鍛えたような肉体はいかにも力がありそうで、たぶん天業流を修めているのだろう。無精髭に、やや癖のかかった短髪をしていた。
「レテノは元気にしているのか？」バルステッドは無造作に尋ねた。つまり、知りあいのような気軽さで、ということ。

「元気だよ」ユティスは感情のない声で答える。

「今、あいつはどこにいるんだ。この町に滞在しているのか？」

「秘密だって言ってた」

「じゃあ、お前も知らんのか」

「うん」ユティスがうなずくと、バルステッドは顔をしかめる。少なくとも、そういう気配がした。あるいは笑ったのかもしれなかったけれど。「そういう時は、『はい』と言え」

「はい」機械のように、ユティスは答える。

「しかし、そうか」バルステッドは顎に手をやった。「あいつがお前のそばを離れるとはな。まあ何かの任務に就いてるんだろうが」

　この人はどれくらいレテノのことを知っているんだろう、とユティスは思った。そういう情報については、何も教えられていない。レテノが伝えてきたのは、困ったときにはこの男の世話になれ、ということだけだった。

　しばらく廊下を歩いていくと、下に降りる階段があった。そこを一階まで降りると、建物に穴を開けたような中庭があって、廻廊がそのまわりを囲んでいた。小さな彫刻がいくつかと、中央に泉盤が置かれていた。空の上とは違う場所から落ちてきたような光が、その場所を照らしていた。
　列柱の並んだ廻廊の途中で、バルステッドはふと足を止めた。あたりに不審な人影はない。バルステッドはユティスのほうに体を向けた。

「お前は、俺のことを覚えているか？」

　予想外の質問だったので、ユティスは首を傾げる。この男はレテノの古い知人、そう認識していた。自分とは何の接点もないのだ、と。それは違うのだろうか。

「ううん、覚えていない」

　ユティスが答えると、バルステッドは「そうか」と口の中で言うだけだった。その先の言葉は、深い密林の向こうに隠れてしまっていた。

　再び無言で歩きだすバルステッドに、ユティスは従った。特に、その言葉の続きを聞きたいとは思わなかった。受光器官の退化した魚が、光に何の反応も示さないみたいに。

　二人は廻廊をあとにして、建物の東側から外に出た。広い中庭があって、遠くに大きな建物が二つ見えた。バルステッドはその建物の、左手側のほうへ向かう。焼成煉瓦のくすんだ赤色をした、細長い建物だった。
　中央にある玄関から中に入ると、広いロビーがあって、ソファやテーブルが配置されていた。生徒らしい人影が、何人かくつろいでいる。教官が姿を見せたことに対する、目立った反応はなかった。

「この建物の東側が男子寮だ」バルステッドは実際に右手側を指さして言った。「お前はこれからここで生活することになる。なに、快適なものだ。三食昼寝つき、ちょっとした訓練をこなしていれば、誰も文句は言わん。三年たって卒業すれば、立派な七級剣師として認められる。まじめにやっていれば、落第するようなこともあるまい」

　ぽん、とバルステッドはユティスの肩を叩いた。激励のつもりのようだった。

「そういうわけで、あとのことは同室の人間に聞くといい。俺はこれで失敬する。部屋の番号はわかっているな？」

　うなずくと、バルステッドはにっと笑って去っていった。風のように素早い。

　あとにはユティスが一人で残された。たらい回し、という言葉がふと頭に浮かぶ。どうでもいいことではあったけれど。

３

　教えられた部屋番号は、三〇八号だった。階段を二つのぼって、番号の並びを確認しながら探す。すぐに見つかった。これ以上簡素にはできないと音をあげたようなドアに、数字が直接彫りこまれていた。
　その隣の壁には、居住者の名前を書いたプレートがかかっていた。「セリエス・レニシオ」と「ルルア・エルスト」。名前以外に情報はない。

　ドアの前で、ユティスはちょっと考えた。気おくれしたのではなくて、こういう場合にどうすればいいかを思い出していたのだ。やがて、「ノック」という言葉が頭に浮かぶ。

　こぶしで軽く音を立てると、中から返事があった。ユティスはドアを開ける。

　部屋には二人の人間がいた。たぶん、「セリエス・レニシオ」と「ルルア・エルスト」の二人だろう。中はかなり手狭で、机が二つ、二段組になったベッドが二つ、その間に窓が一つあって、他に目につくようなものはなかった。人が三人もいれば、息をするのも苦しく感じられるような部屋だった。

「お前が、ユティス・シスハか？」

　二人のうち、窓際に立っていたほうが訊いた。もう一人はベッドに腰掛けている。両方とも、ユティスと同じくらいの年恰好だった。教官たちに似た、黒い制服を着ている。
　ユティスがうなずくと、少年はつかつかとそばまで寄ってきた。そのまま通りすぎてしまいそうなほどの勢いだったが、きちんと目の前でとまった。まだ幼いとはいえ、精悍そうな顔つきで、眼鏡の奥から二つの瞳が鋭くのぞいていた。ユティスよりほんの少し背が高い。

「俺はセリエス」きびきびしていたが、底のほうに自然な温かさのある声だった。聞いている相手を安心させる音声だった。「こっちはルルアだ。まあ本当の名前は違うんだが、それはどうでもいいな」

　ベッドに腰かけていたほうが軽く目礼する。にこにこと笑顔を浮かべていたが、それは人が好いというよりは、いたずらっ子のような感じがした。油断がならない。猫みたいに細い目をしていた。
「ようこそ、ロゼの剣師院と、それから俺たちの第十一班に。これで俺たちも五人になる。ようやく正式な形ってわけだ。歓迎するよ。新しいやつがいつ来るかって、俺もこいつもずいぶん待ってたからな」
　セリエスは右手を差し出す。握手を求められているのだと気づいて、ユティスは一瞬遅れてその手を握った。度量の広そうなセリエスの笑顔をじっと見ながら、ユティスは言った。「班って、何？」

　空気の流れがぎこちなくなる感じがして、セリエスとルルアが互いを見あった。それからセリエスが、やれやれという風に肩をすくめる。「何も教えてないんだな、あのおっさん」

　おっさんというのは、もちろんバルステッドのことだろう。教官に対する呼称としては、いささか敬意に欠けてはいたけれど。

「班てのは、俺たちが組むチームのことだ。五人で一組。つまり、俺とこいつ、それからお前、あとの二人は女子で、ここにはいない。キアとミルテっていうんだが、訓練のときにでも紹介してやるよ」

　ユティスはとりあえず、うなずいておいた。他の事はまださっぱりわかっていなかったけれど。
「ま、詳しいことは、おいおい説明していくとしよう。授業の受けかたとか、訓練の種類とかな。それより、今は学院の案内をしてやるよ。どうせおっさんには何も聞いてないんだろう？」

　ユティスはうなずいた。「聞いてない」

「じゃあ決まりだ。少し散歩といこう。それとも、ちょっと休んでいくか？」

「疲れてはないよ」

「そいつは上々だ」にやっと笑って、セリエスは扉のほうに向かった。

　その後ろから、ルルアがついてきたのに気づいて、セリエスは手を広げてとめた。

「なに？」ルルアは首を傾げて言う。「僕とは握手の必要はないと思うけど」

「どこが握手だ、お前は来なくていい」

「そりゃひどいや」ルルアは芝居がかった調子で、信じられないという顔をした。あまり本気で抗議しているようには見えない。

「お前が来ると、いちいちうるさそうだからな」

「差別だよ、それは」

「気づいてくれてよかった」セリエスの返事はにべもない。

　ルルアは不満そうな顔をしながら、セリエスの言葉に従うようだった。そういう信頼関係みたいなものがあるのだろう。ユティスにはよくわからなかったけれど。
　結局、二人で外に出て、ルルアは部屋に残った。寮の廊下を歩きながら、ユティスは質問する。「よかったの？」

「何が」セリエスは振り向きもしなかった。

「あの人のこと」

「あいつのペースにあわせてたら、日が暮れるまでベッドの中にいることになるよ」

　仕事にならない、ということらしい。

　一階に降りると、セリエスは寮のことをざっと説明した。男女で寮の行き来が禁じられているため、班での話しあいにはここのロビーを使うのが多いこと。女子寮のほうには絶対に足を入れるな、ということ。

「入れると、どうなるの？」ユティスは訊いてみた。

「面倒なことになる」セリエスの答えはそれっきりだった。ただし風呂場はロビーの奥に位置していて、そこまでは共同になっている、ということ。

　寮をあとにすると、セリエスは学院棟のほうへ向かった。さっきまでユティスがいたところだった。ここは廻廊を中心に各教室が配置されていて、一番外側に食堂や図書室、病室、聖堂が付属している。西側は教員の控え室、および事務室になっていた。院長室があるのもここだった。
　人気のない廊下を歩きながら、ユティスは気になっていたことを訊いた。「どこにも人がいないね」

「今日は休みだからな」

　なるほど、とユティスはうなずいた。

　そのまま玄関から外に出ると、門番小屋と正門があった。ここの正門が使われることは滅多にない、とセリエスは言った。
「どうして？」

「外に出る必要があまりないからな。町のほうに行くにしても、使うのは寮の近くにある裏口のほうが多い」

「滅多に使うのは、いつのこと？」

「はじめてここに来るときと、もう二度と戻ってこないとき」

　中に入って、もう一度中庭のほうへ向かった。そこから右手のほうにある施設へ歩いていく。剣術用の訓練施設。つまり、剣師院での中心にあたる場所、というわけだった。
　修練場と呼ばれるその場所は、真ん中に一際大きなものがあって、そのまわりに四つ、ちょうどその四分の一くらいの大きさの施設が並んでいた。真ん中が第一修練場、それから時計回りに第二から第五まで続く。
　小修練場の横を歩いていると、中から音が聞こえた。休日とはいえ、誰かが自主練習を行っているのだろう。当然のことだった。ここでは剣師を養成しているのだ。

「ちょっとのぞいてみるか？」

　ユティスはうなずいた。開け放たれた入り口から、中をのぞく。場内では五、六人の人影が体を動かしていた。床板を踏む音が響いて、時々摸擬刀で撃たれる音がそれに混じる。

　レテノに連れられて、ユティスは町の剣術道場で稽古をしたことがある。それに比べると帝国で運営しているだけあって、ここのほうが防具や摸擬刀といった装備の質はよさそうだった。動きの練度も、その時に見た道場生よりはずっとよかった。
「感想はあるか？」横で、セリエスが訊いた。

「立派だね」ユティスは答える。

「それだけ？」

「うん」

　セリエスは、いつもとは違う形の食器でも眺めるような目つきで、ユティスのことを見た。

「少し、自己紹介しておくか」その場をあとにしながら、セリエスは言った。

「紹介なら、さっきしてもらったけど」ユティスは不思議そうに言う。

「名前だけだろ？」

「うん」

「今度はもう少し詳しいやつだ」

　修練場をあとにして、また中庭に出た。

「まずは俺のことだ。セリエス・レニシオ、まあ名前はもういいな。天理流の系統だ」
　天流には五つの系統流派がある。天業、天理、天現、天法、天想――天流五家と呼ばれるもので、それぞれ性質が異なる。天理流は、斬撃速度を尊ぶ系統だった。
　もっとも、五つの流派に本質的な違いはない。ただ術者の性格によってその得意とするところが異なる、というだけだった。技能の専門化は、対悪魔戦による結果に起こったこと。悪魔には必ず一対多をもって臨むからだった。
「もともと俺は農村の出でな、ご他聞にもれずあんまり豊かとはいえない。そういうのが出世しようと思ったら、軍隊関係に入るのが伝統的な方法ってわけだ」

　広い中庭のちょうど真ん中あたりに噴水があって、二人はそこで足をとめた。

「そういうものなの？」

「ああ。……ところで」セリエスは最初からそれが目的だったらしく、話題を変えた。「お前、ずっと旅をしてたんだって？」

　その言葉がどれくらいの情報量を含んでいるのかわからずに、ユティスはうん、とうなずいた。

「どういう理由で？」率直そのものの言いかたで、セリエスは訊いた。

　けれど、ユティスは首を傾げる。「さあ、どうしてかな……」

「わからないのか？」

「その時は、知る必要を感じなかったから」
　セリエスは頭の見えないところでも叩かれたみたいに、顔をしかめた。

「誰も教えてくれなかったのか？」

　ユティスはふと、レテノのことを思い浮かべる。訊けば、レテノは答えてくれただろうか。今は、どこにいるのだろう。

「――眼鏡」ユティスは不意に言った。

　セリエスはきょとんとして、自分のかけている眼鏡に手を触れた。「これが、どうかしたのか？」

「ぼくの知ってる人もかけてた」

　セリエスは、ついさっきその辺に転がっていたはずの落し物を見失ったような、そんな顔をした。見失うには、短い時間だ。けれどもう、どこにも見つからないだろう。たぶんそれは、次元の狭間にでも消えてしまったのだ。

　肩をすくめるような、笑うようなそぶりでセリエスは言った。「ちょっと変わってるよ、お前は」

４

　部屋に戻ると、どこかへ出かけたのかルルアの姿はなかった。気をきかせたのか、セリエスも退室する。夕食の時間になれば呼びにくる、という話だった。ユティスは一人で、事前に届けられていた荷物の整理をした。
　荷物といっても、たいしたものはなかった。服や下着類、防寒具、雨天用マント、いくつかの小物。それから、刀だった。刀箱に収められたそれは、父親の持ち物だった。ユティスは父親のことをよく覚えていない。剣師で、小さい頃に手ほどきしてもらったが、どこか知らない場所で亡くなったという話だった。川に流した葉っぱが、どこかに消えていくみたいに。
　ベッドの下にあるキャスターつきの収納箱を引き出して、それらのものを整理する。量が少ないので、半分ほどのスペースを残して収まってしまった。簡単なものだ。

　それから、あてがわれた下段のベッドで横になった。疲労というほどのものはなかった。知らない場所で過ごすことには慣れている。ただ、今度はどのくらいの時間ここにいるのかがわからなかった。いつも一緒だったレテノも、今はいない。

　ぼんやりしているうちに時間が過ぎて、セリエスが呼びにきた。ユティスは時間をゆっくり蘇生させる。
「そろそろ制服に着替えておいたほうがいい」言われて、壁にかけられていた上着とズボンを手にとった。いつか見たことのある、剣師用の軍服に似ていた。首まわりにカラーがあって、全体の色は黒。袖のところにラインがあって、その色で学年がわかるようになっていた。
　食堂に向かうと、夕食に集まった生徒たちでごったがえしている。四百人近い生徒がいっせいに集まるのだから、当然だろう。賑やかで、はっきり言えばうるさかった。ユティスはセリエスに先導されて、海の波を掻きわけるように移動した。テーブルにルルアの姿を見つけ、一緒に食事をとる。
　三人で部屋に戻り、時間制限つきの入浴をすますと、あとは寝るだけだった。気を使ったのか、セリエスもルルアもユティスのことをうるさく聞いてきたりはしない。
　ベッドで横になっていると、粘度の高い液体に沈みこむみたいに眠気がやってきた。

　まだ眠るつもりはなかったが、ユティスは液体に身を任せた。意識がどこか暗い場所に沈んでいくのを自覚する。その暗い場所で、ユティスはこれから自分がどうなるのか考えてみた。

　目が覚めたとき、夢を見なかった。それで少なくとも、次の日が雨でないことだけが、ユティスにはわかった。

５

　起床を告げる鐘の音とともに、一日がはじまる。朝の準備から朝食、午前中に行われる授業のための教室への移動を、ユティスはセリエスに教えられて何とかこなした。この少年は根源的に面倒見のいい性格らしい。一方で、ルルアはその横から余計な茶々を入れて、「邪魔だ」とセリエスに一蹴されていた。
「授業を受けたことはあるのか？」朝食が終わって教室へ向かう途中、セリエスはユティスに尋ねた。

「ううん、ない」ユティスは首を振った。旅の途中、レテノから読み書きや簡単な算術については学んだが、どれも本格的なものとはいえない。目下のところ、それは役立つ技能ではなかったから。

「わからないところは、あとで教えてやるよ。まあ慣れればどうってことない」
　セリエスが励ますようにユティスの肩を叩くと、ルルアが脇で笑った。「気のせいか、何だかセリエスはすっかり慣れっこになってるみたいに聞こえるね」

「うるせえ」
　はじめて受ける授業は、ユティスにはさっぱりわからなかった。広い講堂で、かなりの人数が集まっていた。すり鉢状の床に長机が並び、生徒たちがその前に座っている。内容は歴史学だった。ほとんど聞いたことのないような名前や地名が連呼され、辛うじてわかるのは、それが七王時代のことらしい、ということくらい。

　他の授業も似たりよったりで、ユティスは何とか流れだけつかむことだけに努力した。横でセリエスがいろいろと教えてくれるが、それを理解するような余裕もない。けれど講堂の中には、最初から最後まで机につっぷして動かない者もいた。生徒にもいろいろな人間がいるらしい。

　四つの教科を何とかやり過ごすと、昼の時間になった。相変わらず食堂は賑やかだった。

「どんな具合だ、授業は？」パンをちぎりながら、セリエスが訊いた。
「よくわからなかった」

「簡明、かつ的確な表現だな」セリエスはにやりとした。

　ルルアはその横で、意外なほど上品な手つきでスープをすすっている。
「はじめてなら、そんなもんだ。俺たちはこれでも、もう一年以上ここにいるからな」

「あんまり真面目じゃなさそうな人もいたけど」ユティスは首を傾げる。
「院には教育機関としての面もあるけど、それが本当に必要なのは上流階級だけなんだ」ルルアが落ち着いた口調で言った。「帝国の兵役に志願する人間には、学科授業はあまり必要じゃない。実力さえあればね」
　ルルアには子供じみたいたずらっぽさがあるかと思うと、こんな風に老成したところもあった。水は澄んでいるのに、底のほうが見通せない。不思議な感じだった。

「まあ、そういうことだな。一般入学の場合は、剣術試験がある。最初からそれなりの力量を示さなきゃいけないわけだ」セリエスは試すようにユティスのことを見た。「だからお前みたいに試験免除で登録されるのなんて珍しい。他の院から編入ってのならまだしもな」
　ユティスは特に感心することもなく話を聞いていた。レテノがどうやって自分をここに入れたのかはわからない。何か特別なコネか、事情でもあったのだろうか。基本的には、関心のないことではあったけれど。

「午後からは実地訓練だ」セリエスは最後の一口を飲み込みながら言った。「そっちの実力はどんなものかな？」

　午後からの訓練内容は、その日によって異なった。基礎的な剣術訓練が多いが、野外へ演習に出かけることもある。スケジュールは各班ごとに組まれていて、いくつかの班で共同して行われる。今回は五十人ほどで、走り込みからはじまる基礎訓練だった。
　部屋に戻って、身軽な運動服に着替えた。集合場所である修練場の前の広場に行くと、だんだんと人が集まってきた。体をほぐしていると、セリエスが誰かに向かって手を振った。見ると、女子二人の姿が離れたところにある。

「あれがうちの班の残る二人だ」

　ユティスは前に聞いていたことを思い出す。確か、キアとミルテという名前だったはずだ。
　女子二人がセリエスに気づいて、こちらにやって来た。対照的な二人で、一人はじろじろとユティスのことをねめつけ、それより背の低い一人は遠慮するように距離をとった。二人ともいかにも華奢な体つきだったが、女性のほうが魔力の高い傾向があるので、剣師としては特に不利にはならなかった。

「こいつがうちの班に新しく加わることになった、ユティスだ」セリエスがごく簡単に紹介する。

「あんたが編入生？」二人のうち、三白眼のちょっときつい目つきのほうが言う。
　頭の両脇で短くくくった髪は、燃えるような赤色だった。敵意にあふれた表情のわりに、顔つきそのものは年齢よりも幼い感じがした。彼女の名前は、キア・ユフェンツ。ユティスがあとで聞いたところによると、商都ドゥーウェの出身ということだった。彼女の実家も商人。

「何だか、思ってたのと違う」キアは不満そうに言った。「大丈夫なの、これ？　それにこの子、本当に男なの？」

「新人をおびえさせるようなことは言うなよ」セリエスが軽くキアをなだめた。慣れている、という感じ。ユティスは今の科白のどこに怯えるべきだったのかを考えていた。

「ふん」
　という感じで、キアは腕を組んで横を向く。何かに怒っているかのようだが、何に怒っているのかはわからなかった。いつも、そんな調子なのかもしれない。

　その横にいるもう一人は、大人しすぎるくらいの態度だった。ミルテ・アーチェ。町のほうにある、カンティーア女子修道院の附属孤児院出身ということだった。

「よろしくお願いします」彼女は頭を下げた。
　ぺこり、という音が聞こえそうなくらいのお辞儀。目にかかりそうなくらいの前髪と、おかっぱっぽい頭をしている。姿勢が悪く、そのせいか実際以上に体が小さく見えた。あるいは、本人としてもそれを望んでいるのかもしれなかったけれど。
　やがて教官が現れて、今日の教練内容を指示した。教官はバルステッドより若く、レテノと同じくらいの歳のようだった。トリアーノ・ウベル。眼鏡をかけて、秀麗な面持ちをしている。女子に人気のありそうな顔だった。

　走り出す前に、セリエスが二、三、ユティスに注意した。「院の外に出て、六ミル（約九・六キロ）くらいの距離を走る。班でユニットを組んで走行するんだ。お前は道とかペースがわかんないだろうから、俺たちの後ろからついてくればいい」

　個人ではなく班を一単位にして走るのは、それが実戦での形式だからだろう。つまり、何らかの理由で部隊ごとに一定距離を走破しなければならない、という想定なのだった。

「わかった」ユティスはうなずいた。走るときは一列縦隊を作って、その一番後ろにユティスがつく。

　笛が鳴らされると、各班でそれぞれ出発をはじめた。天気のよい初夏の日で、涼気を含んだ青空が広がっていた。風が心地よくて、体の中のいろんなものを、どこかに置いて行ってしまいたいくらいだった。

　先頭のセリエスが、あまり混雑しないようなタイミングで走りだす。しっぽの一番後ろで、ユティスも疾走した。心臓が迷惑そうに鼓動を早める。

　学院を出ると、池のそばの橋を渡り、森の中の道がしばらく続いた。やがて森は途切れ、平野部に出る。遠くに丘陵が広がっていた。見えはしないが、北のほうのずっと先には、北方四国と帝国を隔てるクラニア山脈がそびえているはずだった。
「平気か？」走りながら、前方でセリエスが振り返る。あくまで移動用なので、ペースはそれほど速くはない。ユティスはうなずいた。
　全体で四分の一ほど進んだところで、不意にセリエスの横に別の班が並び、声をかけてきた。「おい、セリエス。例の新入生が倒れてるぞ」

「倒れてる？」

　セリエスは訊き返したが、相手はそのまま行ってしまった。それ以上親切にする義理はないのだから、当然だろう。

　いったん全体の足をとめて、セリエスは後方を振り返る。確かに、ユティスの姿がなかった。そこからさらに視線を延長すると、ずっと向こうで地面につっぷしている人影があった。

「どうしたの？」すぐ後ろにいたキアが、不審そうに言う。
「トラブルだ」セリエスは短く言いながら、すでに戻りはじめていた。

　三人とも、その頃にはユティスのことに気づいて、セリエスのあとに続いた。近づくと、ユティスはばったり地面に倒れこんでいた。顔色が悪く、呼吸が浅い。

「どうしたんですか、ユティスさん？」ミルテが驚いて話しかけた。

「貧血みたいなものじゃないかな」ルルアが手早く脈と呼吸を確認しながら言った。「少し休めば、大丈夫だと思うけど」

「仕方ない。キアとミルテは先に行ってくれ。俺たちはユティスとあとから行く」状況を判断して、セリエスは即座に指示を出した。班全体を遅らせるよりもそのほうがいいし、いざというときにユティスを担いでいくには、女子二人では力不足だ。
　キアとミルテはうなずいて、躊躇なく出発した。そういう信頼関係があった。

　残った二人は道端にユティスを運んで、木陰のところに寝かせた。ほどなく意識を戻して、ユティスは仰臥したまま二人を見上げた。暗がりが眩しいみたいに、目を細める。

「ぼく、どうして寝てるの？」

「走ってて倒れたんだ。覚えてないのか？」

　セリエスが訊くと、ユティスはぼんやりとうなずいた。不確かな肯定の表現。

「どこか悪いのか？」もう一度、セリエスが訊く。

「少し疲れやすいんだ」ユティスは言った。「そういう体質だから」

　全部が本当のことではなかったけれど、必要がないのでユティスはそれ以上の説明はしなかった。

「少し、ね」セリエスはうろんな顔をしたが、とりあえず質問はしない。「何でそのことを話さなかった？」

　ユティスは当たり前の顔で言った。「聞かれなかったから」

　そこでセリエスはため息をついた。力なく首を振って。けれどそれだけで、嫌味の一つも言わない。そんなことをしても無駄なのだということは、もうとっくにわかっていた。二人のやりとりを見ながら、ルルアはくすくす笑っていた。

「念のため、もう少し休んだほうがいいよ。そのあと、ペースを落としてゆっくり走ればいいんじゃないかな」ルルアは言う。

「だな」セリエスもうなずく。

　ユティスはそれに答えるでもなく、上半身を木の幹にもたせて、色のついた風でも見えるみたいにあらぬ方向を見つめていた。

　もう一度ため息をついてから、セリエスはその場を離れた。ルルアもそのあとに従う。目の前の道を、最後尾らしい班が通りすぎていった。

「お前はどう思う、あいつのこと？」セリエスはユティスに聞こえないように訊いた。

「ちょっと変わってるね」

「ちょっと？」セリエスは顔をしかめた。「何だか、機械みたいなやつだ」
「そうかな……」ルルアはにこにこした表情のまま言った。「僕は天使みたいだな、って思ったけど」

　その言葉に、セリエスは無言で肩をすくめるだけだった。

　二人のいるところに、かすかな口笛の音が聞こえた。ユティスが吹いているらしい。機械であるにしては、途切れ途切れの拙い代物だった。きっと天使になったばかりで、まだ口笛の吹き方もわからないんだろうな、とセリエスは思った。

　結局、三人が院に戻る頃には、教練はすべて終了していた。ユティスにあわせて、早く走れなかったせいだった。担当教官のトリアーノは事情を聞いたが、減点対象には違いない。院での成績は、卒業後の進路にただちに影響した。

「まあ気にするな」セリエスはユティスの肩を叩いた。

　ユティスは何を、と訊き返そうとして、セリエスの話を思い出す。確か、農村出身だという話だった。だからできるだけ出世しないといけない、とも。
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　翌日は剣術訓練が行われた。前日と同じように午前中の授業を終えると、着替えて修練場の一つに向かう。班の数は基礎訓練の半分ほどだった。担当教官はバルステッド。
　軽いランニングのあと、素振りを行う。素振りには、鍛錬棒と呼ばれる太い樫材を使った。重量があって、握力をつけるために握りが太くなっている。

「正しい〝斬〟の術型を行うには、十分な素振りを習得する必要がある」バルステッドは言った。
　天流では魔力の流れをコントロールして斬撃を行う。刀法、体法、陣法、どれもがそうで、特に〝斬〟はすべての基本型がそろった動きだった。これを完全に修めることが、まず剣師としての第一歩でもある。

　素振り稽古の間、バルステッドは生徒の間をまわって構えについて注意した。ユティスは体の加減を見ながら適度に腕を動かしていたが、バルステッドは何も言わなかった。三十分ほどの素振りが終わると、小休止を入れて、撃ちあい稽古に入る。防具をつけ、摸擬刀をもっての訓練だった。
「防具のつけ方はわかるか？」セリエスが訊くので、ユティスはうなずいた。

　剣術訓練で使う防具は、面兜、胴鎧、籠手、脚甲の四つ。薄い鋼鉄製で、一人でも着脱可能なように工夫されている。この手の防具は対悪魔戦ではほとんど役には立たないが、訓練用としては十分だった。
　摸擬刀は、芯に細く割った木の棒を入れて、それを牛皮のなめし革で覆っている。思い切り打たれればひどい打ち身くらいにはなるが、それでも緩衝材のおかげで重傷を受けるようなことはない。

　ユティスは要領よく防具を着込んで、摸擬刀を手にとった。刀に比べると不安になるくらいの軽さだったが、操法の基本は同じ。

　切り返しや打ち込みといった運動のあと、試合形式での稽古になった。修練場にある四つの試合場を使って、各班で試合を行う。

　ユティスが防具をつけたままぼんやりしていると、背中を小突かれた。振り返ると、目の前に摸擬刀の切っ先が突き出されている。実戦なら、死んでいたところだ。その相手は試合場のほうに首を振った。試合をしよう、ということだ。面頬の奥をのぞくと、それがキアだということがわかる。

「どうして？」
　ユティスが訊くと、キアは怒ったような声を出した。

「あんたの力量を見たいのよ」

　たぶん、昨日のことで疑っているのだろう。ユティスにもそのくらいのことはわかった。
　断るのは無理そうだったので、ユティスは大人しく従った。キアと一緒に試合場のほうに向かう。

　剣術の試合は、十レーネ（約九メートル）四方の正方形の中で行う。場外などの反則は二回で一本の計算。勝負は三本で、先に二本とったほうの勝ち。

　試合開始は中央の位置から。

　二人は向かいあって立ち、剣を軽く触れあわす刀礼を行った。

　興味があったのか、バルステッドが審判役についた。そのせいもあって、にわかに場内の注目を集める。誰もが新入生の技倆を知りたがっていた。
　そのことで、ユティスは少し困る。けれど、今さらやめるわけにもいかない。

「はじめ――」声がかかった。

　同時に、キアが突っ込んでくる。思い切りがいいのは性格だろう。ユティスは牽制しながら距離を保つ。

　キア・ユフェンツは天法流だと、ユティスは聞いていた。体術と徒手格闘を得意とする系統だ。その分、剣の扱いが不得手だが、比較的、という意味でしかない。体さばきと足さばきが剣闘で役に立たないはずはなかった。

　攻撃的な態度や性格とは裏腹に、キアの動きは流麗だった。強弱、緩急、間合いの出し入れ、魔力の流れも円滑。
　ちなみに、ユティスは天業流。斬撃力を重視する系統だった。

　ユティスはあっという間に二本ともとられた。

「あんた、本気でやってるの？」面頬の奥で、キアは眉間にしわを寄せた。無理もない。
　ユティスは黙っていた。本当のことを言ったら、きっと怒るだろうと思った。かといってどうすることもできないし、怒られるのは嫌だった。

　戻ろうとすると、バルステッドがとめた。
「もう一本だ」

　すでに勝負はついているのだが、もう少し試そうというのだろう。
　ユティスは中央で再び摸擬刀を構えたが、困っていた。レテノとの約束がある。

　けれど、キアのほうはいっそう激しく突っかかってきた。わざと負けられたのだと思って、腹を立てているようだった。このまま終わると面倒なことになりそうだな、とユティスは思った。それでも構わないのだけれど。

　呼吸のためにキアが攻撃の手をとめた一瞬、ユティスは豹変したように鋭く摸擬刀を振るった。キアはあわてて、不用意な力でその刀を払う。
　次の瞬間、くるくると回転しながら摸擬刀が宙を舞った。誰もがあっけに取られたようにその行方を目で追う。ユティスの手元は空だった。つまり、刀を弾き飛ばされたのは、ユティスのほう。

　摸擬刀は意外なほど高くまで上がった。それからようやく、自分の重さを思い出したみたいに落ちてくる。

　キアの頭の上に――

　その刀は実に正確に、彼女の頭部を一撃した。本物なら、もちろんただではすまないだろう。本物ならば、の話ではあるけれど。

　キアは頭を手で押さえて、狐にでもつままれたみたいに呆然としている。
　落ちてきた摸擬刀を拾いあげると、ユティスは黙礼してさっさと試合場から出て行ってしまった。その間、誰も口をきくものはいなかった。まるで、上空でまだ摸擬刀がくるくるとまわっているみたいに。
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「ちょっと町まで出かけてみないか？」
　教練が終わって部屋で着替えをすますと、セリエスがユティスの背中をつついた。
「町って？」ユティスは制服の上着に袖を通しながら訊いた。

「ロゼのことだよ。ここは荒野のど真ん中にあるわけじゃないから」ルルアがおかしそうに言う。

　剣師院の周辺と、南側の川を越えた向こう側には、市街地が広がっている。それがロゼの町だった。市域は主に川向こうにあって、周囲を市壁で囲まれていた。ユティスは院に来るときにその壁を眺めただけで、中には入っていない。
　行ってもいいかな、とユティスは思った。だから、そう伝えた。

「それじゃあ今から出かけようぜ」セリエスがにやっと笑う。

　三人とも制服で、寮のそばにある裏口から外に出た。外出時の服装は自由だが、着るものに迷う必要がなかった。だから大抵の場合、出かけるときは制服のままでいることが多い。
　塀から外に出たところで、ユティスは不思議そうに訊いた。「あとの二人は？」

「二人？」セリエスが歩きながら訊き返す。

「キアとミルテ」

　それを聞いて、二人はふっと吹き出した。

「班だからって、いつも一緒に行動するわけじゃないよ」ルルアが答える。

「それに、今はキアのやつはお前に会いたくないだろうからな」セリエスはにやりとして、ユティスのほうを見た。

「どうして？」ユティスは心底わからない、という顔をした。暗い海みたいに無表情ではあったけれど。

「そりゃ、上から何が降ってくるかわからないんじゃな」

　試合のことを、セリエスは言っているようだった。ユティスはそう理解して、けれどますます首を傾げた。二人はやはり、おかしそうに笑った。

　しばらくして、橋にさしかかった。ローネ川の上にかかる石橋だった。クラニア山脈から流れてきたこの川は、ずっと南に下ってエーベンス川と合流する。西に向かったエーベンス川は、帝国の首都であるノエストリアへ通じていた。そこには皇帝がいて、日々の政務や悪魔のことで頭を悩ませているはずだった。

　とても、遠い場所の話。

　ユティスは彫刻の施された欄干を見ながら、橋を渡った。左右に衛兵の控える門をくぐって、市内へと入る。
　ロゼの町は、人口三万人ほどの中規模都市だった。この町は北と東からの物資を帝都へ運ぶ交易都市として発展してきた。元は、市の北西にある丘の上の、聖レアン教会を核として建設されたものだったが、その中心は順次、南東の平地へと移っていった。誰も重い荷物を持って坂を上りたくはなかったからだろう。例えそれが、神様の近くへ行く道だとしても。町を出て西に向かうと、エンテ州の州都であるカトレアへと到る。

　交易地だけあって、市内の道路は混雑していた。車道を馬車が通り、歩道にも荷運び人や雑役夫、日雇い者らしい人々の姿がある。なかなかの活況だった。石造りの建物が、両側に並んでいる。

　セリエスは道々、町のことについてユティスに説明した。近くの村の出身だけあって、いろいろと詳しかった。父方の叔父が、市内で店を構えているという。今度連れて行ってやるよ、というので、ユティスは、「お金は持ってない」と答えた。何故か、笑われてしまったけれど。

　やがて、三人は市庁舎前広場にやって来た。建物の間を抜けると、空の上にでも出たみたいに視界が開ける。広場は人間のほか、荷物や馬、台車といったものでいっぱいだった。野菜や果物が、箱の上に並べられている。何かのやりとりをする甲高い声が聞こえた。市場だ。
　広場の反対側にある市庁舎の時計塔が、そんな光景を見下ろしていた。

「ちょっと、ひやかしていくか」セリエスは言って、軽い足どりで市場に向かった。この手の混雑は、自然と人をひきつけるところがある。

　近くの農村から運ばれたらしい食材のほかに、毛皮や染料、砂糖、木工細工、貴金属製品を扱う店もあった。それらの店の前には商人風の男がいて、何やら交渉をくり返している。取引の値段や段取りについての相談だろう。その場で今すぐ購入する、というのではない。並べられているのは見本品なのだ。支払いは手形でされ、品物は後日届けられる。

　果物の甘いにおいや、チーズ、干し魚、香辛料の、くすぐったり刺したりするような独特のにおい。品定めや値段交渉に余念のない主婦たち。犬や猫がもの欲しそうにうろうろしている。酒を飲んで酔っ払ったらしい男たち。怒鳴り声、ささやき、誰かが誰かを呼んでいる。

　ユティスは二人からはぐれないように注意して歩いた。もっと大きな町の市も、ユティスは知っていたし、そこはここよりもずっとうるさくて、ごみごみしていた。けれどそうした騒音や喧騒に対して、ユティスは何も感じない。心の浮きたつことも、うっとうしいと思うことも。
　宝飾品を扱う店もあって、ルルアがその前で足をとめた。意外なほど真剣な目つきで商品をにらんでいる。ルビーやトルコ石の光に目移りしている、というのではなく、宝石の瑕疵や細工の出来栄えを厳しく査定している、という感じだった。

　ルルアはやがて品のよいブローチを手にとって、適当なところまできちんと値を下げてから支払いをした。レディオール銀貨で十枚。ドミオン金貨ほどではないが、銀貨もあまり一般的な貨幣とはいえない。つまり、日常的ではなかった。普通の人間はリーデ銅貨やレッテ白銅貨を使って買い物をする。

　歩き出してから、ユティスはセリエスに訊いてみた。「ルルアは、どうしてあんなものを買ったの？」

「気になるのか？」セリエスはユティスにささやき返す。
「あれは、女性用のものだよ」
「へえ」セリエスは感心した。「意外に鋭いんだな」

「ルルアの趣味？」

「まさか。あれは何人かいる彼女の、一人にプレゼントするのさ」

　セリエスの口調からして、それは冗談のようだった。知りたければ、自分で直接聞け、ということなのだろう。

　店の間を抜けて、市庁舎の近くまでやって来た。その隣にはギルドホールや商人の邸宅があって、ファサードが広場の景観に彩りをそえていた。上のほうを見ると、空が四角く縁取られている。
　人ごみに気づいたのは、その時だった。

　広場の一角に、不自然な人だかりがあった。砂糖に群がる蟻みたいな。三人は顔を見あわせてから、蟻の群れに加わってみることにした。
　近づくと、声が聞こえた。不自然に抑制された、ゆったりした声だった。聞いていると、体の一部が解体されていくような、妙な感じがした。手品の箱を使って、体を切断されるみたいに。

「――神はすべてを超越するのです」声は言った。

　人垣の間をのぞくと、向こう側に三人の人影が立っていた。性別は不明。三人とも、まっ黒なローブをまとい、フードを目深に下ろしていた。人間かどうかも怪しい。しゃべっているのは、真ん中の一人だった。声からすると、男のようだった。

「悪魔さえ、神はお許しになります。神の前に、罪など存在しません。わたしたちはすべての不浄を捨て、神の栄えに身を任せるべきなのです。そこではすべての傷が癒され、すべての約束が果たされます。天国の門は常に開かれている。わたしたちはただ、それをくぐりさえすればよいのです」

「……悪魔教だな」背のびをして、人ごみの向こうをうかがっていたセリエスが言った。

　悪魔教というのは、通称。正式には帝国国教であるトリバス教の一派を名のっていて、清信派と呼ばれる。悪魔戦役の後半に現れ、瞬く間に信者の数を増やした。基本的な教えはトリバス教と同じだが、それはよりラディカルなものに改変されている。特に、悪魔についての解釈が違う。
　トリバス教にとって、悪魔は不倶戴天の敵だった。悪魔は神の御業を汚し、人の魂を堕落させる。唾棄すべき、許しがたい存在なのだ。その汚穢にまみれた身は、一片たりとて地上に残されてはならない。

　けれど、悪魔教ではその部分が違う。この派の人間にとって、悪魔は敵ではない。むしろそれは、神の威光を高める存在だった。来たるべき時、神の来臨によって悪魔はすべて天使へと生まれ変わる。地上に悪魔の数が増えるほど、その時が訪れるのは早くなる。
　この派の存在を正統派の教会は苦々しく思っていたが、直接手を出すようなことはなかった。帝国では信教の自由が保障されている。あるいは、現世的なもっと別の理由があるのかもしれない。

　悪魔教の男は淡々と教義についてしゃべり続けた。その様子を見ていると、どこかに違和感があった。下手をすると、同じ人間には見えない。見えているものや、聞こえているものが、まるで違うんじゃないだろうか――

　人だかりの中から、いくつか罵声が飛んだ。男に気にした様子はない。慣れているのだろう。そういうところを見ても、住んでいる世界が違うような気にさせられる。ユティスは市場の雑踏と同じで、彼らのことを理解できなかった。

「行こうぜ」セリエスは首を振って、その場から離れた。こんな場所にいると、厄介ごとの種になりかねない。

　三人は広場の隅に行って、そこにあった石のベンチに座った。子供たちが数人、目の前で遊んでいる。一人が独楽をまわして、残りがそれを囲んでいた。まるで神様がすぐそこにいるみたいな熱心さだった。
「どう思う？」セリエスは言った。

「うまくまわってるね。僕らも混ぜてもらおうか？」ルルアがにこにこして言う。

「バカ、さっきの連中のことだ」

「それは失礼」

「まあ連中のことも、わからんではないけどな」セリエスは手を後ろでついて、のびをするような格好をした。「悪魔に祈りたくもなるだろうな。戦役中は、雑草でも刈るみたいに人間が死んでいったっていうからな。神様が信じられないなら、悪魔を信じるしかない。何しろ、やつらは天上の偉いお方とは違って、この地上で俺たちの隣にいるんだからな」

　セリエスが慨嘆すると、ユティスはぽつりと言った。「ぼくにはわからない」

　二人とも、ユティスのほうを見る。

「悪魔は敵だよ。それは倒さなくちゃいけない相手なんだ」

　珍しい自然現象にでもあったみたいに、二人は口を閉ざした。ユティスが感情らしいものをあらわにしていた。空を星が流れるよりは、注目に値した。

　かといって、その表情はいつもと同じ。

　妙な少年だった。
　不意に、三人のほうに向かって声がかけられた。

「おい、お前、新入生じゃないのか？」

　ぞろぞろと、そこには六人ほどの人間がいた。全員、剣師院の制服を着ている。袖のラインは赤色。つまり、同学年。新入生というのは、もちろんユティスのことだろう。

　六人が六人とも、にやにや笑っていた。人間としては、かなり低俗な部類に属する笑顔。少なくとも、一緒に仲よく独楽をまわそう、という顔つきではない。あるいは、それこそ人間らしい表情なのかもしれなかったけれど。

「ユティスとかいったっけ。お前、走ってるだけで派手にぶっ倒れたんだってな」

　ねちねちした、嫌なしゃべり方だった。触れるとそのまま手にくっついてきそうな粘度があった。
「そんなので本当に剣師になれるつもりなのかよ？　さっさといなくなったほうがいいんじゃねえの。時間てのはよ、貴重なんだぜ。爺さんになるまでのろのろ走ってるつもりかよ？」これは、別の一人。

「何とか言えねえのかよ、こいつ。女みたいな顔してよ」別のもう一人。

　何がおかしいのか、六人は声を上げて笑った。

　セリエスは目配せして、さっさと立ち上がった。院生として、街中で面倒を起こすわけにはいかない。場合によっては院から放逐されることだってありうる。馬鹿の相手はしないほうが賢明だ。

　そのあとに、ユティスも従った。六人の雑言については、ユティスはあまり理解していなかった。何が言いたいのかわからない。

「おい、逃げる気かよ」

　生まれるときに品性というやつをどこかに忘れてきたらしい一人が、ユティスの肩に手をのばした。少し、豚に似ていた。

　その時、ユティスの体が動く。

　ほとんど、無造作といっていい一歩。散歩でもするみたいに。けれど、その動きに相手は反応できない。遅すぎるのだ。結果、気づいたときには致命的な間合いに入られていた。
　ユティスは相手の右手をつかんで、無理やりのばす。こうすると、左手を使うこともできなくなる。ユティスは右の掌底を、相手の下顎に打ちつけた。ふらついてところで、手を離す。幸い、そいつの体は仲間が受けとめてやった。そのくらいの友情はあるものらしい。

　そこまでが、一瞬のこと。

　五人はあっけにとられて、棒立ちしていた。今なら、ドミノみたいに倒せるかもしれない。まがりなりにも戦闘訓練を積んでいる人間が、一呼吸する間もなく倒されたのだ。

「その辺の病院か、院の治療室にでも行くんだな」セリエスが肩をすくめながら言った。

　三人がその場を立ち去るまで、六人の誰も動かなかった。

　市庁舎の時計は変わらず時を刻んでいる。子供たちはまだ独楽をまわしていた。
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　聖レアン教会は旧市街を構成する丘の上にある。古い町らしく入り組んだ坂道をのぼっていくと、海の底から浮かび上がるみたいに展望がひらけた。教会の正面入り口から南のほうを望むと、ロゼの町を一望することができる。連なりあった屋根の中に、市庁舎や教会堂といった建物が、小さな孤島みたいに突き出ている。市壁の一部も視認できた。
　太陽は王国の支配を諦めて、西へと傾きつつあった。光の濃度が薄れて、より透明に近づきつつある。手を浸すと、血管や骨が透けてしまいそうだった。風が少し冷たい。しばらく町を眺めてから、三人は教会の中に入った。

　聖レアン教会は、バシリカ式ではなく、初期の教会建築に多く見られるような円堂式だった。長方形ではなく、周回式の平面。円形の外壁を持ち、その上に八角形のドームが乗せられている。煉瓦はどれも時間が削りとったくすんだ灰色をしていた。何かの条件がそろえば手のひらに乗せられそうなくらい、こぢんまりとした教会だった。

　中に入ると、堂内は薄暗かった。体にまとえそうな柔らかな暗闇が、あたりを覆っている。窓はなく、天井の採光用の穴から降ってくる光が唯一の光源だった。不思議にろ過された感じの光だ。

　聖具係らしい男が祭壇を整えるほかに、人はいなかった。神様ならどこかにいるのかもしれなかったけれど。

「この町の聖人は眼病によく効くそうだ」ひっそりとささやくような声で言いながら、セリエスは長いすの一つに腰かけた。「昔、貧しい盲の男がいて、聖者がそいつに手をかざすと目が見えるようになったんだと。話はそれだけ。どうせなら竜を退治したとか、洪水を鎮めたとかのほうがよかったよな」
　二人もその隣に座る。ユティスが中央だった。

　丸天井にはモザイク画が施されていた。画面は四つに区切られ、それぞれ別の場面が再現されている。そのうちのどれかは、聖レアンの物語なのかもしれない。注意してみれば、憐れな盲と聖者の姿が確認できるかもしれないが、ユティスにはそれほど興味はなかった。

「で、さっきのはどうやったんだ？」横から、セリエスがユティスに言った。

「さっきの、って？」ユティスは首を傾げる
「ザレボの野郎をのしちまったことだよ、アシレールの腰巾着のな。ずいぶん鮮やかだった」

「相手が油断してたから」ユティスの口調は平静そのものだった。「それだけだよ」

「でも、慣れた動きだった」ルルアは前を向いたまま、さりげなく言った。「それは相手の油断とは関係がない。……キアのときにやったのも、やっぱり狙ってのこと？」
　ユティスは沈黙した。

「言えないのか？」セリエスが訊く。

「あまり、目立たないほうがいいって、言われてるから」

「誰に？」ルルアが短く言う。

「レテノ」

　二人とも、もちろんそんな名前は知らなかった。セリエスは何かを思い出すように顔をしかめる。

「もしかしてそれ、眼鏡をかけてるって言ってたやつのことか？」
　肯定のしるしに、ユティスはこくんとうなずいた。

　二人は顔を見あわせて、すばやく情報の確認を行った。虚弱体質で、戦闘力は相当のものらしいが未知数。ここに来るまではずっと旅をしていて、レテノという眼鏡をかけた相手に何やら口止めされている。無口、無表情、機械のような――ルルアに言わせると、天使みたいな少年。

　セリエスは首を振って、ため息をついた。

「やっぱり変わってるよ、お前」

　天井からはモザイク画の天使が、何も言わずに地上を見下ろしていた。

地を這う虫たち
１

　バルステッドはいつものようにエールを飲んだ。同僚たちとは別に、一人で飲みたいときにはこの店に来る。知りあいがいないし、ゆっくり飲める。店内は賑わっていたが、騒々しいほどではない。ごくごく注意すれば、会話を聞きわけることができる、という程度。だがそれはひどく面倒だったし、ここではそんなことをする人間はいない。それが老店主の好みなのだろう。

　時刻は深夜を過ぎていた。教会の最後の鐘が鳴ってから、もうずいぶんたっている。店内の暗闇を、ランプの光が気の弱い人間みたいに照らしていた。まっとうな市民なら家に帰って寝る時間だったが、店内にいる客たちにそんな様子は見られなかった。
　ほんの四半世紀前には、考えられないことだった。あの頃は、誰もが暗闇に怯えていた。それがいつ形をとって襲ってくるのかわからなかった。大抵の人間は少しでも早く朝が来るのを願って眠りについた。剣師たちの血は流れ続けた。

　それからまだ、ほんのわずかな時間しかたっていない。

　バルステッドは木製のマグを傾けて、中の液体を半分ほど流しこんだ。地下倉で冷やされていたらしいエールは、心地よくのどを潤した。年老いた店主と同じで、寡黙な味わいだった。

　しばらくして、バルステッドの前に人影が立った。音がなく、影みたいに存在が薄い。おそらく、店内でその人影に気づいた人間はいないだろう。それくらい、見事に気配を消していた。

　短く切りそろえた前髪に、後ろでアップにまとめた髪。注意してみると整った顔立ちをしていることがわかるが、そのことに気づく人間は少ない。夜空の目立たない星みたいに。地味な眼鏡をしているせいもある。
　バルステッドはその相手を見て、にやりと笑った。
「実戦なら、今頃俺は死んでるだろうな？」

「どうでしょうね」相手は軽口に応じるでもなく、真面目な顔で言った。「あまりそうとは思えませんけど。私が扉を開けたときから、先輩は気づいていたんじゃないですか？」

「買いかぶりだな。俺はもう現役じゃない。来ることを知ってなきゃ、気づかなかっただろう」

「現役でない人間が、そんな場所に座りますか？」

　相手は静かにイスを引いて、バルステッドの前に座った。

　二人のいるテーブルの位置は、店の一番奥だった。背後をとられない用心のためだ。おまけにバルステッドの座所からは、店の入り口を監視することができた。
「剣師院の教官というのは、もっと安全な職業と思っていましたけど」相手は軽く首を傾げてみせる。

「そのとおりさ」バルステッドは口元を吊り上げた。「こいつはただの癖だ。昔の習慣が抜けきらなくてな。今でも寝るときは、すぐ横に刀がないと落ち着かん。何せ、あれからまだ三年しかたってないからな」
　店主が近づいてきて、二人は貝のように口を閉ざした。注文を聞かれ、相手は蜜水を頼んだ。アルコールを飲まないのは、酩酊することへの用心だろう。
「やはり現役は違うな」店主が行ったあとで、バルステッドは言った。

「先輩は当時もお酒を飲んでいましたけど」

「緊張をほぐすためさ」バルステッドは嘯く。

「初耳ですね、それは」

「聞いてくれる人間がいなかったからな、あの頃は」

　店主が注文品を持ってきて、テーブルの上に置いた。客が幽霊みたいに突然現れたとしても、その驚きを顔に出すような老人ではないようだった。あるいは、相手が幽霊でも構わないのかもしれない。

　主人が行ってしまってから、二人はまた話しはじめた。

「それで、今さら何の用だっていうんだ、レテノ？」バルステッドはコップを傾けながら、のぞきこむように相手をうかがった。剣先から距離を測る目つきだった。「もしかして、あいつのことか？」

「それもあります」剣を持っていれば軽くいなす格好で、レテノは蜜水に口をつけた。「でも、急用は別のことです」

「俺に関係している？」

「まだはっきりしませんが、間接的には」
　ふん、とバルステッドは鼻を鳴らした。「それは元情報部の人間としてか、それとも剣師院の一教官としてか」

「教官としてですね」

「なら、聞かせてもらおうか」

　レテノは少し黙った。話し方を整理している。レテノとしてはこの先輩の助けを借りたいので、迂闊なしゃべり方はできなかった。
「シャトレンの森を知っていますね？」

「そりゃ、そうだ。ここの北東に広がってるでかい森だ」

「剣師院で、実戦訓練用に遠征に向かう」

　バルステッドはうなずいた。こういった森や、洞窟、山岳地帯といった場所は、悪魔が自然発生しやすかった。院では訓練の一環として、定期的にその退治へ向かう。

「それが、どうした？」

「悪魔の数が増えているという報告があります」

　そういう情報は、バルステッドも聞いている。初耳というわけではない。だが、それが帝国情報部員の話となると、重要度は自ずと違ってくる。
「確かな話なのか？」バルステッドは眉をひそめた。

「ほぼ確実です」

「原因は、何だ？」

「まだ、わかっていません」

「だが見当はついている、そうだろ？」

　そうでなければ、わざわざ退役者のところになぞ来るはずがない。案の定、レテノはうなずいた。

「――先日、ロンディスの王立図書館から一冊の書物を紛失したという知らせが届きました」

「北方四国の一つか。ずいぶん、きな臭い話だな」

「ええ、盗まれたという話ですが、本当かどうかは怪しいものですね。あの国は悪魔教との結びつきが疑われていますから。ですが、知らせが来ただけでもましというものです」

「書物の内容は？」

「〝禁書〟です」

　今度こそ、バルステッドは本当にうめいた。ようやく悪魔戦役が終わったというのに、人間というのは過去から何も学ばないものらしい。思わず笑みがこぼれそうになる。
「書物の行方は？」

「今、追っています」

「この町にあるのか？」

　その可能性に、バルステッドは内心で思い切り顔をしかめた。

「まだ確定しませんが、おそらく」

「何故、こんな町に――」

　ロゼは剣師院があることをのぞけば、特にこれといったところのない町だ。帝国軍の駐屯基地があるわけでも、過激派分子の巣窟というわけでもない。軍事的にも政治的にも中立の町だ。

「……それも調査中です。先輩のほうで何か気づかれたことはないでか？」

「ないな。第一、俺はもう現役じゃない」言ってから、バルステッドはふとあることに気づいた。「あの小僧をここによこしたのは、まさかそのためなのか？」

　レテノは無言だった。手で叩くと音のしそうな、硬質な沈黙だった。

「囮のつもりか？　あいつを使って、敵の動きを誘う。しかし、そいつはいささか危険すぎる」

「あの子のことについては、ごく一部の人間しか知らないはずです。危険はないと判断しました。それに何かあっても、あの子なら十分に対処できます」

「そのために、お前が今まで連れまわした」

　レテノは簡単にうなずいてみせた。

「うまくすれば、そこから禁書の行方もわかるかもしれない、というわけだ」バルステッドは親指で顎の下を掻いた。
「あの子をここに連れてきたのは、総合的な判断による結果です」

「……何故、そこまであの子供にこだわる？」バルステッドはやや唐突に言った。声に含まれているのは、かすかな苛立ちだった。「確かに、あれはお前の姉の子供だ。そういう意味では、お前の行動もわからんでもない。だがな、お前はあいつの母親じゃないんだぞ。三年前に、何があったか忘れたわけじゃあるまい。あいつのせいで、ジノアは――」
「忘れるわけなんてありません」とても静かな声で、レテノは遮った。静かすぎて、永遠にそこにとどまっていそうな声だった。「忘れるわけなんてない。でもそれは、あの子のせいじゃない。そうですよね、先輩？　それにあれは、もう三年も前の話です」

「…………」

　悪かった、とバルステッドは口の中で言った。イスに座りなおす。そう、あれからまだ三年しかたっていない。その十倍の時間が流れたところで、すべてを癒すことなど不可能ではあったけれど。

　二人とも黙ったまま、時が流れた。向こうのテーブルから、調子外れの歌が聞こえた。どこかで聴いたメロディーだ、とバルステッドが思い出そうとしていると、レテノがイスから立ち上がった。銅貨を何枚か置いて、言う。「私はそろそろ帰ります。何かわかれば、こちらから連絡します。ユティスのことは、できるだけ注意してやってください」

「……ああ」バルステッドは生返事をして、彼女を見送る。

　それからしばらくして、バルステッドもその店をあとにした。酒場にはまだ何人かの客が残っていた。元気な連中だ、とバルステッドは苦笑する。

　帰る途中、バルステッドは尾行に気をつけてみたが、それらしい気配はどこにもなかった。

２

　時刻は、払暁の少し前といったところ。起床の鐘はまだで、院全体がひっそりと静まり返っていた。厨房では今頃、四百人分の食事を作るのに大わらわだろうが、それも寮までは聞こえてこなかった。夜明け前のその静けさは、ちょっとした奇跡のようにも思える。
　ユティスは粒子の粗い暗闇の中を、そっとベッドから抜け出した。ベッドから床に足を下ろすと、木の寝台が不平らしく軋んだ。

「ユティス？」向かいのベッドから、ルルアが顔をのぞかせた。

　起こしてしまったようだが、寝惚けたところはない。この少年は、不思議といつでも折り目正しいようだった。

「ごめん」ユティスは小声で謝った。

「何が？」不思議そうなルルアの顔。

「起こしちゃったみたいだから」

　ルルアは軽く吹き出した。「いいよ、そんなこと。それより、どこか行くつもり？」

「ちょっと走ってくる」

「走る？」ルルアは首を傾げた。

「体力をつけないといけないから」

　ルルアはまじまじとユティスのことを見た。「それは、この前のことを気にして？」

「うん」

　ルルアはベッドの上に胡坐をかいて座った。ユティスは音を立てないように、そっと運動服に着替えた。

「偉いなあ」しみじみとした口調で、ルルアは言った。

　ユティスは言葉の意味を理解しかねるようにルルアを見た。ルルアは無邪気そうな笑顔をしている。

　やがてユティスの準備が整って、ルルアは「いってらっしゃい」と送り出した。扉の閉まる音がすると、ベッドの上から声がした。

「行ったのか、ユティスのやつ」

　セリエスだった。いつ頃からか、目を覚ましていたらしい。

「うん、立派だと思わない？　この前のことを気にして、自主トレーニングしようだなんて」

「さあてな」
　セリエスは横になったまま両手を頭の後ろで組んだ。「変わったやつには違いない」

　ユティスは準備体操をすますと、院を囲む塀の内側にそって走りはじめた。一周、ざっと一と半ミル（約二・四キロ）といったところ。ランニングをするには手頃な距離だった。
　空にはまだ夜の一部が残って、灰色だった。その色はやがて紫になり、いつものように青色になる。少なくとも、その予定のはず。

　歩調と心臓の鼓動に注意しながら、ユティスは足を動かす。ちょっとでも油断すると、心臓は嫌な動悸を起こした。黒猫とカラスが大量に目の前を横切ったような不吉さ。

「君の体には、よくないものが含まれてる」

　確か、レテノはそんなことを言っていたはずだった。よくないものって何、と訊いたら、それは教えられない、と言われた。教えてもらえないなら、気にしても仕方がない。以来、ユティスはそのことをほとんど忘れていた。

　あれはどういう意味だったんだろう、とユティスは走りながら考えてみた。体のつくりが人とは違う、ということだろうか。でもそれだけなら「よくないものが含まれてる」なんて言い方はしないはずだった。どちからというとそれは、不必要なものが余計に組み込まれている、という感じだった。

　四分の三周ほどまわったところで、もう息が切れはじめた。心臓が徐々に裏返っていく感覚。

　後ろから、誰かが追い抜いていった。ユティスと同じように自主トレーニングをしているのだろう。体格がいいので、上級生かもしれない。
　その生徒は追い抜くとき、ちらっとユティスのことをうかがった。様子を気にしている、という感じだった。目が鋭く、強面だったが、見た目ほどとっつきにくい人間ではないのかもしれない。ユティスは大丈夫、という印ににこっと笑ってみせた。その生徒とは走るスピードが二倍くらい違っていたけれど。

　その生徒が行ってしまうと、ユティスは再び自分のペースに集中した。心臓の働きは、どこかに穴でもあいているみたいに効率が悪い。
　レテノと旅をしているときも、そうだった。体力が続かない。戦闘ではだから逆に、短時間で決着をつけられるようにした。長丁場には不向きだからだ。ユティスが天業流を修めているのは、そういう理由だった。すばやく勝負を決するには、一撃の威力を高めるしかない。
　もちろん、ユティスは魔力によって身体能力を高める、天法流の〝活〟の型を習得していた。その第二型段階も、使えないことはない。けれど所詮それは体力の強化でしかなくて、元からほとんどゼロのものでは、少しましになる、という程度でしかなかった。特に、持久力という点では壊滅的だった。
　こうしてランニングをするのだって、結局は体力と魔力の適応化が目的だった。それがユティスの場合は、いくら魔力の流れを最適化しても、体力そのものがまったくついてこない。たぶん、体によくないものが含まれているせいだろう。
　ぼんやりと考えごとをしながら、ユティスは走り続ける。呼吸が浅く、心臓の鼓動が速くなっていくのを、他人事みたいに感じていた。明るくなっていくはずの空は、妙に暗くにごっている。

　変だな、と思っていたら、正体不明の衝撃があった。

　――それから、かすかに歌が聞こえる。

　歌というより、ハミング。

　地面の草を揺らす風みたいに。

　どこかで聞いたことがあるな、とユティスは思った。ずっと昔、きっとまだ生まれる前のことだ。村を見下ろす樹のそばで、誰かがこんな風に歌っていた。神様が優しく微笑んでいるような一日――
　そして、ユティスは目を開いた。
　目を開いた、ということは、目を閉じていた、ということだった。どうして走っている途中で目をつむったりするんだろう、とユティスは思った。文章がいくつも欠けたページみたいに、記憶がひどくあいまいだった。

　体の感じから、どこかに寝かされているのだとわかる。ベッドの上のようだ。どうして屋外にベッドなんかがあるのだろう、と思う。いや、違う。ここは外じゃない。野外にベッドがあるはずがない。ユティスは何とか正常な思考をとり戻そうとする。
　走っている途中、倒れたのだとユティスは気づく。それを、誰かが運んでくれた。そこまで考えて、ようやく意識が鮮明になった。ガラスの曇りを拭きとったみたいに。

　じゃあこの歌は何だろう、とユティスは思う。ずっと昔に聞いた歌。どこか知らない場所に、消えてしまったはずの――

「……リリア？」

　船の上にいるみたいに揺れて、まだはっきりしない視界を巡らせた。その名前を口にしたのは、きっと頭の一部が接続不良を起こしていたからだろう。

「気がついた？」
　声がしたのは、すぐ近く。見ると、少女がそこに座っていた。ベッドの傍らから、ユティスの様子をうかがっている。

　ひどく、幼い容貌。そのくせ、表情には絃をぴんと張りつめたような真剣さがあった。星の光を何度もろ過して、一番きれいにしたような印象。さっぱりとした、短めの髪。天使に似た、二つの瞳。院の制服を着ていた。

　ユティスはその瞳に、見覚えがある気がした。

　どこで、見たのだろう。
　いつ、見たのだろう。

　世界の裏側で忘れてきてしまったみたいな――

「どこか痛いの？」少女が訊いた。
「――え？」

「泣いているから」

　気づかなかった。頬に手をやると、確かにそこは濡れていて、少しだけ指が湿った。

「大丈夫？」少女はユティスの目の奥をのぞく。

「うん」ユティスは涙を拭って、うなずいた。少し頭痛がした。

「リリアというのは？」少女が訊く。
「妹の名前。……ここは？」
　ユティスはあらためてまわりを見渡した。治療室かと思ったら、違うようだった。大部屋で、いくつもベッドが並んでいる。人はいない。がらんとして、怪物の胃袋の中みたいな静けさだった。現在は、ユティスと少女の二人しかいない。

「女子寮の大部屋。あなたは外で倒れていて、それをロキノスが運んできたの。えっと、ロキノスというのはわたしの兄のこと。治療室はまだ先生がいなかったから、仕方なくこっちに。本当は兄が女子寮に入っちゃいけないんだけど、他にどうしようもなかったから」

　ユティスは曖昧にうなずいた。ロキノスというのは、さっき走っていた上級生のことだろう。その人が、ユティスを妹のところまで運んできた。その妹が、目の前の彼女。

「君は？」ユティスは訊いてみた。
「わたしはハユナ。ハユナ・クリシア」少女はかわいらしく首を傾げた。「あなたの名前は？」

「ユティス。……どうして、君しかいないの。他の人は？」

「今は朝食の時間だから」ハユナは笑顔を浮かべた。相手に気を使わせないための表情。「みんな食堂。でも今から行っても、もう間にあわないと思う。だから残念だけど、今日は朝食を諦めるしかないよ」

　何だか迷惑をかけてばかりだな、とユティスは思った。

「ベッド、ありがとう。おかげでよくなったよ」ユティスは布団から足を出して、床に下ろした。

「体調が悪いなら、もう少し寝ててもいいんだよ」ハユナは慌てて言った。

「でも、ここにいるとまずいんじゃないかな」

「どうして？」

「男子は女子寮に入っちゃいけないんだよね」
　ハユナは一瞬、口を閉ざした。でもその口は閉じきらずに、少しだけ隙間が開いている。

「えと、その、うん……そうだね」彼女の顔は心もち赤かった。「あの、ごめんなさい。てっきり、わたし、その……。兄も普通に運んできたから。何も考えなくて。本当にわざとじゃなくて」

　荷物を落っことしてばらばらにしてしまったみたいに、彼女は慌てた。そのばらばらになった言葉を、急いで拾い集める。
　彼女の慌てようがおかしくて、ユティスは何故だか笑ってしまった。彼女はそれでますます顔を赤くしたが、結局は笑う。不思議な空気の柔らかさだった。

「今度は倒れたりしないようにする」ユティスはそう言って、彼女と別れた。

　寮の廊下を歩いていると、幸い誰にも出会わなかった。キアあたりとはちあわせると、話がだいぶややこしくなりそうだったから。
　歩きながら、あんなふうに笑ったのはいつ頃以来だったろう、とユティスは考えてみた。
　覚えていない。それはやっぱり、生まれる前のことなのだろう。

　玄関ホールまで戻ったところで、セリエスとルルアの二人に会った。セリエスは不思議そうな顔をしていた。

「今まで、どこに行ってたんだ？　心配してたんだぞ」

　ユティスはそれに対して、ただ曖昧に首を振るだけだった。

※

　授業のはじまる前、移動時間の際に、ハユナはロキノスと顔をあわせた。一回の廻廊部分。生徒たちは三々五々、教室へと向かっている。
「俺が運んだ生徒、どうなったんだ？」ロキノスが訊いた。
　兄妹というが、二人の顔や雰囲気はあまり似ていなかった。

「大丈夫だったみたい。すぐ起きて、出ていったから」

「そうか」何でもなさそうな顔をするロキノスに、ハユナはくすくす笑った。「何がおかしいんだ？」
「だって、お兄ちゃん勘違いしてるんだもん」ハユナはまだ笑っている。「あの人、女の子じゃなくて、男の子だったんだよ」

「…………」

「おぶったときに、わからなかったの？」

「いや、何も思わなかったな、あの時は。見た感じで女だと思い込んでいた」

「体つきでわかるはずだよ。胸だってなかったし」

「それは、どうだろうな？」
　何となく面白くないことを言われそうだったので、ハユナは黙った。十四歳の乙女心は、それなりに複雑な仕組みを保持している。

「でもあの人、ちょっとお兄ちゃんに似てたよ」代わりに、ハユナはそんなことを言った。

「俺に、いったいどこが？」

　ハユナは少しだけ真剣な顔をした。
「魂が、かな――」

３

　講義室は広く、百人くらいは入れそうだった。階段状になった床には、聴講者用の長机が並び、一番底の部分に教壇が置かれている。その後ろには、黒板の張りつけられた壁面。
　席は九割がたが埋まっていて、生徒のたてる物音や話し声で騒がしかった。授業がはじまるまでは、まだ間がある。教授もまだ姿をみせていない。

　ユティスの近くにはセリエスとルルア、それにキアとミルテがいた。ユティスは、退屈そうに肩をほぐしているセリエスに訊いてみた。「ロキノスっていう人のこと、知ってる？」

　セリエスは言葉の正確な形状を探るように、しばらく無言だった。

「何で、そんなことを聞くんだ？」

「今朝、倒れたところを助けてもらったから」

「倒れた？」

　ユティスは簡単に事情を説明した。女子寮でのことでセリエスは何か言いたそうにしたが、結局は黙っていた。何を言えばいいのか、よくわからなかったのだろう。

「ロキノスっていうのは、四年生だな」セリエスはその名前を知っていた。「たぶん、この院の生徒なら誰でも知ってる名前だ。一年の頃からすごい実力だったって言われてる。毎年、全学年で剣術大会をやるんだが、二年からはずっと優勝してる。今度ので三連覇がかかってるって話だ。卒業前だけど、中級剣師並みの実力があるんじゃないかって言われてるな」

　つまり、この剣師院で一番の人間、ということだった。気を失っていたせいで、ユティスはその顔さえ覚えていなかったけれど。

「妹がいたなんて知らなかったな」セリエスがつぶやいたところで、後ろから「しっ！」と声が聞こえた。キアが、険しい顔で唇に人さし指をあてていた。

「先生が来たわよ」

　二人とも口を閉じて、前を向いた。講義室全体も、結んだ紐を解くような緩慢さで静まりつつある。

　やって来た歴史学の教授は、体から空気が抜けて縮んだような、小柄な初老の男だった。髪が雪と同じくらい白く、剣師ではないためローブを身にまとっている。帯刀もしていない
　教授はつかつかと教壇の前までやってくると、意外なほど鋭い眼光で教室を見渡した。眠っていた生徒の何人かが、近くの人間につつかれて目を覚ます。教授はわざとらしく咳払いした。

「これから教科書の第三章、第二節についての講義を行います」

　見かけとは違って朗々とした、金属的に硬質な声だった。
　歴史学の講義内容は、主に帝国史について行われる。これは、当然だった。自由都市同盟や北方四国をのぞいて、西大陸のほとんどは帝国の統治下にあったし、剣師の活動範囲はその領域に限定されている。

　今回の講義は、帝国が新都に首府を遷してからの、リセア暦でいう八十七年のことだった。南方でのカルナバイ王国との一戦について。今からおよそ、百年ほど前のことだ。悪魔戦役中に起こったこの戦いは「アクバタイの勝利」によって終結し、帝国はセスリとウェドレアの南方二州を獲得。カルナバイ王国はこの戦いが一因となって滅び、南大陸にはその後、サビニア帝国が誕生した。

「この南方戦争はクネオの属州民保護を名目として行われたものであります」老教授は黒板に地図を描きつつ言った。
　南大陸に、海を隔てた飛び地として形成された南方諸州(オルド・テナン)。その線描の横に、戦争での主な出来事を年代順に列記していく。メモの類を見ることはなく、もし間違っていたとしても、それは自分のほうではない、とさえ言いたげだった。

　南方戦争は帝国による実戦への悪魔投入が、はじめて実施されたことで知られる。
　同時に、以降の悪魔使役を全面禁止する戦いとしても。

「アクバタイの勝利、というが、これは一種の皮肉であって、実質は勝利とは程遠いものでありました」教授は過去の暗闇を呼び戻すような、粛々とした声で語った。「この戦闘でノエストリア側が召喚した悪魔は三体。三体の悪魔名は、バルミティオール、クゥルセト、ボルドボッグ。その威力は凄まじいものがありました。戦場の部隊はほぼ壊滅。――敵味方を問わずに、です。召喚方法に不備があったため、悪魔の制御不能へと陥ったのです。戒禁を解かれた三体の悪魔は、血を求めてただ暴威の限りを尽くしました。――最終的には一体を逆召喚、残る二体を百二十名の剣師を犠牲にして葬ることに成功しました。――それは戦闘とは名ばかりの、ただの虐殺現場でありました。帝国は以降、悪魔召喚を完全に停止し、召喚書を〝禁書〟として封印することに決定しました」

　教授は白墨を置き、布巾で指先を拭いながら話を終えた。講義室はしんとして、誰も口をきかなかった。

「――次回はヴォルセト同盟について。教科書の九十ページまでを読んでおくように」

４

　次の授業への移動時間のことだった。ユティスは一人で建物の中を迷っていた。トイレに行って、セリエスたちとは別々。適当に歩いているうちに、人気のないところにやって来た。おかしいな、と思って元の場所に戻ってみると、もうそこには誰もいなかった。散歩をしている間に救助船に乗り遅れ、一人だけ孤島に取り残された気分だった。
　仕方なく、勘を頼りに歩いてみる。こういうときの勘が当てにならないことを知っているので、ユティスはあまり期待しなかった。

　階段をのぼって、どちらかというと奥まったところにやって来る。事態が改善した様子はなかったが、幸い人影があったので、ユティスはそっちに向かってみた。同じ学年かどうかもわからなかったが、漂着物みたいにぼんやりしているよりはましだ。

　近づいてみると、声が聞こえた。

「――目障りなんだよね、お前」

「いつまでここにいるつもりなんだ？　捨てられた人間のくせに。もしかしてお前の存在が迷惑だって、わかってないの？」

　ユティスの位置からは、四人の背中が見えるだけだった。廊下の隅で、その向こう側にもう一人いるようだった。何のためにそんな場所にいるのかはわからなかった。

「何とか言えよ、え？　自分のこと可哀そうだとでも思ってんの？　口きけないのか？　お前、あいつと同じ班なんだろう。ユティスとかっていう」

「……あの」

　ユティスが声をかけると、四人はぎょっと振り返った。その反応は、どう見ても心にやましいところのある人間のものだった。

　その向こうにいる人間の姿も見える。ミルテだった。

「な、何だよ、お前」一人がどもりながら、ユティスに言った。

　ユティスは四人のうち、二人ほどに見覚えがあることに気づく。あまり自信はないが、とにかくどこかで出会ったはずだ。その二人もどうやらユティスのことを覚えているらしい。どちらかといえば、鮮明に。二人のうちの一人が、明らかに虚勢とわかる声で言った。

「もう行くぞ、お前ら。つまねえからな、こんなやつ相手にしても」

「お、おい、アシレール」

　アシレールと呼ばれた少年が歩きだして、他の三人も慌てて続く。心なしか、足の動きが早かった。

　ミルテは廊下のつきあたりに取り残された格好でたたずんでいて、普段から小さな体が、いっそう小さくなって見えた。泣きだしたいのと、ほっとしたのが混じったような顔をしていたが、最終的には困った顔をしていた。

「……あ、あの、ありがとうございます」ミルテは卑屈なくらい丁寧に頭を下げた。
「何が？」ユティスはいつもと同じ無表情。本当に、何を言われているのかわからなかった。

「その、助けてもらいました」

「助けたって？」

「どうされるかわからなかったし……」

　ユティスの顔には、それでも理解は浮かばなかった。あの四人が何をしようとしていたのかも、ミルテが何を言っているのかも、ユティスには想像力の領域外。
「よくわからないけど、よかった。それに、ぼくも困ってるんだ」

「……？」

「次の授業、どこに行けばいいのかわからなくて」

　きょとんとして、ミルテは首を振るような、うなずくような、曖昧な仕草をした。「それなら大丈夫です。一緒に行きましょう」

「助かった」

　ユティスはほんの少し微笑んで、二人は歩きはじめた。しばらくして、ミルテが訊く。「……その、聞かないんですか？」

「何を？」ユティスは真顔で訊き返した。

「さっきのこと」

「さっきの、何を？」ユティスは不思議に思った。どうしてこんな、まわりくどいしゃべりかたをするのだろう。

「どうしていじめられてたのか、とか」

「いじめられてたの？」

「……たぶん」

「そう」

「……あの、それだけですか？」

「うん」

「気にならないんですか？」

「何が？」

　ユティスが訊き返すと、ミルテは何故か困った顔をした。

「……わかりません」

　そのまま、二人とも無言で歩いていく。けれど不意に、ミルテは立ち止まって言った。

「――私、孤児なんです」

　確か、最初に紹介されたときに聞いた話だった。ユティスはうなずいた。
「父親のことも、母親のことも知らなくて、剣術の才能があるからって人に言われて、ここに来ました。あそこではシスターによくしてもらったけど、ずっと孤児院の厄介になってるわけにはいかないんです」

　修道院で受けたいろいろな教育の中に、天流の訓練があったのだろう。

「ここに来れてよかったって私、思ってるんです。キアは時々怒るけど、優しいし、セリエスやルルアもいい人だから。剣術の稽古は大変だけど、耐えられるし、院での生活も気に入ってます。だから、ああいうことがあると、私……」ミルテは消え入りそうな声で言った。

　本当に、ちょっと指先で触れただけで、どうにかなってしまいそうな――

「どんな過去があったって、別に気にしなくてもいいと思う」ユティスが言うと、ミルテは顔を上げた。

　ユティスの表情は、やはりいつもと同じ。感情の一部が故障しているような。
「本当のことだからって、何でも大切ってわけじゃないし、本当のことだからって、そのことに従う必要もない。きっと大事なものは、別のところにある。その大事なもののことを、考えていればいいんだと思う」

　たぶん、レテノはだからぼくを――

　ユティスはそう思ったが、そんなことは言わなかった。それはレテノと自分との問題だった。

　そんなユティスのことを、ミルテは手のひらに落ちてきた見知らぬ冷たいものでも眺めるみたいに、じっと見つめていた。
５

　学院で行われる特殊な訓練は、変わったものが多い。泥中や船上、屋内戦闘、雨や突風の中での野外演習、暗闇での闘争。自然状態や障害物の有無によって、戦闘環境は大きく変化するからだった。
　その日の午後に実施されたのは、そういう種類の訓練としては比較的、普通のものだった。小修練場を使い、班ごとに分かれて行う。担当教官はバルステッドだった。

「いわゆる、目付の訓練というやつだ」バルステッドは言った。

　修練場の床にはいくつかの円が描かれていた。大きさは試合時の半分程度といったところ。班内で三つの役に分かれ、訓練は行われる。一人は摸擬刀を持って円の中央に、二人は砂の入ったお手玉を持って外周に位置し、残る二人は遠間からそれを見守る。
「視界を点ではなく、面として考えろ。一ヶ所にとらわれず、全体を見るんだ。同時に、彼我の相対位置、相手の動作、弾筋を予想して体を遷移させろ」

　要するに、円の外側にいる二人が砂袋を投げるから、中央の一人はそれを避けろ、というわけだった。残る二人は飛んでいった砂袋の回収にあたる。

　回避者は外周上を自由に動く二人の狙撃者を相手にするため、弾だけでなく位置どりにも注意しなくてはならない。狙撃者としては、目標を前後で挟むのが理想。しかし動きまわる的を正確に投撃することは難しい。

「時間は三分で交替。その間、せいぜい動きまわれよ。班で一番のろまなやつには、罰ゲームがあるから、そのつもりで真剣にやれ」

　バルステッドが開始を合図すると同時に、各班で訓練を開始した。

　ユティスのところは、まずセリエス、ミルテと中央に入った。ミルテは意外と位置どりがよく、弾をうまくかわした。ミルテは、天想流。魔力の扱いに長け、陣法と呼ばれる結界のような術型を得意とする系統だった。感知技術にも優れているため、弾筋を精密に読みとれるのかもしれない。あるいはたんに、ものをぶつけられるのが人一倍耐えがたいだけかもしれなかった。
　逆に、この訓練を苦手にしたのはセリエスだった。剣速重視の天理流には、そういうところがある。スピードを制御しきれない。とはいえ、摸擬刀で無理に砂袋を撃墜しようとするセリエスのほうに問題があるのかもしれなかったけれど。
　三人目は、ユティスだった。摸擬刀を持って、円の中央に進む。防具はつけていないが、砂袋が本物の飛び道具なら、ただではすまないだろう。そういう想定の訓練だった。

「覚悟しときなさいよ」キアが軽く手首をほぐしながら、嬉々として言った。不敵な笑顔だった。

　もう一人は、ルルア。二人とも、すでにユティスの前後に位置していた。

　――開始。

　同時に、キアが投擲した。少し早いくらいだったが、ユティスはそれを見越して回避行動をとる。すかさず二投目が来る。よほど直撃をくわせたいらしい。

　その間、ユティスは反対側のルルアのほうに、むしろ注意の重心を置いていた。ルルアは天現流、斬撃の命中率と的確性が信条の系統だった。獲物が飛び道具になっても、それは基本的には変わらない。
　キアの四投目をかわしたとき、ルルアのほうから腰のあたりを狙った一撃が飛んできた。体幹に近づくほど、すばやく動かすのは難しくなる。ユティスは砂袋を摸擬刀で防いだ。間違っても、叩き落そうとはしない。

「ちょっと、ルルア。さぼってるんじゃないわよ。もっとたくさん投げなさいよ」キアが不機嫌そうに言った。当たらないからだろう。

「数を打ったからって、当たらないと思うけど」ルルアは落ち着いて答えた。

　相手の動きを見る。相手の考えを読む。
　目線の方向、腕の振り、自分が動いたことでの相手への影響、それに対する相手の反応――

　時間が圧延機で引きのばされたように、ゆっくりと流れる。
　相手の動きが、細かなまではっきりと見えた。

　ユティスはキアが頭部を狙ったのをわずかな動きでかわして、ルルアのそれを一瞬先に後ろへ下がってやり過ごす。

　まわりの景色が、よく見えた。まるで停止しているみたいに。

　ユティスには、それは馴じみ深い感覚。

　時間切れ終了間際、ユティスはわざとタイミングをずらしてルルアの一撃をかわした。ちょうど、キアのほうから死角になるように。突然現れた砂袋に、キアは「ふぎゃ！」と変なこえをたてて打擲された。ルルアがそれを見て、苦笑いを浮かべる。
　円の真ん中で、ユティスは構えを解いた。かいた汗の量は、むしろキアやルルアのほうが多いくらいだった。ユティスの表情は、いつもどおり。

　結局、時間内でのユティスの被弾はゼロだった。

６
　罰ゲームの居残りに選ばれたのは、セリエスだった。他にも数名が、教官直々の特訓を受けることになった。

「セリエスは大雑把で度量は広いけど、変なところで強情なところがあるから」ルルアは笑った。そうかもしれない、とユティスも思う。

　寮に戻ってロビーのところで、ルルアは知りあいと話をはじめた。ユティスには用事がないので、そのまま自室へと戻る。

　部屋の中に入ると、机の上の白い封筒が目についた。

『ルスティア・エレ・エルセスト』

　宛て名にはそう書かれていた。差出人の名前はなかった。

　ユティスはベッドのところに座って、ぱらぱらと教科書をめくった。明日の予習のつもりだったが、あまり集中していない。

　封筒の宛て名にあった、「エレ」は男爵号を表す。帝国元老院の議員になれる資格を持つ爵位だった。手紙の届け先が間違っていなければ、つまりこの部屋の誰かが貴族ということになる。
　誰かが、何てまわりくどい言い方をする必要はない。自分がそうでないことははっきりしている。セリエスは農村の出身だと言っていた。それに、封筒の名前にはどことなく見覚えがあった。

　ルルアが戻ってきた。扉を開けて、ユティスと同じように手紙に気づく。姿勢よく机の前に座って、ルルアは白い封筒の宛て名を眺めた。
「その手紙、ルルアに来たの？」ユティスはベッドに腰かけたまま、声をかけた。

　位置的にいって、その封筒がユティスの目につかなかったはずはないし、そうすれば宛て名も確認しただろう。ルルアにも当然、そのことはわかっているはだった。

「うん、そうだよ」ルルアは簡潔に答える。

「貴族なの、ルルアは？」

　その質問に、すぐに答えは返ってこなかった。少しだけ、時間が流れた。誰かがもぞもぞと身支度するのを待つような時間。やがてルルアはユティスのほうを向いて、笑顔を浮かべた。いつもと同じような、いたずらっぽい表情だった。
「ばれたか」

「隠すようなことでもないと思うけど」ユティスは言ったが、あまり自分の言葉に自信があるわけでもなかった。

「かもしれない」ルルアは少しだけ顔をうつむかせた。「実際、この院にだって貴族の子供は何人もいるしね」

　教育の一環として、あるいは何らかの古い伝統に従って、貴族階級が自分の子供を剣師院に預ける、というのはよくあることだった。

「でも、僕の場合はちょっと違う」ルルアは珍しく、韜晦するような苦笑を浮かべた。

「どう違うの？」

「庶子だった、ということが」

　非嫡出子、つまり妾の子。

　ルルアはゆっくり、話しはじめた。

「僕の場合、父親が立派な人だったから、母親も僕も不自由な目にあうことはなかった。館の一室に住まわせてもらって、いろいろな教育も受けさせてもらった。実子が他に四人いたけど、それと同じようにね。でも、その人は少し前に死んでしまった」

　ルルアは何かを受けとめそこねたような、そんな笑顔を作った。

「父親は、僕にもいくつかの領地と、爵位を残してくれた。遺言状によって、その領地は僕が成人するまで、後見人である母親が管理することになった。もちろん、実際のところそれをするのは、執事の仕事なんだけどね。でもまあ、実子のほうとしてはそれが面白くないわけで、いろいろと面倒なこともある。だから僕としては早く大きくなって、母を安心させてやりたいわけだ」

　いつものような笑顔だし、口調は乾いたものだったが、ルルアの言葉の裏側にはどろどろしたものが感じられた。ルルアがどんなものを見てきたのかは、ユティスにはわからなかったけれど。

「その手紙は、誰から？」

「母からだよ」ルルアは指先で封筒をひっくり返すという動作を、何度かしてみせた。「この前、ブローチを送ったから、たぶんその返事だと思う」

　ユティスは何日か前に、町の市場でルルアがそれを買っていたことを思いだした。

「セリエスは彼女に送るんだろうって言ってたけど」

「きっとそれは、セリエスの妄想だね」ルルアはくすりと笑った。

　それから、ルルアは封蝋をはがして中の手紙を読みはじめた。ユティスも教科書のほうに戻る。授業の内容には相変わらず、あまりついていけていない。
　下のほうから騒ぎが聞こえてきたのは、しばらくしてからのことだった。

７

　ユティスとルルアが一階のロビーまで降りてみると、すでに大勢の人間が集まっていた。夕食前の時間だったが、そのために集まった、というわけでもなさそうだった。

　どの生徒も同じように騒ぎを聞きつけてやってきたようだったが、詳しいことは誰も知らないらしい。各自で勝手な憶測を話しあっていた。訓練中に誰かが怪我をしたとか、どこかの集団が学院を襲撃に来たとか。中には、悪魔が出たんじゃないかと言う者もいた。真偽のほどはわからない。

　二人が状況をうかがっていると、訓練服姿のセリエスが現れた。今まで居残り中だったらしい。少なくともこれで、大怪我を追ったのがセリエスでないことだけは確かだった。

「いったい何の騒ぎなんだ？」セリエスは二人を見つけて、声をかけた。

「さあ」ルルアは肩をすくめた。「誰かが女子寮に侵入を図った、とか」

「無謀なやつだな」

「自分ならうまくやれる、ということ？」

　ルルアがまぜかえしたところで、キアとミルテの二人も姿を見せた。キアは何か怒ったような不機嫌な顔で、ミルテはたった今誰かの訃報を聞いたような深刻な表情だった。もっとも、それは普段と比べて大きな違いはなかったけれど。

「女子寮のほうで何かあったのか？」セリエスがキアに向かって訊く。

　キアは一瞬そっぽを向こうとして、やはりそれをやめた、という仕草をした。どうしてそんなことをしたのかはわからない。たんに機嫌が悪いときの癖なのかもしれなかった。

「何があったかって？」キアは口吻をとがらせた。「あったわよ、もちろん」

「どうしたんだ？」セリエスは、今度はミルテに訊く。
「悪魔教です」ミルテはうなだれて言った。「女子の中に、信者の人がいたんです」

「何でわかったんだ？」

「外典よ、外典」キアは不愉快そうに言った。「たまたま、別の子がそれを見つけたの。それで騒ぎになったわけ。持ち主の三年生は今、トリアーノ教官から尋問を受けてるわ」

　トリバス教では、聖書のほかの書物をいくつか、外典として正式なものとはみなしていない。悪魔協に関する書物は、もちろん外典だった。それを持っていたということは、自分が信者だと公言したようなものだった。
「信じられないわよ、まったく」キアは憤懣やるかたないといった口調。

「どうかな、ただ本を持っていただけかもしれない」セリエスは冷静に指摘した。

「そんなわけないでしょ。教典として認められてもいないのに」

「だとしても、それはそいつの自由だろう。何を信じるにしても」

「ああそうですか、ずいぶん心が広くできていらっしゃるのね。きっと聖人と馬の頭蓋骨だって、セリエスには区別がつかないんでしょうね」

「馬鹿言え、それくらい俺にだってわかる」

「ほら、やっぱりわかってない」

　ルルアが横から、「しっ」と口を指にあてて、二人をたしなめた。「教官が来た。きっと何があったか話をするんだ」

　ロビーに集まった人間は誰もが、トリアーノの現れたことに気づいて、声をひそめた。ユティスは人垣の背中ごしに教官のほうをうかがう。トリアーノ・ウベル。何度か担当の訓練にあたったことがあった。役者みたいな二枚目の男。

　咳払いを一つしてから、トリアーノは話しはじめた。

「みんな、もう大体の事情は聞いていると思います。うちの生徒の中に、よくない信仰を持つ者がいました。一般に悪魔教と呼ばれるものです。学院としては非常に遺憾なことであり、また残念に思います。悪魔と敵する者を育てる場所としては、あまり喜ばしいこととは言えません。個人の信仰に関しては口を挟まないのがこの学院の主義ですが、場合によっては、そういうわけにもいかなくなります。みなさんもよく覚えておいてください」
「それで、その生徒はどうなるんですか？」近くにいた女子生徒が、おずおずと手を上げて発言した。

　トリアーノはじっとその生徒を見つめる。女子生徒は怯えたようだった。トリアーノは一転して微笑を浮かべる。
「彼女の処分については、おって沙汰することになります。いずれにせよ、みんなが心配する必要のないことですよ。明日の授業もありますので、全員、解散して各自の部屋で休むように」トリアーノはそう言って、ロビーの外へ姿を消した。

　集まった生徒たちは、糸がばらばらにほどけるように姿を消して行った。ユティスたちも、部屋に戻ろうとする。その前に、ルルアがつぶやくように言った。
「どうなるのかな、彼女？」

「放校処分に決まってるでしょ、そんなの」
　キアは至極当然だというふうに、鼻を鳴らした。

※

　その日の、深夜。

　夜番以外はもう誰も寝静まった時間に、一人の生徒が教官室のドアをノックした。扉には、「トリアーノ・ウベル」と書かれたプレートがかかっている。ノックをしたのは、問題の女子生徒だった。月明かりがその顔を照らしている。

　彼女はドアが開くと、影のように身をすべりこませた。音のしないように後ろ手で扉を閉めてから、不安げな様子で室内を見まわす。

　トリアーノは机の前に座っていた。生徒と違って、教官の部屋は個室になっている。大きめの机に、ベッドが一つ。窓際の机に、花の活けられた首の細い花瓶が置かれていた。壁面にはタペストリーらしいものがかけられている。それらを机の上のロウソクが照らしていた。趣味のよさそうな部屋だった。
「あの、先生……」女子生徒は雪の中の猫みたいに震えていた。

　トリアーノは無言。その表情はほとんどが影に沈んでうかがえない。ロウソクの一番近くだというのに、その場所がもっとも暗闇が濃いようだった。

「私、先生のことは一言も……だから、安心してください。ごめんなさい、こんなことになってしまうなんて、私――」

「ああ、もちろん、そのことはわかっていますよ」トリアーノは秀麗な面持ちに笑顔を浮かべ、彼女のほうを向いた。眼鏡の奥の目を、優しくゆるませて。「君はとてもいい子だ。だから私は心配なんて一つもしていませんでしたよ」

　女子生徒はぽっと頬を赤らめた。体の熱りをごまかすために、両手の指先をもぞもぞと動かす。

「先生、それでその、私はこれからどうすれば……」

「おいで」トリアーノは両手を大きく広げて笑った。「君にはご褒美を上げましょう」

「でも、私――」

「嫌なんですか？」

「…………」

　女子生徒はするすると服を脱いでしまうと、トリアーノの腕に身を任せた。頭の芯にしびれるような快感があった。ごつごつした大きな手が、体の大事な部分をまさぐっている。知らないうちに声がもれた。
「大丈夫、何も心配することはありません」トリアーノは悪魔じみた笑顔を浮かべて言った。「君にはまだ、役に立てることがありますからね――」

８

「本当にそいつはここに来るのか？」暗闇の中で声がした。
「ああ、間違いない」もう一つの声が答えた。
「いったい、どうやって呼び出した？」最初の声が訊ねる。
「教団から抜けたい人間がいる、内部情報を渡すから、代わりに帝国で保護してくれ、と持ちかけた」

「それに食いついたのか？」

「完全に信じているわけじゃないだろうが、疑う理由もない」

「何故、そいつは教団のことを調べている？」

「いつものことだ。我々はまともな人間にほど歓迎されていない」

「……そいつは、一人で？」

「ああ、そういう約束だ。少なくとも我々に確認できたのは、そいつ一人だ。できれば生け捕りにして、知っていることを洗いざらい吐かせたい」
「相手も同じことを考えているだろうな」

「我々は君を信頼しているよ」

　かすかに、もう一人の口元が動く気配がした。笑ったのだ。だが、相手がそれに気づいた様子はない。

「もうそろそろ、約束の時間だ。準備をしておいてくれ」

「そいつの名前は？」

「レテノ。帝国の女剣師だ」

　月の光が射して、あたりを照らした。教会の廃墟だった。歯の抜けた老人のように、屋根のほとんどは崩れかけている。壁は何とか原形をとどめていたが、内心は渋々、ただ惰性的に立ち続けているだけ、という感じだった。内陣も荒れはて、ほうぼうに草が生い茂っていた。

　バシリカ式の身廊部分には、二人の男が立っていた。黒いローブを身にまとい、フードを目深にかぶっているため、顔はよく見えない。

　片方がその場を離れ、一人だけが残された。フードのためにはっきりとうかがうことはできなかったが、顎の線や体つきの具合から、その人物がまだ少年といってもいい年齢だということはわかる。腰に刀を差していて、静かに精神を集中させていた。
　月の光は、しばらく隠れる様子はない。

　やがて崩れかけた教会の入り口に、人影が一つ現れた。他に気配はない。話のとおり、一人でやって来たようだった。

　それだけの自信があるのか、それともただの間抜けなのか――

　少年は人影のほうに近づいた。人影も、それに気づいて足を進める。

　同時に、人影の後ろで扉が閉められた。

　人影は振り返って、けれど慌てるようなことはない。予想した範疇の出来事だったらしい。退路はふさがれて、目の前にはフードの人物が一人だけ。帯刀していることも確認する。

「どういうことなのかな、これは？」彼女は落ち着いた声で、そう訊ねた。彼女というのは、もちろんレテノ・エンチェアのことだ。

「説明がいるのか？」少年は質問を返した。本来なら、しゃべるべきではなかった。万が一とはいえ、あとで声を頼りに正体が露見する可能性もある。けれどそれ以上に、少年は相手の心理状態を確認したかった。この状況下で、どれくらい落ち着いているのか。

「説明がいらないような状況、ということ？」レテノは動揺などしていなかった。彼女には自分の腕に、それだけの自信があった。

「そういうことだ」少年も、それを感じる。

「はめられた、ということだね？」

「迂闊だったんだ、あんたが」

「ということは」レテノは相手の力量を見極めようとしながら言う。フードに隠れて顔つきはわからなかったが、感じられる魔力はなかなかのものだった。「〝禁書〟もここにはない、ということ？」
「何だと？」はじめて、少年の声にかすかな動揺があった。

「何も知らないみたいだね、君は」

　それは半分、レテノのかまかけだった。

　たった一人でこうして対峙しているということは、相当の腕か、もしくはただの捨て駒という可能性が高い。あるいは、その両方。いずれにせよ、たいした情報は与えられていないだろう、という予測が立つ。

　案の定、少年は一瞬言葉をつまらせた。「お前には関係のないことだ」という科白は、遅すぎたし気もきいていない。場馴れしているようだったが、そこはやはり子供だった。

「知らないなら、このまま私を見逃したほうがいい。どういう事情か知らないけど、教団と関わりあいになるのはこれ以上やめにして」

「――――」
　その言葉に、少年は無言で刀を抜いた。これ以上のやりとりは不要、ということ。

　レテノも黙って、抜刀する。二ディル三シティング（約六十九センチ）の魔法刀、〝雪踏〟。魔鉄と呼ばれる特殊金属で造成された刀は、術者の魔力を増幅して、刀身に伝える。刀銘の入った魔法刀は、数打ちとは違った業物だった。
　少年の持つそれも、おそらくは魔法刀。刀身がぼんやりと霧のような光を帯びているので、それとわかる。

　互いに、間合いは数レーネというところ。空間はまだすかすかで、遠間という段階ですらない。殺気を放っても減衰して相手までは届かない。
　一瞬、月の光が雲に遮られた。

　それを知っていたかのように、レテノが間合いをつめる。右の下段に構えていたのは、相手の距離感を鈍らせるため。少年の反応がわずかに遅れた。初撃はしかし、左腕をかすめた程度。二撃目は大きく外れる。レテノは深追いをしなかった。
「正統な天流の動きじゃないな」布地が裂けて血のにじんだ左腕を見ながら、少年は言った。「純粋な対悪魔戦闘用とはいえない」

　少年の言葉は、正しかった。レテノが修めているのは「裏の天流」。正式な天流とは違い、それは対人用の暗闘用剣術だった。裏の天流では、間合いの取りかたや呼吸、拍子、体さばきが通常とは異なる。魔力の流れを制御する術型さえ違う。
　普通の剣師なら、こんな相手と対峙するのは嫌がる。道場での訓練が役に立たないからだ。けれど、少年は違った。躊躇することもない。

　少年は一歩、踏み込んだ。相手の仕掛けを誘い、なおかつ自分から斬りかかることのできる、独特のタイミングだった。そういう戦闘法に慣れている。レテノは刀の峰で防いだ。〝斬〟の第二型くらいはありそうな威力。

　斬撃の応酬が続いた。教会には柱列も残っている。障害物を避けながらの攻防。互いの位置が、目まぐるしく交錯する。

　決定的な一撃は、どちらにもなかった。

　ただ、実力差は明確。レテノのほうが、一枚上だった。このまま続けても、勝負は見えている。少年にも、それがわかった。だから間合いが離れた一瞬、くるりと背を向けて後ろへ下がった。つまり、逃げた。迷いのない足どりだった。レテノは、追う。

　すると、空気が光った。レテノは避けながら、刀でそれを払う。乾いた音を立てて弓矢が地面に落ちた。二射目、空気の裂ける音。角度からいって、側廊の上から狙っているのだろう。レテノは物陰に姿を消す。気配を消す〝暗〟の型も使った。

　追撃はそれ以上来なかった。最初から、その予定だったのだろう。相手を倒せない場合は、逃走。足止めのための補助として弓矢での援護。ずいぶん組織立った動きだった。

　もうあたりに人の気配ない。術型を使って調べてみるまでもなかった。月の光でいっぱいに満たされた教会は、波一つない海のように静かだった。

　レテノは刀を納め、つぶやいた。「これで一歩、前進というわけだ」

９
　剣師院の訓練の中に、指導訓練というのがある。上級の生徒が、下級の生徒に教練するものだった。教えるのは、教えられるのよりも難しい。だから自分の理解のほどや、修練度を自覚できる。
　二年生にもこの指導訓練はあって、その場合、下級にあたるのは一年生だけだった。一年生は寮の大部屋に寝起きし、入門組とも呼ばれる。
　ユティスは訓練前に、「覚悟しておけよ」とセリエスに脅された。

「何を？」ユティスはぼんやり訊き返す。

「入門組なんて、くそ生意気なだけのひよっこだからな。丁寧に教えてやっても、なめれられるだけだ」

　セリエスの口調には個人的な恨みのようなものがあった。きっと、そういう経験があるのだろう。隣でルルアが茶化した。「と言いつつ、厳しくなれないのがセリエスのいいところなんだけどね」

　指導は修練場を使い、一対一で行われる。教官が口を出すことはなく、あとのことは生徒同士の話しあいによって決められた。大抵は、基本型の訓練になることが多い。無難だからだ。

　その場の状況を見て、教官がさっと組を作っていく。ユティスの前にも、一人やって来た。どこかで見たような顔だな、と思った。けれどユティスが何か言う前に、相手のほうが口を開いている。

「ユティスさん？」短い髪に、澄んだ瞳。ハユナだった。確か、ハユナ・クリシア。

「ずいぶん偶然だね」驚いたしるしに、ユティスは表情を変えないまま人間らしいことを言った。
「はい……二年生だったんですね。あの時は、本当にすみません。体は、もう大丈夫ですか？」ハユナは何故だか、嬉しそうな顔をしている。

「できるだけ倒れないようにしてる」

「けど今でも、どちらかというと女の子に見えちゃうんですけどね」言って、ハユナは明るく笑った。

　二人は話しあって、訓練内容は基本型を行うことにした。無難な選択である。

　天流での基本型とは、〝斬〟〝颯〟〝的〟〝活〟〝心〟の五つ。それぞれが五系統に対応する。天業、天理、天現、天法、天想。基本型はまた、第一型と呼ばれ、究極型とされる第四型まで、四つの段階が存在する。
　剣師院での卒業目標は、基本型の完全な習得と、自分の系統の第二型までをこなせるようになること。それで、下級剣師としての資格を認められる。
　ユティスはレテノから仕込まれて、それぞれの第二型までをなんとかこなすことができた。剣師としては、中級なみの力というところ。剣師院の学生としては、突出した実力だった。
　だからレテノは、できるだけ技量を見せないよう、ユティスに注意している。それがうまくいくとは、レテノ自身もあまり信じてはいなかったけれど。

「とりあえず、〝斬〟の型を」ユティスは指示した。

　天業流の基本型はもっとも基礎的なもので、他の系統の型をマスターしておかないと、〝斬〟の術型を行うことは難しい。攻撃の基礎であり、これを見れば術者の大体の実力がわかった。

「――はい」ハユナはうなずいて、摸擬刀を構える。

　ただ刀を振るだけでは、天流の型としては機能しない。型を発現させるためには、体の動きに魔力を乗せる必要があった。魔力とは、体内を流れる〝血〟のこと。そこから力を引き出し、術者は様々な効果を得る。
　ハユナの〝斬〟は、繰り返し鍛錬されたことがわかるものだった。刃筋、手の内、足さばき、気息、それに魔力のあわせかた――どれも及第点、というところ。いくつか簡単な手直しをしてやって、ユティスは自分でも実演してみせた。気がつくと、訓練時間はもう終わりかけている。

「やっぱり、ユティスさんは似ていますね」終了間際、ハユナはそう言った。

「誰に？」ユティスは訊く。
「兄です、私の」もちろんそれは、ロキノスのことだろう。

「どんなところが？」

　一瞬だけ、間があった。それからハユナは口を開く。風が吹くみたいに。

「――魂が、です」

　意外なほど真剣な口調で、ハユナは言った。それが何を意味するのかを知っているのは、今はまだハユナ一人だけだった。

お化けと森で踊る
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　荷物は多くなかった。手拭い、食器類、スプーンとフォーク、水筒、包帯に針と糸、そんなところ。あとは、昼食用として支給されたパンとチーズ、干し肉。それらを背嚢につめてしまうと、準備は完了だった。

　着ていくのはいつもと同じ制服だったが、その上に革鎧とマントを着用する。剣師の戦闘では鈍重な鎧は役に立たなかった。必要な動作が著しく制限されてしまう。
　それから、今回は実刀の携行を指示されている。これは、目的を考えれば当然のことだった。

　ただし、院生のほとんどは自前の刀を持っていない。完全オーダーメイドの魔法刀はかなり高価な代物だからだ。学院での訓練時に使用されるのは、数打ちと呼ばれる大量生産された粗悪品。今回、携行されるのも、大体は院の備品であるこの粗刀になる。例外は、すでに自分の魔法刀を所持している人間。

　ユティスの場合も、これにあたった。
　元は、父親が使っていたものだった。だいぶ前に死んでしまったので、父親自身のことをユティスはあまり覚えていない。刀を持っていたということは、剣師だったのだろう。どうして死んだのかもわからなかった。
　ベッドの下にある引き出しから、刀箱を取り出す。中身を外に出して、一通り点検した。懐かしい感覚だった。ここに来てから、たまに手入れをするほかは刀に触れることもなかった。

　刀銘は〝星燕〟。二ディル二シティング三フィス（約六十七センチ）の、やや小振りな刀型。反りは浅く、直刃、名前のとおり燕が蒼穹に線を描くような風韻があった。
「それ、ユティスの？」ルルアが興味を示す。

「うん」うなずいてから、ユティスは言った。「父親のだったけど」

「俺たちの班で本物の魔法刀を持ってるのは、お前だけだな」セリエスが背嚢の紐を直しながら言った。

「ルルアは？」ユティスはルルアのほうを見た。

　貴族の子弟ではなく、ルルアは男爵号を持つ本物の貴族だった。魔法刀の一本や二本、持っていてもおかしくない。

「そんな身分じゃないからね、僕は」ルルアは肩をすくめて苦笑した。名と実は必ずしもともなうわけではない、ということだろう。

「二人とも、準備はできたか？」顔を上げて、セリエスは言った。
　全員、すでに革鎧を身につけて、マントを羽織っている。腰から剣帯に差した刀がのぞいていた。朝食はすでにすませている。

「いつでも、いけるよ」ルルアが澄ました顔で答えた。

　けれど――

　それから、ルルアは少しだけ真剣な目をした。
「でも気が重いな、ちょっと」
　その言葉を聞いて、ユティスは昨日行われたミーティングのことを思い出した。

　講義室を使ったその作戦会議は、学院師長であるヴォーノ・ロルサニアが壇上に立った。集められたのは、一年の生徒全員。教壇の横には他に、四人の教官が並んていた。

　ヴォーノは士爵(ユテ)号を持つ、貴族剣師だった。学院長よりも爵位は下だが、実質的な剣師院のトップは、この人物になる。上二級の資格を持つ上級剣師で、六十をいくつか越えたくらいの年齢。悪魔戦役当時の実戦経験もあり、古豪といった風格があった。左眉のところに白い傷跡が残っている。ユティスがはじめてこの院にやって来たときに、院長室にいた人物でもあった。

　燠き火を宿したような目で講堂を睥睨しながら、ヴォーノは口を開いた。風貌とはうらはらに、意外にも柔らかな、春先の若葉を思わせるような声だった。
「これから諸君に、今年の剣師院遠征について説明を行いたいと思う」ヴォーノは淡々と、時候の挨拶でもするように話を進めた。

　剣師院では毎年三回、学外への遠征を行う。目的は、悪魔の討伐。院生に、演習ではなく実戦を経験させるためだった。二年以上の各学年が、時期を分けて一度ずつ遠征に参加する。二年は、本物の悪魔退治に向かうのは初めてだった。
「場所は去年と同じくシャトレンの森付近」

　ユティスがあとで教えられたところによると、シャトレンの森はロゼの北東、二十五ミル（約四十キロ）ほどのところに位置している、という。クラニア山脈の裾野から広がる大森林で、そこから東方諸州(シエル・テナン)の境界近くまである。

　ヴォーノの話は行軍計画や、遠征中の装備品、集団編成のことについてなど進められていって、いくつかの注意点にも触れられた。今年は悪魔の出現数が例年よりも多く、特に留意あるべし、というようなこと。そう言われても、普段のことを知らないユティスにはどうしようもない。
　ただ、悪魔のことを聞かされると、心臓がとくんと疼いたのは事実。

　胸のところを押さえて、ユティスは一人で不思議そうな顔をした。いったい何が、自分の心臓を叩いたのだろう。悪魔に対して抱く、濁った水みたいに不透明なこの感情は、いったい何なのだろう――

　この悪魔遠征では、いつも決まって何人かの犠牲者が出る、とヴォーノは言った。

　講義室の中では、最後まで無駄口一つ聞こえてこなかった。

２

　六月ともなると日中は夏の陽射しで、コップから透明な液体を注がれたみたいに熱の圧力を感じた。遠くまで広がる草原は、どこまでも鮮やかな青緑に染まっている。まるで、誰かが丁寧に絵の具で塗ったみたいに。

　隊伍を組む生徒のほとんどは、すでにマントを外し、制服の上着も脱いでいた。汗がじわじわとにじむ。草に水でも注ぐみたいに、生徒たちは歩きながら、あちこちで水筒の水を飲んでいた。重さのない風が、目的のある振りをして北のほうへ流れていった。
　ユティスはちょうど、馬車隊の横を歩いていた。班のほかの四人も同行。名目上は荷駄の警護のため、ということになっていたが、実際は疲れて歩けなくなったときに、荷台に乗せてもらうためだった。そういうつもりで、セリエスが教官の一人に頼んだ。

　幸い、今のところ体調に問題はなかった。移動は大体、一時間毎に十分の休憩を入れて行われる。小休止のたびに、セリエスは「大丈夫か？」と声をかけてきた。本当に面倒見のいい人間だな、とユティスは感心した。いつものとおり、無表情ではあったけれど。

　やがて昼の時間になると、食事のために全体の足が止まった。近くには小さな農村があって、小川が流れていた。生徒たちはそれぞれ川のほとりや木陰のそばで荷を降ろした。ユティスたちも、流れのそばにある柳の下に腰を落ち着ける。
　食事のあと、じゃんけんに負けたキアが、ミルテを連れて水汲みに向かい、セリエスは知りあいのところへ遊びに出かけた。その場に残ったのは、ユティスとルルアの二人。

　ユティスは柳に背中をあずけ、ぼんやり水の流れを見つめていた。ルルアは寝転がったまま、あくびをする。

　時間は、ぺしゃんこになって寝転んだ猫みたいに長閑だった。
　声をかけられたのは、そんな時のこと。
「ちょっと、いいかな？」

　音の一つ一つがくっきりした、張りのある声だった。ユティスは人形が動いたとしか思えない動作で、そちらのほうを見る。
　声の主は、女性だった。草原の真ん中に一本だけ樹が立っているとしたら、こんなふうかもしれない。姿勢がよく、堂々として、育ちのよさを連想させる。切れ長の、一重の目が涼やかな印象だった。

「君が、ユティス・シスハ君か」再び、舞台上で男役を演じる女優のような声。
「うん」ユティスは少しだけ迷ってから、座ったままの姿勢でいることにした。「そうだけど」

「私はアデリーネ・ノイエス、よろしく」上機嫌の太陽みたいににっこり微笑んで、アデリーネは握手を求めた。

　少なくともその動作が何を要求しているのかははっきりしていたので、ユティスは手をのばして彼女の手を握った。

「ミルテなら水汲みに行ったよ、アデル」寝転がったまま、ルルアがおかしそうに言う。

　その口調からして、ルルアやミルテの知りあいのようだった。
「そのようだな。でも今日は、ユティス君に会いに来たんだ」

「もしかして、僕は邪魔かな？」ルルアは言った。

「邪魔でない君など想像できないよ、ルルア――」

　ユティスは座ったまま、ぼんやりと二人のやりとりを眺めている。

「それで、今日は君にお礼を言いに来たんだ、ユティス君」アデリーネはユティスのほうに向き直ると言った。

「くん、はいらないよ。でも、お礼って何のこと？」ユティスは首を傾げる。

「きっと、ドミオン金貨でも拾ったんじゃないかな」

「ミルテのことだよ」アデリーネはルルアのことを鮮やかに無視して言った。「この前、ろくでもない連中から助けてもらったようだから」

　言われて、ユティスは思い出す。いつぞや、校舎で迷って偶然ミルテに出会ったときのことだ。助けたつもりは今でもなかったけれど。

「あの子は、私と違って大人しい性格だからな」

「知りあい？」さっきから気になっていたので、ユティスは訊ねる。

「ああ」アデリーネはうなずいた。「同じ修道院付属の孤児院にいた」
　その言葉を口にしたとき、アデリーネには何の躊躇もなかった。表面がきれいに磨かれて、なんのひっかかりもない。確かに、ミルテとはまったく違う性格のようだった。

「二人は仲良しなんだ、ユティス」ルルアが茶化すように言う。

「否定はしないよ」アデリーネは上品に答えた。

　目の前の彼女と想像上のミルテを並べてみると、ユティスは何だかおかしかった。二人に共通点はなかったし、ほとんど似てもいない。唯一、同じ孤児院の出身というだけ。運命は時々、奇妙な気まぐれを起こす。

　そう思ってから――

　自分もそれは同じか、とユティスは思った。

「今日はお礼のついでに、もう一つお願いに来たんだ」アデリーネは言う。

「お願いって？」ユティスは訊いた。

「あの子のことを、守ってやって欲しい」

　もちろんそれは、ミルテのことだろう。

「悪魔遠征は院のプログラムの中で一番危険なものだ。死者が出たことだってある。戦場では、あの子みたいなのが真っ先に狙われるんだ。弱い人間ほど、不幸な目にあう」

「どうして、ぼくに？」純粋な疑問だった。

「君が一番強いから」

　ユティスは何か言い返そうとしたが、アデリーネの目を見てやめた。何を言っても信じそうにないし、嘘をついてもごまかせそうにない。

「努力はしてみるけど」ユティスは言った。

「ありがたい」アデリーネは頭を下げた。芝居がかってはいるが、それが不思議なほど自然な少女だった。

「――でも、その必要はないんじゃないかな」ユティスは首を傾げるように言う。

「どうして、そう思うんだい？」

「ミルテは強さの素質を持ってるよ」

　その言葉に、アデリーネは何も言わなかった。ただ、少し微笑んで、ユティスのことを見ただけ。まるで珍しい形の雲でも眺めるみたいに。

「それじゃあ、私はそろそろ自分の班に戻るとするよ。ミルテにはよろしく言っておいてくれ」
　手を振って、アデリーネは行ってしまう。空気の中に、しばらくその存在が残っているようだったが、それもやがて消えてしまう。

「アデルは十一班の班長やってるんだ」ルルアが言った。

　そうだろうな、とユティスも思う。何にでも率先して取りかかるタイプのようだったから。

　しばらくすると、ミルテとキアが戻ってきて、昼の休憩時間が終わる頃になってセリエスも姿をみせた。再度、全体行動になって隊列を組む。日が沈むのを待たずに、途中にある修道院で宿泊することになった。少なくとも今夜は、きちんとした屋根の下で眠れるわけだった。
　夕食は修道院で用意された。近くに養魚池でもあるのか、上等の魚料理が出される。院内で栽培しているらしいハーブや香辛料を使ったもので、なかなか美味だった。

　その日は巡礼用の大部屋を使って就寝。ベッドが足りないので、遠征隊で持ってきた寝具を使った。男女は別で、人数の少ない女子は個室や談話室といった場所に分散して休みをとった。
　修道僧の祈りがはじまる夜明け頃には、全員が起きだして朝の支度をした。ユティスが中庭で濡れ布巾を使って体を拭いていると、若い修道士に「あなたも剣師なのですか？」と声をかけられた。正確には、まだ級位を持っていないのでそうではないのだが、面倒なのでうなずいておいた。

「命を懸けての御勤め、ご苦労様です」十字を切って、簡易な祝福を授けられる。

　どうやら激励されているらしい、と覚って、ユティスは笑顔を浮かべた。その祝福がどれくらい役に立つのかは疑問だったけれど。

　出発前、修道院の好意で隊のためにミサが捧げられた。ユティスは聞こえてくる讃美歌を口の中でハミングしながら、内陣に描かれた天使のフレスコ画を見つめていた。どの天使も穏やかに微笑んでいた。きっと何か善いことでもあったのだろう。長椅子に座る他の生徒たちが何を思っていたのかはわからない。

　修道院を出て、野営予定地についたのは、その日の昼前のことだった。悪魔の潜む森までは、すでに目と鼻の先程度の距離しかなかった。

３

　テントの設営、防護柵の造築、物資の整理や、炊事、生活、塵芥用の穴掘り。そんなことが終了してから、遅い昼食をとった。野営地では、三つの班を合わせて一つの組を作る。昼食後に、組長を集めてのミーティングが開かれ、その間ユティスたちはテントの中で休憩していた。
　ウォール型のテントの中には、組分けされた班の男子だけで八名。女子のテントは別に用意されている。ユティスは丸めたマットを枕にして休んでいた。地面に杭を打ち込むのは、なかなかの重労働だった。
　ユティスのように休憩している人間のほかは、車座になって雑談をしていた。簡単な自己紹介や、野営地での生活、これからのことなんかを。いくつかの笑い話にどっと座がわくのを、ユティスは横になったままぼんやり聞いていた。

　ミーティングが終わって組長が戻ってくると、女子も呼んで会議になった。テントの中に十五人もいると、さすがに狭苦しい。組長を中心に扇形の広がりを作り、ミーティングでの報告を聞いた。
　野営地第三組の組長はイザナ・ヴォルカだった。南方出身らしく、陽に焼けた浅黒い肌。帝国共通語にもわずかな訛りがあった。鷹揚な人柄だが、頭の回転は速そうだった。

　ミーティングでの話をまとめると、大体次のようになる。
　まず、野営期間は予定通り一週間ほど。森での探索は、明日の早朝から行う。教官たちが物見をしたところ、森には悪鬼型の下位悪魔が確認できたということだった。そのうち一匹は、教官の手によってすでに屠られている。その他には、探索地の割り当てや、夜警の当番、負傷した際の手順などについて話があった。

　終わってから、いくつか質問が出る。

「確認できた悪魔は、一種類だけ？」

　――今のところは。

「森にはどのくらいの悪魔がいるんだ？」

　――近くの村人や村つきの剣師によると、いつもの年の倍以上という話だが、正確には不明。

「悪魔に遭遇したときの対処は？」

　――笛を使って発見を周囲に知らせ、基本的には班員で協力してあたること。訓練をよく思い出して欲しい。

「…………」

　しばらくの沈黙のあと、セリエスが手を挙げた。
「悪魔に殺された場合、どうなるんだ？」

　その質問に、テントの中はひやりとした。水中から手が現れ、足首をつかまれた感じ。けれどそれも、一瞬だった。
「その場合は戦死とみなされ、帝国のほうで葬儀を執り行ってくれる」イザナは何でもないことのように言った。「給付金なんかも規定に従って処理されるはずだ。もしくは、事前の希望に従って」
　再び、沈黙が訪れる。秤で量ると、前よりほんの少しだけ重そうだった。

　それ以上は質問がなかったため、解散。夕食までは自由行動になった。付近を散歩する者や、訓練のことを思い出そうと刀を振るう者、森の近くにまで様子見に出かける者――

　ユティスとセリエス、ルルアも、森のすぐそばまで行ってみることにした。

　日が暮れるまでにはまだ時間があって、あたりは昼の明るさだった。それでも、鬱蒼とした森林帯の近くにまで来ると、空気はひやりとしてよそよそしく、湿っぽかった。太陽の光は樹木がかたっぱしから吸収してしまうのか、変に力がなく、密度が薄い。木々の間にある闇はあっという間に濃くなって、その向こうには悪魔が棲んでいるはずだった。

　森の外縁にそって歩いていると、ルルアが良いいたずらとばかりに森の中へと入っていった。セリエスは苦笑して一声かけただけ。ユティスはいつものとおり、表情のないまま何も言わない。
　二人で並んで歩きながら、ユティスは珍しく質問した。
「さっき、どうしてあんなことを聞いたの？」

　セリエスは言葉の形を確かめるようにユティスのほうを見た。けれど、ユティスの表情はいつもと同じだった。セリエスは軽くため息をつく。
「あんなってのは、悪魔に殺されたらっていうやつのことか？」

「うん」

「そりゃあな」言いながら、セリエスは地面の枯れ枝を拾って、ぽきりと二つに折った。その気力もないのか、枯れ枝は何の文句も言わなかった。「自分の死んだあとのことを、知っておきたかったからだよ」
「死んだらそれまでだよ。あとのことなんて、自分には関係がない」

「まあ、そうだな」セリエスは逆らわなかった。ユティスらしい答えだと思ったから。「けど、それは今の俺には関係がある」

「わからない」ユティスは首を振った。

「つまり、自分が死んだあとのことを知っておくことで、今の俺の気持ちとか、心構えみたいなものが変わってくるってこと」
「変わらないよ、別に」

　ユティスが言うと、セリエスは何故か笑って、ユティスの頭をぐしゃぐしゃとかきまわした。

「それは、お前が不幸だからだよ」

　就寝時間になると、夜警の時間がはじまる。その日、セリエスの班は夜番にあたっていた。一人一時間おきの間隔で野営地の歩哨に立つ。ミルテからはじまって、キア、ユティス、ルルア、セリエスの順番。

　ちょうど真ん中の、夜が一番濃くなる時間に、キアがロウソクをもってユティスを起こしに来た。テントの濃い闇の中で、ロウソクの明かりに照らされたキアの顔が浮かぶ。寝起きのいいほうなので、ユティスの頭はすっきりしていた。むしろ、今まで見張りに立っていたはずのキアのほうが、ずっと眠そうな顔をしている。本当に目を開けているのかな、とユティスは思った。

「交代の時間よ」キアはまったく不機嫌そうな口調で言った。ロウソクを置いて、キアはあくびをしながら帰っていった。
　毛布をどけて、ユティスは上着とマントを身につけた。テントの外は相当冷えるはずだった。ロウソクたてに乗せられた明かりを手にして、深い水たまりから上がるみたいにして、そっとテントの外に出た。

　あたりは真っ暗だった。明かりらしいものはどこにもない。雲に覆われて、月も星も見えなかった。たぶん、近いうちに雨が降るのだろう。ロウソクの光は、まるで誰かに押さえつけられているみたいに弱々しかった。
　北門のほうに向かうと、野営地の出入り口近くに明かりが見えた。焚き火が燃えている。そのすぐそばに誰かいた。

「――やあ、こんばんは」

「こんばんは」答えてから、ユティスはそれが聞き覚えのある声だと気づく。

　焚き火のそばに座っているのは、思ったとおりアデリーネだった。彼女の赤味を帯びた髪が、炎の一部みたいに見えた。すでにユティスが来るのを知っていたのか、アデリーネは揺れる陰影の中で微笑んだ。少なくとも、そんなふうに見えた。

「アデリーネだったんだ、夜番」ユティスはロウソクを消して、焚き火の反対側あたりに座りながら言った。地面はすっかり夜に冷やされていた。
「迷惑だったかな？」からかうような、アデリーネの声。

「知っている人のほうが、気は楽だよ」ユティスはにこりともせずに言った。

　あたりはとても静かで、何の物音もしない。虫の声さえ聞こえなかった。それは悪魔が関係しているのかもしれないし、元からそうなのかもしれない。焚き火のはぜる音が、時々思い出したように響いた。暗闇の向こうに何かがいるような想像が働くのは、気のせいだろう。もちろん、森の中から悪魔が飛び出してくる可能性はあったけれど――

　何か聞かれたような気がして、ユティスは訊き返した。

「なに？」
「シャトレン、の意味を知っているかな？」アデリーネは気にしたふうもなくくり返した。

「ううん」ユティスは首を振る。「知らない」
「地元のお化けのことらしいよ」

「お化け？」

「うん」言いながら、アデリーネは枯れ枝を一本火にくべた。「幽霊、というのかな。時々、この森に入ったまま、自分が死んだことに気づかない人間がいるそうなんだ」

「それは、森の中で死んで？」

「だろうね。それで、シャトレンになった人間は自分の死を知らないまま家に帰ろうとする。でも、森の中から外には出られないんだ。そいつは訳もわからず嘆き悲しんだまま、森の中を彷徨い続ける、永遠に」

「素敵とはいえない話だね」

「しかし、私たちだって同じようなものかもしれない」アデリーネは特にどうという感情のない声で言った。「この世界からは出られない」

「出たら、何かがある？」

「わからない。もう少しましな世界かもしれないな」

「そんなの確かめようがないよ」

「うん、そうだな。どうしたって、ここで生きていくしかない」それから、アデリーネは言った。「君には、夢があるかな？」

　急に話題が変わったので、ユティスはすぐにはついていけなかった。

「時々は、見るけど」

　アデリーネは首を振って笑った。
「眠っているときのことじゃなく、将来の夢、というやつだよ」

「人生設計？」

「まあ、そのようなものだな」

「明日のことだって、ぼくにはよくわからないけど」ユティスが言うと、アデリーネはまた笑った。何だか機嫌がよさそうだった。夜と焚き火と、それから何かよくわからない力のせいだろう。

「私にはあるんだよ。その、将来の夢、というやつが」

　どんな、とは口にして訊かずに、ユティスは首を傾げた。

　アデリーネはほとんど独り言みたいに、むしろ焚き火に向かって話しかけるみたいにして口を開いた。

「君は笑うかもしれないけど、私の夢はね、ユティス、子供を生むことなんだよ。男の子が一人に、女の子が二人、そんなところかな。それでね、何だかんだぶつくさ言ったり、喧嘩したりしながら、みんなで仲良く暮らすんだ。それが私の夢なんだ――どうしてだかわかるかい？」
　ユティスは首を振った。

「それはね、たぶん私がやり直したいからだと思うんだ」

「やり直す？」

「うん」アデリーネは相変わらず、揺れる炎に焦点をあてながらうなずいた。「私の親はね、ユティス、没落貴族というやつだったんだ。領地経営に失敗して、借金を作って地所も館も何もかも失った。爵位さえもね。そのくせ妙なプライドだけは失わず、現実を受け入れようとしなかった。私はそれを見ながら、本当にうんざりしたんだ。子供にだってわかることを、この人たちは理解しようとしない。そして、自分は絶対こうはなるまい、将来はごく平凡で普通の、幸せな家族を持ちたい、そう思ったんだ」

「……どうして、孤児院に？」

「両親に怪しげなところに売られそうになってね。そこから逃げてきたんだ」アデリーネはそう言って笑った。あまり、嘘を言っているようには見えなかった。

　それから二人ともほとんどしゃべらなかった。アデリーネがいくつかユティスのことについて質問したが、ユティスはどれも曖昧にしか答えなかった。そうするように、レテノから言われていたから。
　アデリーネは別に気にした様子もなく、ただそれをユティスらしい受け答えとして解釈した。ユティスとしても、せっかくの彼女の気持ちを壊したくなかったので、少しほっとした。

　やがて交代時間になって、アデリーネは地面から立ち上がった。服の汚れを払いながら、彼女は言う。「じゃあお休み、ユティス」

「うん、お休み――」

　火のついたロウソクを持ってテントに行こうとした彼女は、ふと振り向いて言った。
「私はね、ミルテに怒られてしまったよ」

「どうして？」ユティスは、暗闇の中で半分幻になったみたいな彼女に訊いた。

「私がお礼なんてしに来たことで、憤慨したらしい。しばらく口をきいてくれそうにもないんだ。できれば、君のほうで謝っておいてくれないかな？」

「できそうだったら、やってみるよ」

　その答えに、アデリーネは満足そうに笑ったようだった。軽く手を振って、今度こそ本当に行ってしまう。

　ユティスは彼女の持つロウソクの小さな光が消えてしまうまで、じっとその行方を暗闇に追った。そうしてそれが見えなくなると、次の見張り番が来るまでの時間を、口の中で小さく歌をハミングしながら待つことにした。

４

　いつもの夢を見たので、その日は雨だということがわかった。

　遠征、三日目の朝のことだ。

　テントの中でもすでに雨音に気づいていたが、着替えをすませて外に出てみると、鉛色の雲から、誰かの不機嫌な独り言みたいに雨が降っていた。空気が冷たくて、吐く息が白く濁るくらいだった。

　簡単な食事をすますと、さっそく森の探索へと向かう。雨のせいか、生徒たちの足どりは一様に重かった。これまでのところ、悪魔との遭遇戦は発生していない。つまり、今までに退治された悪魔の数は、一体だけ。それも初日に、教官の手によって倒されたものだけ、ということ。

　隊列を組んで森のそばまで来ると、そこからは班毎に散開しての行動になる。広大な森をいくつかの区画に分け、人海戦術によって悪魔を見つけ出す。発見した場合、できれば教官の到着を待ち、さもなければ班の五人全員で戦闘にあたる。

「それでは、各自探索を開始せよ！」

　遠征隊の指揮官である、ベルデア・ローチェス教官の声が響いた。

　同時に、生徒たちの影がもの憂げに散っていく。まるで巨大な生き物に飲み込まれるように、その姿は森の中へと消えていった。

　ユティスたちも決められたポイントまで移動すると、森の中へと足を入れる。

　セリエスを先頭に、その後ろに四人が二列縦隊を作るという格好。五人とも、マントを羽織っていた。森の中に入ったことで雨足は弱まっていたが、寒さは逆にひどくなったようだった。五人とも、いつでも刀を抜けるように精神を緊張させていた。
　昨日の探索範囲を通過しても、これといった収穫はなかった。どこにも悪魔のいる気配はない。五人は樹木の間で丸くなって集まった。

「さて、どうする――？」セリエスが意見をうながした。

「このままもっと奥に行くしかないんじゃないかな」ルルアが言う。

「しかし今のところ、悪魔のあの字も見えやしないな」

「範囲を広げたらどうなの？」キアが腰に手をあてて言う。「五人で別々の方向を調べれば、効率がよくなるわ」

「戦力の分散は望むところじゃないな」セリエスは難しい顔をした。

「じゃあ、このまま何の成果もなく院に帰れっていうの？」キアは声をとがらせた。

「そこまでは言ってない」セリエスは言ってから、三人のほうを見た。「みんなの意見は？」

「ぼくは、どうでもいい。広く探したほうが、見つける確率は高くなると思うけど」ユティスはぼんやり言った。

「私は少し不安だけど……みんなが、それでいいなら」ミルテが遠慮がちに言う。
「ルルアはどうだ？」

「ん、まあ問題ないんじゃないかな。危なくないくらいの範囲で広がってれば」

　セリエスは思考を吟味する短い時間を置いてから、みんなに向かって顔を上げた。

「全員、笛は持ってるな？」笛というのは、悪魔発見時か、緊急時に鳴らすよう生徒全員に渡されたものだった。「音の聞こえる範囲で、散開しよう。大体、百レーネ（約九十メートル）ってところか。そこまで行ったら、いったんここに戻ってくる。森の奥に進んで、同じことをくり返す」

　四人はうなずいた。

「じゃあ、間違っても先に悪魔に見つけられないように、気をつけてな」

　その言葉を最後に、五人刃それぞれ別の方向へと歩きだした。

　乱立する樹木の間に隠れて、互いの姿はすぐに確認できなくなる。自分の足音しか聞こえず、急に森が小さく縮んでしまったようだった。時折、木々の切れ目に灰色の空が見えた。空は恐ろしく限定された大きさしか持たなかった。

　気配に鋭くなる〝感〟の術型を使いながら、慎重に足を進める。左手が自然と鞘をつかんでいたのは、歩きやすくするというよりは、刀の所在が心配だったからかもしれない。雨の日は湿気のせいで刀が抜きにくくなる、と聞いたことがある。あれは本当のことだろうか――
　そんなことを考えながら、キアは不意に足をとめた。

　目の前、ほんの四、五レーネもないところに、それはいた。
　相手の巨大さを考えれば、もっと早く気づかないのが不思議なくらいだった。体高は三レーネ（約二・七メートル）もあるだろうか。それと同じくらいの、横幅。下位悪魔にしては、大きい。悪鬼型、と教官は言っていたっけ、とキアは思い出す。体に比べて、やや小さめの頭。丸太のように太い腕には、棍棒のようなものを握っている。
　オズリ、という名前の下位悪魔だった。

　キアは頭の中で、悪魔学の講義を思い出す。大丈夫、私は冷静だ。オズリは悪鬼型――人間に近い体型の悪魔だ。見た目通りに力が強く、武器を使うこともある。つまり、棍棒のようなもの、を。性質は単純で、好戦的。あまり知能は高くない。

　悪魔は、まだこちらに気づいていなかった。

　キアの手にはじっとりと、汗がにじんでいた。頼んでもいないのに、心臓の鼓動が早くなる。叩いて、止めてやろうかと思ったが、悪魔が気づくかもしれない、と思ってやめる。私は冷静だ、とキアはもう一度、自分に言い聞かせた。
　こんなとき、どうするんだっけ？

　決まっている、笛を吹くのだ。悪魔を見つけたことを、みんなに知らせる。この場を少し離れてからのほうがいいだろう。あいつに気づかれるかもしれない。そう思って、キアが笛に手をのばしたとき――

　何故か、笑い声が聞こえた。聞き覚えのある声だ。どこでだっけ、とキアは思う。そう、あれは実家でのことだった。声は、父親のもの。
　そう認識しただけで、キアは頭にきた。
　父親は、本当に嫌なやつだった。どうでもいいようなことで、自分のことを笑った。つまらないあげ足とり。いつも、もの笑いにするために自分を試した。まだ何も知らない子供に向かって、だ。女というやつが嫌いだったのだ、あの人は。母親は何も言わなかった。そういう相手を選んで、あの男は結婚したからだ。

　ある日、キアは家を飛び出し、偽造した書類を使って剣師院に入学した。

　そして今、目の前には悪魔がいる。

　キアは深呼吸した。大丈夫、私は冷静だ。そして刀の鞘をつかんで、鯉口を切った。
　笑い声が、すっと宙空に消える。

　剣師の戦闘では、まず〝心〟の型によって魔力を活性させる。それから〝活〟によって筋力、持久力、瞬発力の強化。あとは速度か、精度か、強度のどれを重視するかによって〝颯〟〝的〟〝斬〟の型を適当におり交ぜていく。それが、基本だった。

　キアも、その手順に従う。マントは脱ぎ捨てておく。思わぬところに引っかかってしまうかもしれないからだ。それで、準備は完了だった。
「ふう――」

　一呼吸後、抜刀。疾風のように対象に襲いかかった。

　初撃は、浅い。
　背中を薄く斬りつける程度だった。悪魔は動物の断末魔のような甲高い悲鳴をあげた。裂傷面から、黒い液体がこぼれ、すぐに気化して霧のように変化する。悪魔の血、と呼ばれるものだった。体外に流出すると、すぐに消失してしまう。

　キアは構えを直して、二撃目をみまった。だが、左の腕で防がれる。金属を切りつけたような手応え。悪魔はもう体勢を整えていた。棍棒が唸りをあげた。

　相手の左側にまわりこむ冷静な体さばきで、キアはそれをかわす。空気を引き剥がすような音と、風圧――
　まともにくらったら、キアの体など簡単にひしゃげてしまうだろう。だが、動きそのものは鈍かった。それに比べると、キアの動きは速かった。自分でも、速すぎると思うくらい。自然と、にやついてしまう。これなら楽勝だった。

　キアは斬撃を重ねる。相手の攻撃は、ほとんど問題にならない。傷が増えるたびに、黒い血が流れた。痛がっている様子はないが、自分が優勢なのは間違いない。

　――勝てる、と思った。

　瞬間、足元がすべって転んだ。

　雨のせいだった。木の根元が濡れている。それで、踏ん張りが効かなかった。

　はっとして、危うく転げまわったところに棍棒が一撃された。地面が軽く揺れるほどの衝撃。泥が跳ねかかった。心臓のときと同じように、呼んでもいないのに恐怖がやって来た。足がすくむ。動けない。

　死を、覚悟――

　目はつむらなかった。
　だから、振り下ろされた悪魔の右腕が、断撃されてくるくると宙を舞うのが見えた。一瞬後、武器を握ったままの腕は、どさりと音を立てて地面に落ちた。

「大丈夫？」声がした。

　いつの間にか、そこにはユティスが立っている。手には、抜き身の刀。

　遅れて、三人が到着した。それぞれに刀を構える。ルルアが大きく笛を鳴らした。

　ユティスは訓練時とは別人のような動きで悪魔を襲った。右腕を両断した時点で、勝負はついていた。それでもユティスの剣は正確に、悪魔を切り刻んでいく。
　悪魔にとどめを刺したのは、セリエスだった。
　背後から、心臓への一撃。それでとうとう、地面に倒れた。黒い血がどっと流れ出すのとともに、体の表面も塵状になって崩れはじめる。死んだ悪魔は細かな粒子になって、あとには何も残さない。

　戦闘は終結した。

「おい、大丈夫か？」セリエスが、ぺたんと座り込んだままのキアをのぞき込んだ。「ミルテが悪魔の気配に気づいて、ここまで誘導してくれたんだ。もっとも、ユティスのやつが一番速かったんだけどな」

　その言葉を理解したのか、していないのか、キアの瞳にはかすかに光が戻った。その光がそのまま目の外にこぼれそうになったとき、キアはセリエスの胸に顔をうずめていた。
「――もしかして、夢かこれ？」

　セリエスがきょとんとして三人のほうを見上げたとき、ひどく鮮やかな音がして、その頬がひっぱたかれていた。

　どうやら、夢ではないらしかった。

　結局、一週間の遠征期間中に、二十一体の悪魔が塵に帰された。その数は例年に比べると二倍近くの数値にのぼる。
　生徒側の被害は、負傷が十三に、戦死が四。

　――死んだ四人のうちの一人が、アデリーネ・ノイエスだった。

５

　院に戻ってくると、戦死者が出た場合の規定に従って三日間の喪に服することになった。その間、授業は行われない。ただし、道場を使うのは自由で、生徒たちは自主練習をしたり、町へ遊びに出かけたりした。
　葬儀が行われたのは、カンティーア女子修道院。身よりがないため、シスターが遺体を引きとった。実の両親がどこにいるのかはわからない。売られた、と言っていたけれど、やはり本当だったのかもしれない、とユティスは思う。もう、確認のしようもないことではあったけれど。

　参列者の数は意外と多く、院の生徒や修道女たち、それに孤児院の子供たちが大勢集まっていた。孤児たちは本物の姉を亡くしたみたいに泣いていた。案外、その通りだったのかもしれない。

　女子修道院のため、男性の列席者は墓地までしか入ることを許可されなかった。それさえ、特例に近い。教会での葬儀が終わり、鐘が三度鳴らされると、黒い布をかけられた棺がゆっくりと運び出された。先頭を、十字架と聖書、香炉を持った司祭が進んだ。その後ろには、棺と、それを担ぐ人々。キアとミルテの姿も、そのすぐそばに見つかった。

　墓所まで棺が運ばれると、まず司祭が小さな穴をうがち、聖別を行った。それから、本式の墓穴が掘られる。ユティスやセリエスも、それを手伝った。穴はあっけないくらい簡単に出来あがった。

　終油の秘蹟と最後の祈りが捧げられ、棺は穴の中へと下ろされる。讃美歌とともに、棺には土がかけられた。セリエスが他の何人かと一緒に土を入れて戻ってくると、ユティスに向かって言った。「俺たちがこうなってたかもしれないな……」

　土が埋められると、その上に平らな墓石が置かれた。二、三年もすると、その穴は掘り返され、遺骨は共同墓所に移される。限られた土地を利用し続けるためだった。

　遺体は損傷が激しかったために、最後まで棺の蓋が開けられることはなかった。

　それが、遠征から帰って二日目のこと。

　次の日の朝、食事の時間にユティスはキアに声をかけられた。いつもは賑やかな食堂が、今は溺れた魚みたいに静かだった。
「ミルテのこと」キアの言葉はそれだけだった。何のことだかわからない。

「どうかしたの？」ユティスは言った。

「来てない」

　確かに、食堂にミルテの姿はなかった。というより、ここのところ見かけた記憶がない。食事をとっていない。最後に見たのは、たぶん葬儀のときだった。
「だから？」ユティスは真顔で言った。

「わからないの？」キアは顔をしかめた。

　どうやら、何かを非難しているらしい、とは思ったが、それが何なのかユティスにはわからなかった。普段なら、キアはこんなまわりくどい言い方はしないはずだった。

「ミルテは大丈夫なのか？」代わりに、というわけでもないのだろうが、セリエスが隣から訊いた。

「あまり、元気はない」キアは仕方ないといったふうに、セリエスに向かって言う。「普段から、元気なほうじゃないけど」

「飯は食ってるのか？」

「食べてない。水だけ」

「一週間？」

「もうすぐね」

　二人が何の説明もなく会話をやりとりしているのが、ユティスには何だか不思議だった。

「まあ、あいつにはショックだったろうな」セリエスが、つぶやくように言った。水面に投げ込んだ石が、波紋も立てずに沈んでしまったくらいに静かな声だった。

「ずっと部屋にこもってるのよ。ベッドの隅に座ったままでね」

「何かしゃべったか？」

「ううん」キアは首を振った。「黙ったまま。葬儀のときから、ずっと」

「…………」

　まるで、ミルテの沈黙が伝わってきたような静かさだった。

「だから、あんたよ」しばらくしてから、不意にキアは言った。
　それが自分のことを言っているらしいと気づいて、ユティスは顔を上げる。あまり、自信はなかったけれど。

「何のこと？」ユティスは訊いた。

「ミルテのこと、心配でしょ」

「うん」それは、そうだった。そして、キアの最初のセリフが本当はそれだったらしい、ということに気づく。

「だから、あんたがなぐさめてきて」

「……ぼくが？」ユティスは首を傾げる。それは、純粋な疑問文だった。

「そうよ。他にいる？」

「わからない。何で、ぼくなの？」

「他にいないから」

　キアの説明は、それで十分らしかった。ユティスにはもちろん、何のことだかわからない。けれどキアからそれ以上の言葉は期待できそうもなかった。セリエスも、ルルアも、何も言わない。

「ミルテは部屋にいるから」キアはごく当然のことみたいに言った。「食事が終わったら、行ってきてあげて」

　女子寮には、ほとんど人影はなかった。みんな、出かけているのだろう。廊下を歩きながら、ここに来たのは二度目だな、とユティスは思う。見つかったら、どんな言い訳をしようか、と思ったが、すれ違った誰にも見咎められるようなことはなかった。もしかしたら、そういう理由でキアはこのことを頼んだんだろうか、と思う。

　ミルテのいる部屋の前まで来ると、何の変哲もないドアがあった。形は男子寮と同じ。できれば中の様子を教えてほしいところだったが、ドアは何も言わなかった。きっと親切心が不足しているのだろう。
　ユティスは少しだけため息をついて、ドアをノックした。予想通り、返事はない。

　だから予定通りに、黙ったまま扉を開けた。鍵はかかっていない。

　部屋の中は、男子寮と同じだった。二段ベッドが二つ、机が二つ。キアとミルテ、それから別の班の二人が共同で使っているはずだったが、今は誰もいない。香水でも使っているのか、少しだけ甘いにおいがした。
　誰もいない部屋で、ミルテはベッドの隅に座っていた。

　南向きの部屋で、光は十分に入るはずだったが、そこだけが変に薄暗かった。世界の密度が違う、というか。そこは、光の存在を許容するような空間として構成されていない。そんな感じだった。
「ミルテ？」

　そこに座っているのが誰なのか、ということは確認するまでもなくわかっていたが、ユティスは声をかけてみた。暗がりで、顔や表情はほとんどわからなかった。

　返事はないだろう、と思っていたが、意外にも答えはあった。

「彼女のこと、聞きましたか？」少なくとも、声はミルテだった。

「どんなこと？」

「顔がひしゃげてたそうです」

　沈黙。

「森で探索中、彼女の班は二体の悪魔に遭遇したそうです。彼女は撤退を決めましたが、敵に気づかれてしまいました。笛は吹きましたが、助けが来る様子はありません。班員より、悪魔のほうが少しだけ足が速い。このままだと、追いつかれてしまいます」

「…………」

「どうしたと思いますか？」

「彼女が囮になった」ユティスは迷うことなく答えた。

「そうです」ミルテはうなずく。その気配だけがする。「彼女はその場で立ちどまりました。班員を悪魔から逃がす間に、一体に致命傷を与えて、もう一体に殺されました」

　ユティスは黙ったまま、机のところからイスを引っぱり出して座った。

「どうして、彼女は死んだんでしょう？」ミルテは訊いた。
「その問いに、意味なんてないよ」ユティスは言った。「理由なんて、何もないんだから」
「でも、彼女は死ぬべき人じゃなかった」

「どこにも死ぬべき人なんていないし、死ぬべきでないような人もいない」

「彼女はみんなを助けようとした。強い人だった」

「強い人間が不幸にならないわけじゃない。弱い人間がそうなるわけじゃないみたいに」

「でも彼女は、彼女は――」

「彼女は死んだ、顔を潰されて。もう彼女はこの世界のどこにもいないし、生き返るようなこともない。ただ、それだけのことだよ」
「――――」

　ミルテの声がつまって、かわりに丸く光るものが瞳からこぼれた。その小さく透明な液体の中に何が含まれているのかを考えると、ユティスは不思議な気持ちになった。悲しみというのは、空気に触れると形になるのだろうか。
「……自分が死ぬべきだと思った？」ユティスは訊いた。

　黙ったまま、ミルテはうなずく。ユティスは言う。

「でもそれは無意味だよ。事実は変わらないし、彼女はそんなこと望まなかったと思う。彼女は死んだけど、ミルテはまだ生きてる」

　そうだ――

　彼女は言っていたっけ。やり直すのが、夢だって。
　でも彼女はもう、やり直すことができない。死んでしまったから。

　つまり、それが死ぬということの意味。彼女の夢は、どこか暗いところに消えてしまった。

　ミルテはベッドの隅で、小さく嗚咽を漏らしていた。いろんなものを必死に押しつぶして。立派なものだ。そのちっぽけな体のどこに、それだけの力があるのだろう。

　それからふと、ユティスは彼女から最後に言われていたことを思い出した。野営地での見張りで、去り際に伝えられた言葉。

「彼女、言ってたよ。ミルテに謝っておいてほしいって」

「……？」

「ぼくに余計なことを言ったせいで、ミルテが口をきいてくれないからって」

　ミルテは何かを思い出すように、くすりと笑って――

　どこかの細いほそい糸が、もうすっかり切れてしまったみたいに泣きはじめた。大切なものを失くした幼児みたいに。ただただ、涙を流して。

　ユティスはそんなミルテを見ながら、考えていた。たぶん、彼女は泣いてやるべきだったのだろう。死んだ人のために。もちろん、そんなことは無意味だった。何の意味も、価値もない行為。

　けれど――

　そう考えてから、ユティスはふと、この前自分がきちんと泣いたのはいつだったろう、と思い返してみた。ミルテと同じような涙を流したのは。
　それはどれだけ手をのばしても届かないくらい――

　遠い、遠い昔の出来事だった。

６

　学院には鐘楼があって、主に授業の開始や終了、食事時間を告げるために使われる。鐘のある塔頂まで管理用の螺旋階段がつけられていたが、そこを登るものはほとんどいなかった。鐘を鳴らすには、地上まで垂れた紐を使えばいい。

　鐘楼の上には今、二つの人影があった。背格好がだいぶ違うため、教官と生徒のものらしい、ということがわかる。教官のほうは、秀麗な顔立ちながら、どこか軽俳な雰囲気があった。生徒のほうは対照的に、幼くはあるが剛毅なたたずまい。袖の色から、四年生だとわかる。
　学院全体を見渡すことのできるその場所には、強い風が吹いていた。快適とはいえない肌寒さ。しかしそのおかげで、話し声が誰かに聞かれる心配はない。
「私たちが遠征中、こちらでは変わりありませんでしたか？」妙に甘ったるい、舌に残る声で教官は言った。

「ええ、何も問題はありませんよ。トリアーノ先生」

「ハユナ君にも、発作は？」にやにやした顔で、トリアーノは言った。

「ありません」

「君のほうはどうです？」上目づかいの、のぞきこむような視線。「ロキノス・オルドール」
「最初に言ったとおり、何の問題もありません」ロキノスは言った。

「左腕の傷は、どんな具合ですか？」

「元々、かすり傷です」ロキノスはことさら無表情に言った。「心配はいりません」

「君に傷をつけるなんて、相手は相当の腕前だったんでしょうね？」

　ロキノスは答えなかった。わざわざ答える必要のないことだった。

「今回の遠征は散々だったみたいですね、トリアーノ先生」
「ああ、予定より悪魔の数が多かったものですからね」トリアーノはにこやかに言う。
「それは禁書と何か関係が？」

「禁書？　禁書っていったい何のことです？」

　どうせ訊いたところで、ろくな答えなど返ってこないことはわかっていた。

「あなたが担当区域を外している間に、生徒が一人やられたとか」ロキノスは言った。
「残念なことですが」トリアーノは痛ましげな顔をした。

「もしかしたら、あなたがいればその生徒は死なずにすんだんじゃないですか？」

「私には大事な用がありましたからね」トリアーノの声はまったくの平静だった。吐き気がするほどに。「死んだ生徒には悪いと思っていますが」

「……例の女子生徒のほうはどうなったんです。悪魔教の騒動の。学院には来ていないようですけど。彼女にも申し訳ないと？」
「彼女のことなら、有効に利用させてもらいましたよ」トリアーノはにやりと笑った。「少々、有効すぎたかもしれませんが」

「あなたのなぐさみものだったはずですが」

「なぐさみだなんて、とんでもない」トリアーノはわざとらしく首を振った。「私はただ、彼女の望むとおりにしてやっていただけですよ。それに、私は美しいものが大好きなんです」

「けっこうなことですね」ロキノスが皮肉っぽく言うと、トリアーノは蛙の皮膚のようなぬめっとした目つきでロキノスのほうを見た。

「時に、ハユナ君は最近どうですか？」

「……どう、とは？　言ったとおり、発作は起きていません」

「いえいえ、そういうことではなく」トリアーノは意味ありげな視線をロキノスに送る。「実に美しく成長しつつある」

　ロキノスは黙った。

「彼女は間違いなく、一級品の美女になります。気高い女王のような、誰もがため息をつく女性に、ね。私が保証しますよ。この刀を賭けたっていい。何なら、私が彼女の成長の手助けをしてあげましょうか」

「――妹に手を出したら、あんたを殺す」ロキノスの声は氷のように冷たかった。

「それは怖い」

　トリアーノはおどけてみせてから、小さな茶巾袋を取り出した。中には丸薬が詰まっている。発作を抑えるための薬だった。
「これは今月の分です。他人には見つからないように。それから、用法はきちんと守ってくださいね」

「……わかっていますよ、先生」

　ロキノスは半分ひったくるようにして、薬を受けとった。この薬がなければ、自分はともかくハユナは無事ではすまない。例えどんなことがあっても、この世界でそれだけは許すわけにはいかなかった。

「ああ、そうそう」トリアーノはもう用事はすんだと階段を下りようとしたところで、振り向いて言った。「新しい指示が来ました。君に伝えておきましょう」

　そして、その指令がロキノスに伝えられる。

　ロキノスの顔は、さすがにまともではいられなかった。

「詳しい話は、例の場所で。それではまた――」
　トリアーノはいつもの柔和な表情に戻っていた。とても今、ロキノスにそのことを言った人物とは思えなかった。
　階段の途中で、トリアーノは下からのぼってくるハユナとすれ違った。紳士らしく身をどけて、道を譲ってやる。ハユナは深くお辞儀をして、その横を通りすぎて行った。トリアーノの視線は淫靡な目つきで、しばらくそのあとを追った。

　鐘楼の上では、ロキノスが蒼白な顔をして立っている。

「どうしたの、お兄ちゃん……？」ハユナはロキノスをいたわるように言った。

「ああ――」しばらく呆然としてから、ロキノスは言った。「かなり厄介なことを頼まれた」

「どんな？」

　まるでその言葉が不吉な怪鳥か何かみたいに、ロキノスは言った。

「――セレ・ノエストリアの暗殺」
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「少し冷えるね」ルルアはマントの前を掻きあわせながら言った。

　月の下の夜道を、ユティスたちは歩いていた。夜中の町に、人影はほとんどない。時々、野良犬がうらぶれた格好で通りを横切っていった。ランタンの光の作る影が、建物の壁面で笑うように揺れていた。

　院では一ヶ月に一回程度の割合で、町の夜警の仕事が回ってくる。班単位で行われるので、実際には毎晩、どこかの班が警備に出ていた。些少とはいえ給金がもらえるのと、夜間の外出が許されるので、この仕事を喜ぶ生徒も多かった。

　夜警の仕事は、町の自警団に出向する、という形をとる。自警団自体は各ギルドの醵金によって成り立っており、構成員の大半はロゼの市民だった。普段は手仕事や帳簿の管理をしている人間で、もちろん戦闘要員ではない。だから、年少とはいえ剣師院の手が借りられるのは、彼らとしては心強い。院としても、市民との交流や生徒の実地訓練として、この仕事を利用できる。要するに、利害は一致していた。
　ユティスたちは自警団の一人を先頭に、セリエスが最後尾につく、という隊形で見回りをしていた。団員は鎖帷子と胸甲を身につけ、手には鉤槍を握っていた。ユティスたち院生は遠征時のような制服と革鎧、マント、それに帯刀が許可されている。
「ノルト叔父さん」セリエスが後方から声をかけた。「ルートは、いつもと？」

　先頭の団員が、歩きながら首だけを向けた。三十がらみの男で、どことなくセリエスに似ていた。「ああ、同じだ」

「町では、何か変わったことは？」

「ないな。平和なもんだ。この前、肉屋の親父が転んで怪我をしたくらいが事件だな」

「そりゃ大事件ですね」ルルアがにこにこしながら茶化した。

「ああ、奴さんにしてみればな。どうだい、街区を一巡りしてきたら、屯所でぶどう酒でも飲んでいくか？」

「私たち、未成年ですけど」キアがうろんげな目をした。

「心配はいらんよ。酒の奴はそんなこと気にしないからな」

　夜空には、半分だけの月が明るく輝いていた。雲もない。星がちらちらと、女王のまわりで噂話をする官女のように瞬いていた。空気が冷えるのは、よく晴れているからだろう。

　しばらくして、ユティスはふと足をとめた。

「どうした？」すぐ後ろにいたセリエスが、不審そうに声をかける。他の四人も、少し手前で待機していた。

「今、知ってる人が向こうにいたんだ」ユティスは言う。
「知ってる人？」セリエスがランタンを掲げて、ユティスの視線を追った。細い路地裏の先にあるのは濃い闇で、ろくにものも見えなかった。「本当に見たのか？」
「うん」

「どんなやつだ？」

「誰かまではわからなかった。確か、院で見た人」

「院生か？」セリエスは首をひねった。

　学院の生徒は、基本的に夜間の外出を禁止されている。例え院を抜け出したとしても、市門をくぐるのは難しいはずだった。それには教官の許可がいる。

「見間違いじゃないのか？」

「ううん、間違いじゃないよ」ユティスは自分の眼に自信があった。

「どうかしたの？」キアが訝しんで訊いた。

「怪しい人影を発見した」セリエスが言った。

「え？」

「これから、そいつのあとを追う」

　セリエスは持っていたランタンをミルテに渡した。光で気づかれてしまうので、追跡するには不要。十分とまではいえないが、町には月明かりがあった。

「俺とユティスの二人だけでだ。他は見回りを続けてくれ。あとのことはルルアに任す。時間になったら、屯所で落ちあおう」
「二人が戻ってこなかったら？」ルルアはわりと冗談でなく言った。

「その時はすぐ院に連絡だな。――こっちにはユティスがいるんだから、心配いらねえよ」軽く片目をつぶった。

　了解、というルルアの言葉を聞く前に、ユティスとセリエスは走り出していた。時間があくほど、相手を見失いやすくなる。

「どっちだ？」路地裏に入ってから、セリエスが訊く。

　ユティスはたいして迷いもせずに、右の角を曲がった。建物の影で道は相当に暗かったが、ユティスは昼間と変わらない速さで走った。セリエスも〝視〟の型を使って追ったが、油断をすると離されてしまう。

　幸い、相手の姿はすぐに見つかった。こちらに気づいた様子はない。徒歩で、明かりを持っているのも追跡には都合がよかった。二人は足音と気配を消し、あとを追った。

　怪しい人影は、二つ。どちらもフードをかぶって顔を隠していた。ユティスが一瞬だけ見たのは、後ろの明かりを持っていないほう。二人ともゆったりしたローブを身にまとっていて、一見したところは貴族の使い番か何かみたいに見えた。
「手前のやつ、どこかで見覚えがあるな……」セリエスが小声で言った。

　時々、明かりに照らされてフードから顔がのぞいた。けれどそちらのほうには、ユティスは見覚えがない。元々、人の顔を丁寧に記憶するほうではなかった。それでも人影に反応したのは、よほど印象に残っていたからだろう。

　二つの人影は、丘のほうへと向かっているようだった。建物がだんだんと立て込んできて、道がわずかに傾斜した。旧市街は、いっそう閑散としていた。物音は暗闇の中で、無理に拡大されたような奇妙な響きかたをした。

　人の目を警戒しているのか、人影のとる道はどれも狭く、目立たなかった。それでも足どりに迷いが見られないのは、通いなれた道だからだろうか。

　曲がり角が多くなるにつれ、人影を見失う時間が長くなっていく。

「まずいな」セリエスがつぶやいたときには、もう手遅れだった。

　路地のどこかに、人影は完全に消えてしまっていた。深い水の中に隠れた魚みたいに、それはもうどこにも見当たらない。追跡は失敗だった。

　尾行に気づかれたわけではない、と思うが自信はなかった。セリエスはあたりを見まわしながら言う。

「この辺は、古い貴族の屋敷がたくさんあるところだな。ここが目的地付近だとしたら、いったいそいつには何の用があったんだ？」

　もちろん、本当の目的地はここではなかったかもしれないし、ユティスが見たのは知らない人間だったかもしれない。

「本当に、見間違いじゃないのか？」セリエスはもう一度訊いた。

「うん、知ってる人だった」ユティスはうなずいた。

　空の上では無関心な微笑みを浮かべた月が、いつもと同じ速さで西へと向かっていた。
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　学院の廊下を、見なれない人物が歩いていた。子供のように小さな体で、一番暗い夜の闇を切りとったような黒い髪。きれいなアーモンド型の瞳に、春の若葉を思わせる柔らかな輪郭の顔立ちをしていた。未成熟な、ふくよかとはいえない少女の体型。じっとしていると、完全な人形にしか見えなかった。
　彼女は、院の制服によく似た服を着ていた。機能性を重視した、ごくシンプルなデザイン。動きを制限しない最低限の服飾。正式な帝国軍の軍服だった。

　腰には、通常より短い刀を佩いている。

　彼女は歩きながら、群がる生徒たちを見渡していた。人形に似た容貌とはうらはらに、猫科の動物めいた鋭い視線だった。生徒たちは彼女を遠まきにしながら、誰も話しかける勇気のある者はいない。
　ふと、彼女は足をとめた。たった今、教科書を抱えて廊下の角から現れた女子生徒に目をつけたのだ。彼女は女子生徒に話しかけた。

「そこの彼女、ちょっと待ちなさい」

　周囲に何人もいる生徒たちのうち、彼女一人だけが向きを変えた。そういう強力な指向性のある音声だった。

「……あの、私ですか？」

「ええ、そうよ」澄んだ鈴音のような声だった。「ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　女子生徒は少しだけ距離をたもって、彼女に近づいた。それ以上間合いをつめることを躊躇させる何かが、目の前の彼女にはある。

「あの、何でしょうか？」

　自分から呼びとめておいて、彼女は質問には答えず、しばらくのあいだ満足そうに女子生徒のことを観察していた。
「あの……」

「あたしより小さいわね」彼女は自分と女子生徒の上で線を引くように手を動かした。

「……？」

「背丈と剣術には何の関係もないわ。精進しなさい」
　よくわからないが、女子生徒はうなずいた。

「バルステッド教官の部屋はどこかしら？」彼女は相手の戸惑いを完璧に無視して微笑んでみせた。

「二階の、職員棟のほうです」

　指さされたほうを見て、彼女はうんうんとうなずく。「教えてくれて、ありがとう」

「あの、あなたは――？」女子生徒はおずおずと質問した。
「あたしはメルリライト・トルティアッソ」彼女は呪文のように長い名前を口にした。「あなたの名前は？」

「ミルテ・アーチェです」

「そう。精々がんばるのよ、ミルテ」

「はい、がんば――」最後まで返事を聞こうともせず、メルリライトと名のった彼女は行ってしまった。猛獣が来るのを避けるように、彼女の先で生徒たちが道をあける。

「メルリライト？」

　ミルテはその名前を知っていた。とても高名な女性だった。もし本当にそうだとしたら、彼女は――

　バルステッドはノックもせずに教官室に入ってきた人物を、呆然と眺めていた。彼女は来客用のイスに座って、膝に乗せた青磁皿からチョコレートをつまんでいた。用意できる茶菓子の中では、もっとも高価なものだった。それだけで給料の何分の一かにはなるだろう。丸いボンボンが彼女の小さな手に収まると、ひどく大きく見えた。それを口の中に押しこむ姿は、熱帯で木の実を啄ばむ小鳥のようでもある。
「あんたにしては気がきいてるわね、チョコレートだなんて」
　もちろん、バルステッドは知っていてわざわざそれを出したのだ。

「……いきなり足払いを食らわされるんじゃ、わりにあいませんからね」

「ふん」彼女は歯牙にもかけない。

「それで――」バルステッドは軽く咳払いをした。「いったい何の用なんです。〝七剣〟の一人ともあろう御方が」

　メルリライト・トルティアッソ――

　通称、メルトは、帝国が誇る最高峰の剣師、七剣の一人。天法流の極意者で、徒手格闘戦で彼女に敵う者はいない、といわれている。剣仙、と呼ばれていた。どう見ても童女にしか見えないが、実際には二十六だった。それでも、十分に若い。
　所持する魔法刀は〝宵蝶〟、刀身は一ディル三シティング（約三十九センチ）。小太刀というより、むしろ大振りな短刀といったほうが正確なくらいの長さだった。

　七剣は上級剣師のさらに上、特級剣師として扱われている。

「レテノなら、まだ来ていませんよ」バルステッドは投げやりに言った。七剣ともなると、帝国での権力は絶大だった。それに級が上の剣師に対しては、あくまで敬意を示さねばならない。例えそれが初対面で、背が高いというだけの理由で強烈な足払いをかけてくるような相手だとしても。

「もちろん、そんなことは知ってるわよ」当然だというメルトの口調。

「だと思いました」バルステッドはため息をついた。

「ここには挨拶によっただけ。相変わらず鈍い男ね」

「それは失礼しました」バルステッドは適当に頭を下げる。「けどそれなら、ヴォーノ師長のところに行くべきなんじゃないですか？」

「あんな老いぼれのところに行って、どうなるっていうの」
「……ギルデッド翁が聞いたら、何て言いますかね」

　マクバ・ギルデッドは七剣の長で、剣聖。齢七十を越えた白髭の老翁だった。

「それとこれとは、話が別ね」一蹴される。「それに今は、誰が信用できるかわかったものじゃないのだから」

「まさか、師長を疑ってるんですか？」バルステッドが眉をひそめると、メルトは肩をすくめた。

「可能性の話としては、ね。内通者の疑いは、すべての人間に等しくかけておかなくてはならない」

　バルステッドは渋面を作った。情報部からは足を洗ったというのに、それを調べるのはお前の仕事だ、とメルトは暗に指示している。

「例の話のこと、どうなってるの？」

「そいつはレテノに聞いてください。俺の仕事じゃない」

「怒ったの？　図体のわりに器の小さい男ね」メルトは笑った。人形のような美しい微笑だった。もしも、しゃべりさえしなければ。

「小さくてけっこうですね、俺は。もう二度とあんなことになるのはごめんだ」

　メルトの微笑みは、わずかに形を変えた。影だけが、ほんの少しだけ移動するような変化だった。
「時に、例の子供のことはどうなってるの？」

「……無事ですよ、いたって。少々、後遺症のようなものはあるようですが」言ってから、バルステッドは顔をしかめた。「まさか、会うつもりですか？」

「当然でしょ。そのためもあって、わざわざここに来たのだから」
　メルトはにやりと笑った。人形らしくない、実に人間的な笑顔だった。

「ありがたく思うのね。何しろ、七剣の一人から、直々に手ほどきを受けられるのだから」

２

　午後からの訓練は、特別授業という話だった。
「特別授業って？」ユティスは部屋で着替えをしながら訊いた。

「また何か変なことでもやらせるつもりだろう。暗闇で打ちあうとか、舟の上で試合をするとか」セリエスが眠気ざましに軽く伸びをしながら言う。

「誰か、人が来るっていう話みたいだけど」イスに座ったまま、ルルアがのんびりと言った。

「誰かって、誰だ？」

「さあ――」ルルアはちょっとあくびをした。

　三人が修練場に行ってみると、ほとんどの生徒はすでに集まっていた。二年生の全員で、百人近くの数だった。特別授業に呼ばれたゲストというのは、まだ姿をみせていない。

「よう、どうなってるんだ？」

　先に来ていたキアを見つけて、セリエスは声をかけた。隣には、ミルテもいた。

「私にわかるわけないでしょ、馬鹿」

「馬鹿とはまた、えらく立派な褒め言葉だな」
「くず馬鹿」

「来たみたいです」ミルテが二人の注意をうながした。

　バルステッドに伴われて第一修練場に入ってきたのは、ひどく背の低い女の子だった。おかげで、ユティスは最初、その姿が見えなかった。生徒のあいだから、少し背のびをして確認する。何度見ても、彼女の背丈は小さいままだった。

「あれが……？」訝しげに、セリエスがつぶやく。もっともな反応だった。

「まだ誰か来るんじゃないの」キアが言う。

「あの人、院の廊下で会った人です」ミルテが思い出すように言った。

「知りあい？」キアが訊ねた。

「メルリライト・トルティアッソ……そう、名のってました」

　一瞬、沈黙。

「もしかしてそれ、七剣の一人の？　剣仙とかっていう」ルルアがちょっと信じられない、というふうに首を傾げた。

「少なくとも、本人はそう言ってました」

「だとしたら、光栄だな」セリエスが言った。「特別ゲストとしては、申し分ない。今度の剣術大会に皇帝が臨席するって話、本当かもしれないな」
「あのちびっこが？」
　キアの声が聞こえた、というわけでもないのだろうが、バルステッドの横でメルリライトは一瞬、鋭い光線のような視線を向けた。薄い紙なら破れそうなくらいの眼光だった。キアは開きかけた口を閉ざして、つばを飲み込んだ。どうやら、うかつなことは口にしないほうがいいらしい。
　試合場一つ分ほどの空間をとって、生徒たちはその周辺へと集まって座った。中央には、バルステッドとメルトの二人。彼女は軍服を着て、例の小太刀を佩用している。愛らしい外見だが、邪悪な、といっていいくらいの微笑みを浮かべていた。
「あー、こちらにおられるのはメルリライト・トルティアッソ」バルステッドは何故か、苦虫を噛みつぶしたような笑顔をしていた。「かの有名な、剣仙と称される帝国七剣の御一人だ。今日はありがたくも、当学院にお越しいただき、日頃の鍛錬を御照覧されることとなった。このような機会は、例え望んだにしても簡単に得られるものではないから、諸君も十二分に奮励するように」
　前口上が終わると、メルトはゆっくりと学院生を見渡した。というより、睥睨した。彼女の倍近い身長のある隣のバルステッドが、変に小さく感じられた。

「――この木偶の坊が言ったとおり」メルトはいきなり、傍らの大男を罵倒して言った。「あたしが七剣の一人、メルリライトよ。よく覚えておくといいわ」

　生徒たちは皆、あっけにとられたようにメルトのほうを見た。暴言、という言葉が誰の頭にも浮かぶ。

「今日はいろいろあるついでにここにやって来た。つまり、退屈だから、ということ。だからあんたたちは精々、あたしの暇つぶしになるように」

　暴言、という言葉さえ、生徒たちの口の奥でつっかえた。
　それから、バルステッドが何か取り繕うようなことを言って、ちょっとしたお遊びをすることになった。帝国最高位の剣師と、直に立ちあうことができる。

「ただし、普通にやっても面白くない」メルトは誰も何も言わないうちから、自分でそう言った。「実力差がありすぎるから。そうね、こういうのはどうかしら？　あたしはこのままの格好で、素面素籠手。摸擬刀も持たない。対するあんたたちは、いつもどおりの装備。それから」メルトはにやりと笑った。「もしあたしに少しでも刀をかすらせられたら、今ここで中級剣師の級位を認めてあげてもいいわ」
　普通、剣師院を卒業した生徒に与えられるのが、最下位である下級剣師の資格だった。中級剣師の位を認められるということは、わざわざ院を卒業する必要がなくなる、ということだ。おまけに、その後何年かかかってあげなければならない分の実績と成果さえ、免除されることになる。

「――おい、どういうつもりだ」バルステッドはつい、ぞんざいな口調になった。

「何か問題でもあるかしら？」

「あるでしょうよ、問題は」

「特級剣師には、剣師の級位認定が許可されているのよ。それに、この条件でも厳しすぎるくらいね」メルトは涼しい顔だった。

「……あなたがそう言うなら、そうなんでしょうね」バルステッドは嘆息して肩を落とした。

　結局、試合はメルトの希望通りに行われることになった。メルトは防具を一切つけない。対戦者は摸擬刀を少しでもかすらせれば中級剣師として認められる。つまり、即卒業。

「さあ、誰からでもいいわよ」
　試合場の中央に一人残って、メルトは嬉々として言った。どう見ても、楽しんでいるようにしか見えない。公言通り、防具はつけなかった。
　生徒たちの中から元気のいいのが何人か立ち上がって、さっそく挑戦した。
　結果は見るまでもない。誰も、指一本触れられなかった。影を捕まえられないのと同じで。動きの質が違う。つまりは、それが七剣だった。それでも実力の一割も出しているかどうかは怪しかった。
「どうかしら、まだいけるわよ？」

　メルトは息一つ乱していない。天法流の達人なのだ。

「そこの彼女なんて、どうかしら？」メルトが手で示したのは、キアだった。たぶん、例の一言が聞こえていたのだろう。

　キアは立ちあがって、つかつかと試合場の中央に進んだ。キアは防具をつけていなかった。摸擬刀も持っていない。

「どうせだから、私も素面素籠手でお願いします」

「よろしい」メルトは破顔した。「どこからでもかかってきなさい」
　その言葉通り、キアは格闘戦の構えから右のストレートを放った。鋭い一撃。
　けれどそれより速く、メルトの動作が完了した。
　拳をのばしきる前の姿勢で、キアは宙を飛ぶ。派手な音を立てて、キアは床の上に転がった。メルトはそれを、当然のような目で見ている。

「なかなか筋がいいわね。根性も。――それから、そこの君」メルトはキアのすぐそばにいた一人に呼びかけた。「ちょっと、あたしの相手をしてくれないかしら？」

　君というのは、ユティスのことだった。

「お願いします」
　何となく断れそうになかったので、ユティスは立ちあがった。

　それに――

　どうしてだか、ユティスはその人の前に立ってみたい気がした。血が騒ぐ、というのだろうか。いや、反応している、という感じ。悪魔を相手にしたときと似ていた。

　たぶんそれは、彼女がとても強い魔力を持っているからだろう。悪魔と同じくらいに。

　ユティスはすでに防具を着ていて、試合場の中央に進む。

　真ん中で、作法通りに摸擬刀での一礼。

　メルトは無造作に立ったままだった。自然体というより、無理に力を抜いている、というふうに見えた。そうしないと、相手に余計なダメージを与えてしまうのだろう。ユティスにも、それくらいのことはわかった。

　対峙して、お互いに微動もしない。

　何もしていないのに、ユティスの額からは汗が流れはじめた。はじめは、それに気づかないくらいだった。どうして、汗なんてかくのだろう。

　ふっと、メルトの殺気が薄らいだ。殺気というより、空気がいくぶん軽くなったようだった。どちらかというと、物理的に。ユティスは息を吐いた。その時ようやく、今まで呼吸をとめていたことに気づいた。
「……このくらいでやめておきましょうか」

　メルトはそれから何かつぶやいて、にっこり笑った。

「さて、あんたたちの実力がどれくらいのものか、これでわかったかしら。精々、精進することね。そうすればあたしみたいになるのは不可能にしても、そこにつっ立ってる木偶の坊くらいにはなれるわよ」

　木偶の坊と呼ばれたバルステッドは、素直にそれを認めるように首をすくめた。

　ユティスが試合場から戻ってくると、セリエスが興味ありげにそばによった。
「おい、あの剣仙、お前に向かって最後に何て言ったんだ？」

　ユティスは言った。「――大体、わかったって」

「わかったって、何がだ？」

「さあ……」ユティスはいつもの無表情に、ほんの少しだけ困惑をまぜて首を振った。

３

　特別授業のあとは、通常と同じ訓練に移った。メルトはこのあと、三年と四年生にも特別授業を受けさせるのだという。たぶん、同じような条件で、同じように投げ飛ばすつもりなのだろう。

　ユティスは授業が終わってから、井戸のところに行って荒っぽく顔を洗った。それから寮の部屋に戻ると、意外な人物が待っていた。

「久しぶりだね、ユティス」レテノは普段着の格好で、イスに座ったまま微笑んだ。

　刀は差していない。セリエスとルルアが、それぞれベッドに腰かけていた。三人で何か話をしていた、という感じだった。和やかな雰囲気が、迷いこんできた蝶みたいにあたりを漂っていた。

「どうして、レテノが？」ユティスは彼女を見ながら、扉を閉めた。

　場所のせいか、レテノの姿は夢みたいになかなか現実味を帯びなかった。最後に別れてから、一ヶ月近くがたっていた。そのあいだ、彼女がどこにいたのかをユティスは知らない。もしかしたら、ずっとこの町にいたのだろうか。

「君にちょっと話があって」レテノはユティスのことを観察するように言った。もしかしたら、彼女にもぼくのことが夢みたいに見えているんだろうか、とユティスは思った。

「話って？」

「悪いけど、二人は席を外してくれないかな」レテノはセリエスとルルアのほうを見る。
　セリエスが口を開こうとする前に、ルルアがすっと立ち上がった。「そうですね。せっかくの再会を僕らが邪魔しちゃ悪いから」

　ルルアはセリエスを半ば急きたてるようにして、部屋を出た。扉が閉まってから、セリエスは不満そうにルルアのほうを見る。

「何で俺たちが出ていかなくちゃならないんだ？」

　ルルは仕方ないよ、というふうにため息をついた。
「それだけ、僕らは信用されてないってこと――」

「どうして、二人を？」ユティスは自分のベッドに腰かけながら言った。すぐそばに、さっきまでセリエスが座っていた跡がそのまま残っていた。

「話が話だから、あまり他人には聞かれたくない」レテノは言った。
「二人なら、大丈夫だと思うけど」

　ユティスの言葉を、レテノは何かを測るような目つきで見つめた。実験室で、薬物の化合状態を見る研究者に似ていた。それが予想外のものなのか、期待通りのものなのか、端から見ていてもわからない。

「かもしれないけど」レテノはそっと、ノートに何か書きつけるように言った。「用心にこしたことはないから」

「――うん」ユティスはうなずく。

「ここでの生活は、どう？」レテノは訊いた。

「問題ないよ。特に困ったこともないし」ユティスは簡潔に答えた。

「楽しい？」

「嫌な感じじゃない」

　レテノはまた、秘密のノートに何か書きつけるようにうなずいた。そこに何が書かれているのかは、ユティスにはわからなかった。

「体調はどんな具合？」

「問題ないよ」

　それは嘘だった。実際にはユティスは、走っている途中に何度か倒れていた。その都度、セリエスかルルアに介抱してもらったり、治療室まで運んでもらったりしている。
「本当に？」

「うん」

　二人のあいだに、短い沈黙があった。どこかで何かが微調整されるような、そんな気配があった。

「……ねえ、レテノ」ユティスは訊いた。「今日は何の話があって来たの？」

「私が君のことを心配するのは変かな？」

「ううん、でも本当は、何かあったんでしょ」

　レテノは黙った。つまり、肯定。

「ぼくに何か関係すること？」

「……まだ、何とも言えないところ。それに君に全部を話すわけにはいかない」レテノはため息をついた。

「話せるところだけでいいよ」

「そうだね」レテノは考えをまとめるように、軽く唇に指をあてた。「まず、この町に禁書が持ちこまれた形跡がある」

「禁書？」

「悪魔召喚用の、それも上位悪魔のね」

「何のために？」

「それはまだ何とも言えない。悪魔教団や、旧七王家筋とも関係があるみたいだけど、ガードが固くてうまく探りだせないんだ。かなりの計画みたいだけど、尻尾がつかめない」

「上位悪魔の召喚はできないはずだけど」

　地獄門が閉鎖されてからは、それは不可能のはずだった。

「召喚方法がないわけじゃないんだ」レテノは何故か、ユティスから目をそらして言った。ひどく、しゃべりにくそうだった。まるで、砂漠で喉がからからに渇いた人みたいに。

「もしかして、それはぼくに関係があることなの？」

　また、沈黙だった。肯定、ということだろうか。
　レテノはあたりに漂う予感を追い払おうとするみたいに笑った。新米の母親が、子供に向かってぎこちなく微笑みかけるのに似ていた。
「何があっても、君は私が守るから」

　ユティスはレテノの目を、じっと見つめた。

　その目が必ずしも自分のことをまっすぐに見ているわけではないのだということを、ユティスはずいぶん前から知っていた。

４
　レテノと会ってから、何日かしたある日のこと。

　いつもどおりの訓練を終えてユティスが寮に戻ってみると、そこにはハユナ・クリシアがいた。様子からして、どうやらユティスのことを待っていたらしい。
　寮のロビーには生徒の姿が散見された。部屋に戻る前に休憩をしたり、友達と会話したりしている。ハユナは隅のほうの壁際に立っていた。

「こんにちは、ユティスさん」ハユナは出来たての太陽みたいな笑顔を浮かべていった。
「うん、こんにちは」

「今、ちょっといいですか？」

「かまわないけど」ユティスも、それからハユナも、まだ運動服のままだった。

「実はお願いがあるんです」

「お願い？」ユティスは首を傾げた。

　ハユナは何故か、あたりを気にする仕草をした。誰かに聞かれることを心配する仕草。

「星誕祭のこと、知っていますか？」ハユナは言った。

「一応、聞いているけど」

　星誕祭というのは、ロゼの町で夏至の日に行われる祭りのことだった。聖トリバスの誕生が予言された日の夜、漆黒の空いっぱいに星が流れた、という聖伝に基づく祝祭だった。
　ユティスはセリエスに聞かされて、大まかなところだけは覚えていた。祝祭日は、明日。その日は院での授業も休みになる。

「そのお祭りに、わたしと二人で行ってみませんか？」

「ぼくとハユナで？」

「はい……それとももう、他の誰かと出かける予定がありますか？」

　ユティスは考えてみた。特に予定はなかった。たぶん、セリエスやルルアと祭りの見物をすることになるんじゃないか、とは思っていたけれど。だからといって、約束があるわけではない。

「特には、ないけど」

「じゃあ、わたしとでもかまいませんよね？」ハユナはぱっと顔を明るくした。

　どうなんだろう、とユティスは思った。どうすべきなのか、ユティスには判断がつかなかった。ハユナとは何度か訓練を一緒にしたが、特別に親しいというわけでもない。
　けれど――

　この少女はどことなく、妹に似ていた。
　彼女がもう記憶の底に沈んで、取りだすことが出来ないにしても。

「うん、わかった。一緒に行こう」

「本当ですか？」ハユナはぐっと身を乗りだす。嘘をついたら承知しない、という顔だった。

「明日、だよね？」

「はい」ハユナは小犬みたいに嬉しそうだった。「ああ、わたし、楽しみにしてますから」

「うん」

「明日、絶対ですよ」そう言うと、ハユナは嬉しそうに手を振って行ってしまった。

　ユティスも軽く、手を振り返す。その顔は、いつもと同じように無表情ではあったけれど。
「――おいおい、本当かよ」

　急に声がしたので振り向いてみると、そこにはセリエスとルルアの姿があった。少し後方に、キアとミルテもいる。

「デートの誘いとはやるね、この色男。それもあんな可愛い子からのお誘いとはな」

　セリエスは何故か、上機嫌だった。ユティスの首に腕をまわして、それをぐっと絞った。「痛いよ」というユティスの抗議は、雨音にまじった独り言みたいに無視されてしまう。「詳しい話を聞かせろよ」と言いながら、セリエスは腕をまわしたまま部屋のほうへと向かった。
「……男同士で馬鹿みたい」キアがそれを見て肩をすくめてみせた。

「そうかな？」ルルアがおかしそうに笑う。

「そうでしょ、まるっきり子供みたいで」

「あの子みたいに、キアも素直になればいいのにね」

　言われて、キアは顔をしかめた。「何のことよ、それ」

「セリエスなら、明日は暇だよ」ルルアは、何食わぬ顔でうそぶいた。

「だからどうだっていうの」キアはぷいっと顔をそむける。「私には関係のないことでしょ？」

「やれやれ」本当に素直じゃないな、とルルアはため息をついた。

　その時、キアがどんな顔をしていたのかは、あらぬ方向を向いているせいで誰にもわからなかった。

５

　翌日は晴天だった。誰かがきれいに掃除をしたような青空。神様が気をきかせたような、とてもよい天気だった。
　時刻は、昼すぎ。

　ユティスは部屋でベッドに腰かけて、教科書の復習をしていた。ルルアは机で、手紙を書いている。たぶん、母親へのものだろう。とても静かで、そこにだけ時間のカーテンが降ろされているみたいだった。
「出かけるのは、いつ？」一段落したらしく、ルルアは体をユティスのほうに向けた。

「もうすぐだと思う。ハユナが呼びに来てくれることになってるから」ユティスは教科書から顔を上げた。

「その格好で？」

　ユティスは制服のままだった。

「他に着ていくものもないし、ハユナもそうするって言ってたから」

「ふうん」

　ルルアは立ちあがって、ユティスに近づいた。それから、画布を前にした絵描きのような、少しだけ真剣な顔つきをする。どこか、おかしな、芝居がかった動きだった。本人もそのことを知っている。

「ちょっと襟がよれてるかな」

　ルルアは手をのばして、ユティスの服を直した。とても慣れた手つきだった。身だしなみのことなら何でも知っている、という感じの。

「それから、髪も」ところどころ跳ねたユティスの髪をなでつけながら、ルルアは言った。ユティスは聞きわけのいい犬みたいに大人しくしていた。

「――うん、こんなものかな」ルルアは絵の仕上がりを見る真似をして、眼をすがめた。満足そうな表情をしている。

「ルルアは親切なんだね」ユティスはちょっと髪に手を触れながら言った。

「親切に値する人間にはね」ルルアはにっこりと笑う。

「セリエスのことも、親切なの？」部屋にはユティスとルルアの二人だけで、セリエスはいなかった。
「本人のお節介がうつった、てところかな。何しろ面倒を見られるだけじゃ、面白くないからね。たまには面倒を見かえしてやらないと」

「そんなものなの？」

「そんなものだよ。今頃はお嬢さまに文句を言われながら、町をぶらぶらしてるところかな」

「お嬢さま？」

「麗しのキア・ユフェンツ嬢のこと」ルルアはくすくす笑いながら言う。「素直じゃないからなあ、とことん。あれじゃ誘ったのかどうかもわからない。僕がセリエスをせっつかなかったら、今頃は一人橋のたもとで、寂しい思いをしてたかもしれないね」

　そう言われると、たった一人で橋に立つ彼女の仏頂面が想像されて、ユティスはおかしかった。そんなことをおかしいと思う自分を、少し不思議に思いはしたけれど。

「……ルルアは、これからどうするの？」ユティスは訊いてみた。ちなみに、ミルテは孤児院へ出かけている。

「そうだね、今日は手紙に書かなきゃならないことがいっぱいありそうだし、僕もどこか出かけてみようかな」ルルアは窓の外を見ながら言った。

　ノックの音が聞こえてきたのは、それからしばらくしてのことだった。

　町の通りを、プロセッションが行進していった。色とりどりの衣装に身を包んだ兄妹団の一行が、列を作って歩いていく。中ほどには神輿に担がれた教会の聖像があった。楽隊の一団が派手に音楽を鳴らしている。
　歩道には、それを見物しようと大勢の人々が集まっていた。子供たちが盛んに何かしゃべっている。建物の窓から顔をのぞかせて、手を振っている者もいた。何もかも陽気で、騒がしい。ユティスとハユナは二、三の行列を見終わったあと、その場を離れることにした。人ごみで、ろくに身動きもとれない。二人は自然と手をつないでいた。そうしないと、離ればなれになってしまうから。
　大通りを離れて細い路地裏に入ると、途端に祭りの賑やかさは遠のいていった。まるで、誰かがピンセットで音をより分けているようだった。世界の裏側にでも迷いこんだような気分になる。

　市庁舎前広場まで来ると、再びあたりは賑やかになった。広場には祭り市が立って、屋台が並び、大道芸人たちが演技を披露していた。幸福の欠片が絶えず空から降ってきているみたいに、人々はみんな笑顔を浮かべていた。

　屋台の一つに、的当てがあった。手前に机があって、二レーネ（約一・八メートル）ほど離れた位置に、点数分けされた小さな丸い的がかかっていた。手投げようの矢が三本。一回、一リーデ。点数によってもらえる景品が変わるらしい。
「やってみますか？」ハユナは興味津々、といった様子で的当てをのぞきこんだ。どうも、やってみたくてしかたないようだった。

「うん――」ユティスはポケットから銅貨を一枚取りだして、ハユナに渡した。「やってみるといいよ」

　ハユナは一瞬首を傾げて、けれど神様の施しを受けたみたいなありがたそうな格好で、その銅貨を頂戴した。ユティスはちょっと笑った。それくらい、ハユナの仕草はおかしかったから。

　三回投げて、一本を外し、一本は最低点の十点、最後の一本は中心の百点に近い三十点だった。計四十点。景品をもらえるのは百点からなので、ハユナは空手ですごすごと引き下がった。
「一回は必ず真ん中にあてるなんて、難しすぎます」今さらになって、ハユナは悪態をついた。

「仕方ないよ、そういう条件だから」

「ユティスさんもやってみますか？」

「うん」うなずいたのは、半ばはつきあいのつもり。ユティスはポケットからもう一リーデ取りだすと、矢の置かれた机の前に立った。

　的までは、それなりの距離がある。一足一刀より、わずかに遠い程度。おまけに、的は小さく、中心は親指の先くらいしかなかった。

　ユティスはじっと、赤く塗られた小さな点を見つめる。ほんの少し、魔力を働かせた。

　一投――
　矢は見事に、的の中心を射抜いた。続いて、二投。最初の矢の隣に、これも中心をとらえる。

　屋台のまわりに、小さな人だかりが出来ていた。屋台の主人は素直に感心した目でユティスを眺めていた。

　最後の三投目は、中心をわずかに外れた三十点だった。その時になって、ユティスは矢が少し歪んでいたことに気づく。どちらにせよ、最高点を狙うのは難しかったようだ。それでも、まわりからは小さな拍手が聞こえた。
　景品は大きなぬいぐるみだったが、荷物になるので断り、かわりにあまり質のよくなさそうな水晶のついたペンダントをもらう。ユティスがそれをハユナに渡すと、彼女はとても嬉しそうな笑顔を浮かべた。

　そのあともいくつか屋台をまわり、大道芸人の演奏する音楽を聞き、ドーナツを買って食べた。二人が噴水のそばで休憩していると、知りあいと顔をあわせた。
「ユティスか……？」

　セリエスだった。二人のことを目ざとく見つけて、声をかけてきたのである。

　その隣には、キアの姿があった。

　ユティスはそれを見て、ちょっと驚いた。はじめ、それがキアだとわからなかった。いつもの格好とはまるで違っていたから。赤い、柔らかそうな生地の服を着て、裾や襟には繊細なレース飾りがあしらわれていた。スカートは、春風のようにふわりとしている。髪はいつものようにくくらずに櫛でとかして、トンボの形をした、銀とガラスで出来た髪飾りをつけていた。何だか、まるで別人だった。
「どうだ？」セリエスがユティスの驚きを見透かすように言った。「馬子にも衣装とはよく言ったもんだろう。いてて――」

　頬をいきなりつままれて、セリエスはうめいた。

「もうちょっと気のきいた科白はないわけ？」うろんげな笑顔を浮かべて、キアはセリエスの頬をひっぱった。どうやら、外見ほどに中身は変わっていないらしい。
「いや、褒めただろ」
「どこがよ」キアはさらに指の力を強くする。

　二人とも、仲がよさそうだった。少し話をしてから、ユティスはセリエスとその場で別れた。キアに連れていかれるセリエスの様子は、護送される囚人に似ていたが、本人は意外と楽しそうだった。たぶん、そういう性格だからだろう。
　ユティスとハユナは休憩しながら、いろいろな話をした。ほとんど、剣師院でのことだった。教官のこと、訓練、学科授業、型を覚えるためのこつなんかを。楽しそうにしゃべるハユナを見ていると、ユティスは何故か自然と口が動いた。そういう自分を、少し不思議に感じたりもしたけれど。

　きっと、昔の自分もこんなふうだったんだろう、とユティスは思う。まだ母親や妹が生きていた頃のことだ。

　それはもう、とっくに失われたものではあるのだけれど。

　やがて日が暮れて、あたりが暗くなりはじめた。広場のところどころに、気の早いランプが灯りはじめる。色の薄くなった青空の下で、その光は浅い眠りから無理に覚まされたみたいに刺々しく光っていた。もう少し暗くなれば、そんな光も落ち着いてくるのだろう。
　噴水のすぐそばで、小さな机を舞台にした人形劇がはじまっていた。ランプに照らされて、糸のついた人形と影が踊る。題は、『天使と悪魔』。古王国時代の伝説を基にした、古いお伽噺だった。
　――昔々、一人の王がいました。
　王は若く、勇敢でした。一人の天使がそんな王に恋をしました。少しの抵抗も許さない、激しい恋でした。もちろん、地上の者を愛するなど、天使にはあるまじき行為でした。　それでも、天使にはその感情をどうすることも出来ませんでした。
　ところが、王は美しい顔(かんばせ)とはうらはらに、魂の底まで凍りついた、残酷な人間だったのです。
「わたしとロキノスは、本当は兄妹なんかじゃないんです」ハユナはぽつりと言った。まるで、空中に見えない線をそっと描くように。「実際には、わかりません。その頃の記憶はとても曖昧だから。でも血がつながっているようには感じない、そういう意味です」
　天使は王の命じることには何事であれ従いました。造反した大臣を処刑するとき、王は天使に言いつけました。
　その四肢をもぎり、生きたまま猟犬の餌とせよ。
　天使はそのとおりにしました。大臣はこと切れる最期の瞬間まで、呪詛と絶叫を吐き続けました。国中で、王に逆らう者はなくなりました。
「わたしたちは奴隷でした。悪魔戦役のあと、東方ではまだ政情が安定せずに、ごたごたが続いていました。今では禁止されているような行いや実験が、まだ横行していたんです。わたしとロキノスは、そんな実験の被験体でした」

　王は腐肉と、罪人の骨と、死んだ嬰児の心臓を使って、兵士を作らせました。王の兵隊はまたたく間に各地を占領しました。誰も王に逆らうことなど出来ませんでした。天使は王の傍らで、静かに微笑んでいるだけでした。

「大規模な帝国の介入があって、そうした行為は一掃されました。ううん、実際には、追い払われたり、地に潜ったりしただけです。たぶん今でも、それはどこかで行われています。時々、そんな夢を見るんです」

　ある王国を滅ぼしたとき、その国の姫が父親である王の助命を嘆願しました。王は一つの条件を出しました。針の刺さった床を指し、その上で踊るよう姫に要求したのです。音楽が終わるまで踊り続けることが出来れば、王の命は奪わずにおこう。
　姫は血を流しながら、美しく踊りました。けれど音楽はいつまでも終わりませんでした。王がそう命じたからです。姫はあるステップを踏み損ねました。約束通り父親は処刑されました。
「実験は中断され、わたしたちは悪魔教団に拾われました。他に、行くところはありませんでした。わたしとロキノスの体は、もう普通とは違っていたんです。他に、どうしようもなかった。選択肢なんて、最初から」

　王は神に等しい人間として君臨しました。しかしその頃には、天使の羽はもう弱りきっていました。あまりに多くの血と、穢れによって、その羽は黒く染まっていました。もうどんなことをしても、その汚れを落とすことは出来ません。
　そして天使には、罰が与えられました。

「わたしたちの血は、穢れています。永遠に。それはただの事実です。そこにあるのは、罪や、罰や、そんなものじゃありません。だから、贖うことも、清めることもできない。わたしたちは、帝国の敵になるしかありませんでした。そうするより、そうなるより他は、しようがなかったんです――」
　天使の体は塵一つ残すことなく、消え去りました。魂の一欠片さえ、残すことなく。それを見て、王の心は張り裂けんばかりでした。
　王はその時、気づいたのです。自分がいかに、天使を愛していたかを。

「……王のその後は、知られておりません。王は自分の行いを悔いたのでしょうか。それとも、いっそう激しく神を憎んだのでしょうか？」人形劇の最後に、若い語り手はそう結んだ。

　有名な昔話だった。その後、王は悪魔に魂を売った、という話もあるし、悔い改めて天使に転生した、という話もある。ユティスにはどちらでもいいことだった。どちらにせよ、王はその後も生き続けた。
　いつの間にか広場はすっかり暗くなって、黒い水の中にでもいるようだった。暗闇の中で、あちこちにろうそくの火が灯っている。明かりにしては、いくぶん数が多すぎるようだった。

「そうだ」ハユナはそれを見て、急に思いついた、というふうに言った。「今から、星を返しに行きませんか？」

６

　星誕祭ではその故事に従って夜中、人々がロウソクを持って丘の上へとのぼる。聖トリバスの誕生告知を祝福して地上に降った星々を、空の上に返してやる、というのがその目的だった。同時にそれは、鎮魂のためでもある。被害は少なかったとはいえ、この町も悪魔戦役時に何百人という死者を出しているのだ。それはほんの、四半世紀前のことだった。

　ロウソクを持った人々の群れが、ゆっくりと坂道をのぼっていく。ユティスとハユナも、その中にいた。誰もが自分の魂を手にしているみたいに、大事そうにロウソクの光を抱えていた。

　ずいぶん低い位置に明かりがあると思ったら、それは子供のものだった。母親らしい人物がすぐそばにいて、それを見ている。子供はそんなことには気づかないまま、その光を自分だけの小さな手で守ったつもりで歩いていく。

「どうかしましたか？」ハユナがそっと訊いた。

「ううん、何でも」ユティスは首を振った。「ところで、ぼくたちはどこまで行くの？」
「丘の上にある、聖レアン教会です」ハユナは言った。ロウソクの光でぼんやりと浮かび上がるその顔は、幻みたいに不確かだった。
「そこに、星を返すの？」

「はい。でもこうやってロウソクを持っていくのは、わたしも初めてです」ハユナの声は、何だか嬉しそうだった。

　ユティスはふと、後ろを振り返ってみた。たくさんのロウソクの明かりが、光る川みたいに続いていた。空には、銀の粒をまいたような星々。この温かな炎も、いつかは透明に冷やされてあんな光になるんだろうか、とユティスは思った。

　丘の上までやって来ると、教会の周囲にはたくさんのロウソクが立てられていた。円形の小さな建物だから、こういう時には都合がいい。

　二人は円弧状に並べられた燭台にロウソクを置くと、少し離れた位置でそれを眺めた。ユティスはあたりを見まわして、この中にセリエスやキア、ルルア、それにたぶん孤児院の仲間と一緒のミルテがいるんだろうか、と想像してみた。その想像は自分でも驚くくらい簡単で、鮮明だった。
「ユティスさん」

　すぐそばで声がした。もちろん、ハユナだった。

「実は、どうしてもユティスさんにお願いしたいことがあるんです」ハユナの声は、いつもに似つかわしくないほど真剣だった。「兄のしようとしていることを、止めて欲しいんです」

「ロキノスの？」ユティスが訊くと、ハユナはうなずいた。「ロキノスが、何をしようとしているの？」

　ハユナはそっと、星を手渡すように言った。
「帝国皇帝の、暗殺です」

　どこか遠い遠い場所で、何かがかちっと音を立てて動いたようだった。

７

　その部屋はアルコールの臭いでいっぱいだった。原因は明らかだ。床の上に大量に転がった酒瓶を見ればわかる。正しい方法で蒸留してやれば、部屋の空気から瓶一本分のワインくらいにはなるのではないか、と思われた。

　豪奢な部屋で、いたるところに高価な装飾品が飾られていた。照明はランプの明かり一つという貧弱なものだったが、それを確認するのに苦労はなかった。華国産のものらしい艶やかな陶磁器、新古典派による荘重な油絵、マステバ産の黒大理石に鮮やかな彩色を施されたマントルピース、最高級のオーク材で作られた重厚な執務机、南方で織られた異国的な絨毯……もっとも、その絨毯は度重なるワインの汚れに黒ずんで、元の価値をどれほど保っているのかは疑問だった。
「サキソ島の赤ワインですか、ずいぶんとよいご趣味をお持ちですね」

　トリアーノは机の上に腰かけると、比較的まともそうなワイングラスを手にとって、ワインを注いだ。太陽の光を醗酵させたような芳香があり、口に含むと海風に似た涼気が広がった。そして良いワインの特徴として、その匂いと味は刻々と変化していく。

「酒なんてどれも同じさ」執務机のイスに座っていた若い男が言った。青年、といってもいい風貌。

「さすが、旧王家の血筋を引くお方は違っていらっしゃる」トリアーノは憫笑めいた表情でお世辞を言った。けれど、男がそれに気づいた様子はない。当然だ、というふうに鼻を鳴らした。相当に酔っている。もっとも、素面だったとしても同じだったかもしれない。
　ティリオニア・ノーレ・エンシオン、それが男の名前だった。最高位の公爵号は、けれど名誉的なものでしかない。歴とした七王家の血を引く若者なのだ。帝国は前時代を支配した七王家を称え、実権は奪ったが名誉だけは残した。名目上は、彼らは統治権を帝国に譲ったにすぎない。それが返ってくる見込みは、永遠になかったけれど。

　青年は高貴な生まれの人間らしい整った顔立ちをしていたが、長年の飲酒癖でそれは見る影もなかった。目がくぼんで、頬がこけている。健康的な骸骨を思わせる面相。

「計画のほうはどうなってる？」ティリオニアは手近にあった瓶をラッパ飲みしながら訊いた。よく見ると、その服には食べものの滓や汚れがこびりついていた。

「いたって順調ですよ。九分通りは、もう完成した状態です」トリアーノは大げさに手を広げて、にこやかに言う。

「そうか」ティリオニアの態度は、まるで指揮官のそれだった。

　トリアーノは微笑んだその笑顔の裏側で、この青年を馬鹿にしきっていた。ただ、とっくに滅んでしまった王家の血を受け継ぐ、というだけの青年。酒を飲むことしか能がなく、自分からは何もしない。
　元々、悪魔戦役時代に東方のエンシオン王家に属する一家が、帝国に亡命してきたのがはじまりだった。彼らはロゼに屋敷を与えられ、それを持ってきた大量の家財道具で飾りたてた。亡命者がよくこれだけのものを運びこめたものだと感心されるほどの量だった。

　彼らが安全な場所にいる間に、王家は滅び、王国も解体した。彼らはそれに何の反応もしなかった。野心というほどのものもなく、まして愛国心など持っていない。与えられた屋敷で無為徒食を繰り返すうち、財産は徐々に目減りし、当主は死に、あとには一人息子のティリオニアだけが残された。彼は何もしなかった。きっと、そういう教育を受けてきたのだろう。屋敷は荒廃し、使用人もいなくなった。帝国からお情け程度の捨て扶持をもらって、露命をつないでいる。ただの飼い殺しだったが、この男はそのことさえ認めようとしない。
　だが彼自身に価値はなくとも、その身分と、屋敷そのものには価値がある。旧王族ということで、ティリオニアには通常の司法権が通用しない。これは、大きな利点だった。誰にも邪魔されずに計画の準備を行うことが出来る。

「例のものはどうなった？」ティリオニアは言いながら、口元からこぼれたワインを拭った。

「あとは最後の捧げものを行うだけです」トリアーノの態度は、あくまで慇懃無礼。

「そうか」ティリオニアは鷹揚に発言する。「あれが一番苦労したからな。わざわざこの僕の屋敷を貸してやっただけはある」
　だが、この青年が苦労した点など一つもないのだ。

「他にもいくつか悪魔の召喚場所は用意しましたが、ここがメインですから」トリアーノは微笑みを崩さない。
「そうだろう。何しろ僕の屋敷だからな」

「皇帝に附随してきた二剣のうち、一人は護衛剣師の多数を連れてシャトレンの森へと向かいました」

「馬鹿なやつらだ。陽動とも知らないで」ティリオニアはのどの奥で笑った。

「院での被害が大きかったですからね」澄ました顔で、トリアーノは言う。そのうちの何割かは、彼に責任があったのだけれど。

「まったく、計画は順調のようだな。それで、あの若造、何といったっけ？」ティリオニアは首をかしげて指をまわす。

「……ロキノス・オルドールのことですか？」トリアーノは言った。
「ああ、そんな名前だったな」ティリオニアはさして興味もなさそうな顔で言った。「そいつはどうなってる？　そいつがうまくやりさえすれば、計画はより完璧になるんだろう」

「剣術の腕については保証つきですが、何しろ不確定要素が多すぎます。ですが、計画そのものは二段構えになっていますから、例えやつが失敗しても全体には支障ありません」
「万全だな」ティリオニアは泰然としてうなずいた。
「これも、ティリア様の協力のおかげです」トリアーノは床に降りて、わざとらしく一礼した。

「ふん、見えすいた世事など嬉しくもないな」そのくせ、ティリオニアはまんざらでもなさそうな顔をしている。

　トリアーノは下を向いた顔で、わずかに口元を吊り上げた。けれど元の姿勢に戻ったときには、その顔はいつもどおりの柔和なもの。

「それでは、ティリオニア様にはくれぐれも慎重にお願いします。何かあっては、計画が水の泡ですから」

「わかっているさ」ティリオニアは倨傲に笑った。「帝国に思い知らせてやるぞ」

　しかし何を思い知らせるつもりなのかは、トリアーノにはわからなかった。

　トリアーノは部屋を辞し、幽霊でも棲んでいそうな廊下を歩く。明かり一つない廊下だったが、問題はなかった。何度も来ているし、つまずくようなものは何一つ置かれていない。

　玄関を出て、前門をくぐった時点で、トリアーノはべっと唾を吐いた。わざわざ外に出てからそうしたのは、この屋敷に唾棄すべきほどの値打ちもないからだった。彼はティリオニアを見るたびに、血の煮えるような苛立ちを抑えきれなかった。
　トリアーノは娼婦の子だった。父親が誰かはわからない。母親はどうしようもない愚か者で、気づくのが遅れて仕方なくトリアーノを産んだ。あの頃のことを思い出すたびに、トリアーノはぞっとする。よくまともに生きていられたものだ。

　父親がどんな人間であったにせよ、かなりの美形であったことは間違いないだろう。その種はトリアーノにも受け継がれた。母親や娼館の連中は面白がって、彼にいろいろな手管を仕込んだ。トリアーノは言われるままにそれを学んだ。九歳のときには、はじめてそれで稼いだ。相手はでっぷりと太った体毛の濃い親父だった。女も相手にした。その技術は今でも生かされている。

　多少なりとも剣術の才能があったことが、この男に幸いした。悪魔教団が彼を拾いあげ、剣師院の生徒として院に潜り込ませることになった。少なくとも、子供好きの変態親爺や淫乱女の相手をしなくてすむようになったので、トリアーノはほっとした。表面を柔和で優秀な生徒として過ごした彼は、やがて教官に選ばれた。
「――帝国に思い知らせてやる、か」

　ティリオニアのような苦労知らずの坊ちゃん育ちに怒りを覚えるのは、だから当然といえば当然の話だった。恵まれた環境を、しかし当人は何の意識もしていない。そんな存在を許容するようには、彼の人生は出来ていなかった。
　しかし――

　ひるがえって、トリアーノは自分について考えてみる。

　いったいどれほどの動機が、自分にはあるというのか。

　帝国に対する恨みなどはない。悪魔教団への忠誠など、なおさらのことだった。強いて言えば、多少の借りがあるくらいで、そんなものは一レッテほどの価値もなかった。
　だが、トリアーノはかつてないほどの熱心さで今回の計画に参与していた。ほとんど中心にいるといってもいいくらいだった。皇帝暗殺そのものに、あまり興味はない。ただ、何にせよこの町には相当の被害が出るだろう。人も大勢死ぬに違いない。皇帝の死によって、帝国も混乱するだろう。そのことが、トリアーノに昏い高揚感をもたらすのだった。

　屋敷を離れると、すぐにロウソクの群れに巻き込まれた。確か、今日は星誕祭なのだ、とトリアーノは思う。院の生徒も、きっとこの中に何人もいるのだろう。

「くだらない……！」

　気づくと、吐き捨てるようにつぶやいていた。
「くだらない、くだらない、くだらない……！」

　そうだ、何もかもくだらない。あの無能のティリオニアも、帝国の転覆を目論む悪魔教団も、その標的にされる帝国の連中も、ロウソクを持って喜んでいるこの町の住人も、何百年も前に死んだ聖トリバスも、嘘くさい伝承に基づくつまらない祭りも、何もかもくだらない。

　そうしたものすべてを嗤い、唾を吐きかけてやる――

　トリアーノは光の群れを前にして、思いきり顔を歪めた。

８

　小修練場にはユティスのほか、四人とも全員が集まっていた。授業はもう終わっている。道場には他に誰もいなかった。建物が少し古くて、位置が悪いので、あまり生徒に利用されることのない場所なのだ。

「本当なのか、それ？」セリエスがうなるように言った。昨日のことを、ユティスが説明したあとのことだった。つまり、ロキノスによる皇帝暗殺について。ハユナから聞いたことを、ユティスはすべて話した。
「うん」ユティスは無表情にうなずく。「少なくとも、聞いたところでは」

　四人とも、深い沈黙に包まれた。釣り糸を垂れても、底につかないくらいの。無理のない話だった。

「本当に、本当なの？」キアはもう一度確認した。

「うん」

「本当だとしても、いったいどうするつもりなのかな？」ルルアが慎重に発言する。一介の剣師院生による皇帝暗殺など、絵空事というしかない。
「具体的なことは、何も」ユティスは首を振った。

「――おそらく、今度の剣術大会だろうな」セリエスは苦虫を噛みつぶしたような顔をする。「皇帝が見学に来るっていう話だ。そのときを狙うんじゃないか？」
「皇帝には護衛に七剣の一人がついているのよ。まともな人間なら、指一本触れられないと思うけど」キアは顔をしかめた。たぶん、投げられたときのことを思いだしているのだろう。

　まともな人間なら、か、とユティスは思った。まともでない人間なら、どうだろう。あるいはいっそ、人間でなくてもいい。もしかしたら――
「表彰式じゃないですか？」ミルテが遠慮がちに言った。

「どういうことだ？」セリエスがうながす。

「わざわざ見に来るくらいなら、優勝者に一言くらいあるのかもしれません」

「ありうる、かな」ルルアが唇に指をあてる。

「ロキノスって、確か二年の頃から優勝してるのよね？」キアが言った。

「ああ」セリエスがうなずく。「今年もそうなるって言われてるな」

　再び、その場所は深い沈黙に覆われた。五人とも、頭の中で想像していた。優勝して、皇帝の前で跪くロキノス。皇帝がたった一人、労いの言葉をかけるべく近づく。正装して、帯刀もしているロキノスが、抜刀して皇帝を斬殺する。誰にもそれを止められない。
「このこと、教官か誰かに言ったほうがいいんじゃないの？」キアがさすがに不安そうな顔をした。

「どうかな、誰も信用してくれないかも」ルルアが難しそうに言う。

　ロキノスもハユナも、素行に問題があるわけではない。ロキノスにいたっては、抜群の成績優秀者だった。学科授業の点数もいい。本人が認めでもしないかぎり、こんな話は誰も信じないだろう。それに、ハユナからはトリアーノのことも聞いていた。誰が信用できるかはわからない。

「バルステッド先生なら、話を聞いてくれるかもしれないけど」ユティスは言った。

　レテノから、困ったときには相談するように言われていた。レテノ本人の居場所は、ユティスにはわからない。「――でも、それはしたくないな」

「どうしてですか？」ミルテが不思議そうに訊く。

「ハユナもロキノスも、きっとこのままがいいと思うから」
　そう言って――

　ユティスは自分でも、不思議だった。

　どうしてそんなふうに、考えたりしたのだろう。

「なるほど、そりゃそうだ」セリエスは何故か、納得していた。

「ユティスがそう言うなら、ね」ルルアも笑う。キアとミルテも、同意のためにうなずいていた。

「でも、どうしてみんな――？」ユティスは戸惑う、珍しいくらいに。
「そうと決まれば、方法は一つしかないな」セリエスがぽん、とユティスの肩を叩いた。

「え？」

「当たり前だろ、俺たちだけで皇帝暗殺を止めるには、するべきことは一つだ」

「――もしかして」キアは嫌な予感がしたみたいに、少しだけ眉をしかめる。
「そうだよ」セリエスはにやっと笑った。「俺たちが剣術大会で優勝すればいい」

「だね」ルルアもにこにこしてうなずく。

「幸い、俺たちの班からは俺とユティスの出場が決まってる。どっちかが優勝しちまえばいいわけだ」剣術大会には二年から四分の一、三年から二分の一、四年は全員参加ということになっている。

「ユティスはともかく、何であんたまで選ばれたの？」キアが冷たい視線でセリエスを見た。仲が良くなるかと思っていたら、この二人は相変わらずだった。

「班長だからじゃないかな」ルルアが首を傾げる。慣例として、二年生からは各班の班長が出場者に選ばれることになっていた。

「悪かったな、俺が班長で」セリエスはふてくされた。

「ユティスなら、きっと優勝できます」ミルテはたいした根拠もなさそうに請け負った。セリエスのことをどう思っているのかはわからない。

「とにかく、これでやることは決まったな」セリエスは咳払いを一つした。「大会に向けての特訓と、対ロキノス戦への対策」

　大会開催は、一週間後のことだった。

９

　学院の生徒全員を収容できる第一修練場には、観覧用の足場が組まれていた。この場所を使うのは試合の四回戦からで、それまでは小修練上が使用される。皇帝用のものらしい特別席も確認できたが、今は誰もいなかった。

　出場する生徒たちはいったんここに集められ、学院長の開会挨拶と、師長の訓辞を受ける。おそらくは、大会中でももっとも無駄な時間だった。ユティスは四年生の中にロキノスの姿を探してみたが、人が多すぎてわからなかった。
　開会式が終わると、トーナメント表が張りだされる。

　参加人数は百六十四名。七回勝てば優勝。試合はすべて、一日で行われる。

　ユティスはトーナメント表から、自分とロキノスの名前を探した。全体を見て、すぐに見つける。順当に勝ちあがったとして、対戦は六回戦だった。つまり、準決勝。セリエスのほうは一つ前の準々決勝でロキノスとあたる。幸い、それまでにユティスとセリエスが対戦することはなかった。

「俺の名前、どこにある？」トーナメント表からまだ自分の名前を見つけられないらしく、セリエスは眼鏡の奥で目を細めた。ユティスはその場所を指さしてやる。よく見つけられたな、とセリエスは感心した。
　それからは、各予選ブロックごとに別々の道場へと分散する。

「負けるなよ」別れ際、セリエスはにやっと笑った。
「そっちも」ユティスもちょっと口元をゆるめた。要は、二人のうちどちらか、もしくは誰かがロキノスに勝てばいいのだ。
　小修練場に移ってから、ユティスは用意されていた防具を身につけた。ルルアとミルテがそばに控えていた。キアを含めて、三人は出場する二人のサポートにまわる。班員の協力を得たからといって、ルール違反になるわけではない。

「一回戦の相手、誰だかわかる？」ルルアが隣から声をかけてきた。あまり緊張感のある声ではなかった。むしろ、少し笑っている。

「知らない」ユティスは首を振った。「アシレールとかっていう人だけど」

　しかしその名前には、どこかで聞き覚えがあるような気がした。

「顔を見れば思いだすかも。……ほら、ちょうどあそこから、こっちを見てるよ」

　ユティスは言われた方向に顔を向けてみる。

　なるほど、どこかで見たことのある相手だった。風刺画で見かけるような、人を馬鹿にした顔つきでこちらを眺めている。あまり愉快な気がしないのは何故だろう、と考えてから、ようやく思いあたる。確か、貴族の子供で、いつも偉そうに構えていた相手だった。

「何だか覚えがある」

「向こうにはもっとあるだろうね」ルルアは冗談ぽく笑った。「忘れても、特に問題はないけど」

　ユティスはちらっと、ミルテのほうをうかがった。ミルテはじっと、アシレールのほうを見ていた。でもそれは、何となく無理をしている感じがした。立てつけの悪いドアを、無理に閉めようとするみたいに。

　館内に試合場のスペースは四つとられていて、次々と試合が行われていった。一回戦だけに、わりと勝負のペースは早い。すぐにユティスの出番がまわってきた。

「行ってくる」面をかぶって、ユティスは言った。何となく、ミルテのほうを見ながら。

　試合場に、審判役は一人だけ。ユティスは所定の場所に立ち、刀礼。その時、相手が何か言葉を口にした。

「賤民が」

　どうやら、そう言ったらしい。言葉がわかりづらくて、理解するのに時間がかかる。どうしてそんな難しそうな言葉を使うんだろう、とユティスは不思議だった。

　勝負は三本。試合時間は五分で、延長は無制限――

　構える前から、ユティスには相手の力量がわかっていた。素手でやったって、負けはしないだろう。基本がまるで出来ていないのだ。魔力の働きは、衰弱しきった牛みたいに鈍かった。どうして出場しているのか疑問だった。班長なのかもしれない。

「はじめ！」声がかかった。

　ユティスは構えた。今までみたいに三味線をひくのは、もうおしまいだった。これからは、全力で行く。それも、出来るだけ手早く、魔力と体力の消耗を抑えるべきだった。

　けれど――
　この相手だけは。

　ユティスはしばらく打ちあってから、誘いの手を出した。相手はまったく油断していたのだろう。すぐにのってくる。そこまで相手を馬鹿にできるのは、一種の才能かもしれない、とユティスは思った。

　のびきった相手の腕の、左籠手を一撃した。真剣ならともかく、摸擬刀でさえ腕を断ち切れそうだった。それくらい痛烈で、それくらい隙だらけ。
「一本」審判が旗を揚げる。

　ユティスが左を撃ったのは、わざとだった。そのくらいなら、相手も試合を続行するだろう。少なくとも摸擬刀を握ることくらいはできる。

　予想通り、相手は構えた。たぶん、面子とか沽券とか、そういうものがあるのだろう。

　ユティスは残りの作業を完了させた。

　間合いをつめると、相手の摸擬刀をすばやく巻き上げる。それはくるりと宙を舞った。面の奥で、あっけにとられた相手の顔が見える。呑気なやつだな、とユティスは思った。ぼくなら、さっさと逃げるか防御態勢をとっている。

　ユティスは摸擬刀を高々と振り上げると、目いっぱいの力で相手の面を痛打した。
　面が砕けそうなほどの、衝撃音。酔ったような、相手の動き。

　次の瞬間には、相手はどっと地面に倒れていた。気絶したのだ。

　ユティスは一人だけで刀礼をして、試合場の外へ下がった。ミルテを見つけて、声をかける。「こんなものだよ、あんなやつなんて」

　ミルテはこくんとうなずく。彼女がちょっとだけ嬉しそうな顔をしたのは、ユティスの気のせいかもしれない。

　午前中で、三回戦までの試合が消化された。昼の休憩を挟んで、午後からは大修練場での本選が行われる。
　さすがに、ここまで勝ちあがるのは簡単にはいかなかった。ユティスは自分の体にどれくらいの重さがあるのかを思いだしていた。業火にコップで水をかけるみたいに、心臓が弱々しい鼓動を続けた。疲労がどんどん蓄積していく。上級生とは体格差があるので、それだけで楽には勝たせてもらえない。小柄なユティスなら、なおさらだった。体力の消耗だけが激しく、そのくせ効率は上がらない。じり貧だった。
　それでも、何とか予選ブロックを最後まで勝ちあがって、十六人の中に入った。ロキノスも、その中にいる。これからあと二回勝たなければ、ロキノスとは対戦できなかった。

「セリエスはどうなったの？」
　四回戦進出を決めたところで、ユティスはルルアに訊いてみた。時間的には、セリエスのほうが先に結果が出ているはずだった。

「うん、残念だけど……」ルルアは言いにくそうな顔をする。
「だめだったの？」

　そこに、当の本人であるセリエスが姿を見せた。

「誰がだめだって？」セリエスは嫌な顔をした。意外に元気そうだった。

「うん」ルルアはまったく平気な顔で言った。「残念ながら、勝ち残った」

　午後からは、ユティス、セリエスとも四回戦を迎える。
悪魔に願いを
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　昼食はいつも通りに食堂でとった。ユティスは量を少なめにしてもらった。普段からあまり食べるほうではないし、食べすぎると動きが鈍くなる。

　時間が少し遅いので、食堂は全体的にすいていた。旅行に行くときに、部屋に忘れられた荷物のような気分。食事をしているのは、試合で少し遅くなった生徒が多いようだった。ただ、ロキノスの姿は見えなかった。
「それだけしか食わないのか？　午後までもたないぞ」セリエスはユティスの昼食をのぞき込みながら言った。

「あんまり食べると、お腹が痛くなるから」

「あんたが食べ好きなんじゃないの？」キアが顔をしかめる。セリエスの昼食は、いつもより量が多いくらいだった。

「腹が減ってるからな」

「案外、体力だけはあるからね、セリエスは」ルルアが茶化した。

　食事をしながら、午後からの試合について話しあった。対戦相手のこと、とるべき戦略のこと、細かい対応についてなど。

　特に、セリエスはロキノスと同じブロック組にいたので、その時のことについて話した。

「まだ力の八割も出してないって感じだったな」セリエスは腕を組んで言う。食器は空になっていた。食べ終わるのが、大体ユティスと同じくらいだった。

「ほとんどストレートの一本勝ち。一番早く試合が終わったかも」同じ会場にいたキアが言う。「何か、迫力が違うもの。オーラが。まともにやっても勝てないんじゃないの」

「勝つためのまともじゃない方法って？」ルルアが訊いた。

　キアは天を仰ぐようにしばし考えて、言う。「……みんなで闇討ち、とか」

「確かにまともじゃないな」セリエスは深くうなずいた。

　しかし、あながちそれも間違いではなかった。五人とも、しばらくは何も言わない。
「ロキノスの初戦の相手は？」ユティスは訊いてみた。目の前でロキノスの動きを見る機会があるのは、それと、おそらくセリエスとの一戦だけだった。

「同じ三年で、天法流。なかなか強そうだった。ただ、あの人に勝てるとは思えない」キアが答える。

「何とも難しいところだね」ルルアが短くため息をついた。

「大丈夫です、ユティスならきっと勝てます」ミルテは元気づけるように笑顔を浮かべた。

「うん」ユティスはうなずく。

「……俺は？」その横で、セリエスは空しくつぶやいた。

　二人とも、午後からの試合に緊張はしていなかった。一人だけで戦っているわけでないことが、うまく作用しているのだろう。
「あれ、彼女じゃないのか？」セリエスがふと、ユティスに注意をうながした。

　ユティスが見ると、向こうから少女が一人、こちらに歩いてきている。ハユナだった。彼女はまっすぐユティスの前まで来ると、そこでとまった。

「ユティスさん、勝ち上がったんですね」何故か冷静そうな笑顔で彼女は言った。
「うん、何とか」

「ロキノスも、やっぱり勝ち残ってます」少しだけ残念そうな口調。

「仕方ないよ」

「勝てますか、兄に？」ハユナは真剣な目をした。

「わからない。やってみないと」

「きっと、勝ってください。でないと、兄は」

　その時――

　ハユナの表情は、とても複雑だった。
　まるで、粉々に砕けた色ガラスをのぞきこむみたいに。

　もしかしたら、彼女にはすべてがわかっていたのかもしれない。ユティスがそう思ったのは、だいぶあとのことだった。

「がんばってみる」ユティスには今のところ、それしか言えなかった。

　ハユナは微笑んで、それから他の四人にも深々とお辞儀をした。頭を上げたときには、いつもの明るい表情の彼女がいた。風をそっとつかまえるような仕草で手を振ると、ハユナは行ってしまう。
「お兄さんに負けて欲しいっていうのも、複雑な心境かもしれないね」ルルアがぽつりと言った。

「でもそうしないと、たぶん、そのお兄さんは殺されてしまいます……」ミルテはうつむいたまま言った。

　暗殺に成功しても、失敗しても、それを免れるのは難しい話だった。

「何だか健気なものよね。いい娘みたいだし」キアは普段に似ず、そんな言葉を口にする。

　だけど、彼女はたぶん――

　ユティスはふとそのことを思ったが、決して口に出してしゃべったりはしなかった。

２

「――どんな具合だ？」

　メルリライトは顔を上げ、目の前に座った男の様子をうかがった。

　男は窓枠に片肘をのせ、頬杖をついて外を眺めている。今、本当にしゃべったのかどうかもわからない。わざとそうしているのか、そういう癖があるのか。

　馬車の中には、男とメルトの二人しかいなかった。対面式の座席で、通常よりスペースがある。特別製の車体だった。高価な白磁のティーセットが置かれ、たった今天国の花畑からとってきたばかりのような馥郁とした香りが漂っていた。二人の手元には、それだけでバルステッドの給料の何ヶ月分かにはなるカップと受け皿が乗せられている。
　男の質問が、紅茶についての感想でないことは明らかだった。そんな儀礼的な質問をするような男ではない。この男に仕えてまだ一年にもならなかったが、メルトはそのことを十分に理解していた。

「概ね、計画通りに進行しているようです」メルトは姿勢を正すと、澄ました顔で受け答えた。
「計画通り、か」男はメルトのほうを見ようともせず、からかうように言った。「それはどっちのだ？」

　七剣を相手にこれだけの口をきける人物は、現在のところ帝国に一人しかいなかった。

　レオネル・レアンティール・セレ・ノエストリア。

　第十四代帝国皇帝、その人だった。

　弱冠三十一歳という若さで帝位についたこの男は、見た目通りの攻撃的な男だった。そもそも、その点を買われての皇帝推戴なのだ。

　すらりとした鼻筋に、どちらかというと金属的に流麗な顎のライン。浅黒い肌。全体的に鋭角な顔の作りは、美男子といってよかった。それも、初夏の薫風より、冬の木枯しを連想させるタイプの。その中心には、冷却された炎のような光を宿した、二つの瞳。

　レオネルは今、皇帝の証である深紅のマントを身にまとい、儀礼用の軽甲冑を着用していた。銀の象嵌が施された、優美なデザインの鎧だった。服は、光沢のある柔らかな絹製。その生地の一片だけで、いくらするかわからない。その姿は、この男によく似あっていた。きっと、生まれたときから似あっていたのだろう。
「双方ともに、というところでしょう」メルトはレオネルの言葉を軽く受け流した。このくらいで目くじらを立てていては、この男の相手は務まらない。

「それはそうだ」レオネルはようやくメルトのほうへ顔を向けた。馬鹿にしたような表情だが、それがこの男の基本形。「だが、俺の聞きたいのはそんなことじゃない。わかっているんだろう？」

「さあ」メルトは紅茶に口をつけた。

「ならお前は愚か者だな」レオネルはにやにやして言った。とても皇帝のものとは思えない態度と、口調だった。

　メルトは心の奥でため息をついて、答えた。「敵の計画は全容を把握するにはいたっていませんが、十分に対応可能な範囲のものと考えられます。少なくとも、皇帝陛下に危害の及ぶことはありません」

「シャトレンの森への派兵も含めてか？」

「……それも問題のない範囲のことです」

「間があったな」レオネルは猫がネズミをいたぶるような表情。

　これだからこの皇帝は、とメルトは心の中で舌打ちした。優秀な上司というのは、えてして下の者にとっては窮屈なものだった。自分で何でも把握しておかなければ気がすまないし、またそれが基本的には正しいのだから厄介だ。こちらとしては手が抜けないし、遺漏があればすぐに気づかれてしまう。

「ふん、まあいいだろう」レオネルは急に興味をなくしたように、窓の外を向いた。「今回のことは、お前たちを信頼しよう。何しろ、帝国から悪魔どもを一掃する計画のはじまりだからな。俺も少々、神経質になっている」
「お察しします」

「例の子供のほうは、どうだ？」

　この男の前ではどんな嘘も、ごまかしも不可能なのだろう。メルトはもはや、肩をすくめる気にもならなかった。

「問題はないようです。今のところ正しく制御されています」

「お前が直接、確かめてきたんだったな」

「はい」
「――ジノアが犠牲になっただけのことはある、というとことか」レオネルは珍しく長嘆した。端から見れば、それはほとんど冷笑しているようにしか見えなかったけれど。

　室内に、水彩画みたいな軽い沈黙が流れる。
　馬車の扉がノックされた。「そろそろ、お時間です」

「では、行くとするか」レオネルは、この世界に自分の敵など存在しないかのような笑顔を浮かべた。「餌が上等でないと、大物は釣れないからな」

３
　午後からの試合は本会場で行われる。ここからは観客がついた。院生のほとんど全員と、学院関係者、それに何より、皇帝がそこにいる。

　皇帝の席は会場の入り口から正面向こうにあって、特別に豪華なイスが設えられていた。学院長のものか、皇帝側で用意したものだろう。左右には護衛隊である上級剣師が威圧するように並んでいた。皇帝のすぐ隣には、メルリライトの姿。

「壮観だな」セリエスは感に堪えない、といった様子でつぶやいた。さすがに少し緊張しているようで、ユティスには何となくおかしかった。

　四回戦に進出した十六人は、まず列を組んで会場の中央に並んだ。そこで、皇帝に対して摸擬刀での刀礼を行い、頭を垂れて跪く。皇帝は立席して軽く手を挙げると、片肘をついてイスに座った。ひどく横柄な態度だった。

　試合前の儀式は、それで終了。

　四回戦は二試合を同時に行う。準々決勝からは、一試合ずつ。三本勝負は同じだが、試合時間は十分に延長された。細かいルールは基本的に同じ。審判は主審が一人と副審が二人。

　出場者は、試合場の脇で待機する。皇帝の席の正面だったが、試合場をはさんでいるので遠すぎてよくわからない。左右と後ろに客席があって、ばらばらに分解された音が軽いざわめきを作っていた。

「ちょっと、食いすぎたかもな」腹に手をあてながら、セリエスは今さら言った。

「だから言ったのに」ユティスは短く囁き返す。

　太鼓が鳴らされ、四人の出場者が試合場に向かった。ユティスとセリエスの試合は後半なので、まだ出番はない。呼吸や魔力を落ち着かせながら、会場の様子を観察した。
　四回戦の進出者はほとんどが四年生だった。二年は、ユティスとセリエスの二人だけ。試合は今までよりずっと激しかった。

　二試合目までが終わり、ユティスの出番がまわってきた。面をかぶって、ユティスは立ちあがった。少しだけ大きく息を吐く。あとは、いつもと同じ。
「おい」セリエスは座ったまま、ユティスの腕を軽く叩いた。「俺はきっと負けるから、あとは頼んだぞ」

　たぶん、冗談のつもりだろう。もしかしたら、本気かもしれない。よくわからなかったので、ユティスはうん、とうなずいておいた。それでセリエスが軽く笑ったところを見ると、やはり冗談だったらしい。

　試合場まで歩いていって、刀礼。ユティスは落ち着いていた。大体が、緊張とは無縁の性格だった。事前に聞いたところでは、相手は天現流。ルルアのアドバイスをいくつか思いだす。客席に三人の姿を見つけた。セリエスが真剣な目でこちらをうかがっている。ユティスは試合の流れを大まかにイメージした。

　結局、二本を先取して勝負を終える。危なげない勝ち方だった。体力も温存できている。まずは上々の立ち上がりだった。

　四回戦最後の第四試合が、セリエスの出番。その隣では、ロキノスと天法流の生徒との試合だった。
　案の定というか、セリエスは緊張していた。腕の振りにいつもの冴えが見られない。剣速が信条の天理流としては、致命的な事態だった。
　それでも最初の一本を辛くもものにする。それで動きがよくなるかと思ったら、次の一本をあっけなくとられた。延長まで持ちこんだのは、何とか踏みこたえた、というところ。
　体力の差が出たのか、延長開始からしばらくして、まぐれっぽいあたりでセリエスが一本とった。旗が上がった瞬間、セリエスがほっと息をつくのがわかった。ユティスも座ったまま、何となく力を抜く。

　その隣での一戦は、ロキノスの圧勝だった。開始直後に、相手の出籠手を電光石火の切り落とし。瞬きするのが惜しまれるくらいの鮮やかさだった。次は相手の引き際での面への追い打ち。速度も、天業流らしい強度もあった。相手は手も足も出なかった。
　すごいな、とユティスは素直に感心した。もしかしたら、強さだけならレテノと比べても遜色がないかもしれない。

　五回戦の第一試合が始まったところで、ユティスは手洗いへ行くために立ちあがった。

　厠は会場から外に出て、少し離れたところにある。試合中のせいか、人の姿はない。用を足して戻ろうとしたところで、建物の影に見覚えのある人物がいた。ロキノスだった。様子からすると、ユティスを待っていたようだ。
「妹からいろいろ聞いているらしいな」ロキノスの第一声は、それだった。無造作に間合いをつめて一撃を放った、というところ。ユティスは迷った。受けるべきだろうか、それとも避けるべきだろうか。

「全部を聞いたわけじゃありません」ユティスは応じて、軽く切り返してみた。
「つまり、俺が皇帝暗殺を目的にしていることは知らないと？」

　すぐには言葉が出てこなかった。

　ロキノスは平然としていた。平然というより、興味がないといった感じ。よほどそのことに自信があるのか、それとも気が乗らないだけなのか。あるいはその両方、だろうか。

「お前たちの予想は、大体あっているよ」不意に、ロキノスは言った。

　会場から、水面に反射したような歓声が聞こえた。

「……優勝して、表彰されるときに皇帝を殺すということ？」ユティスは訊く。
「ああ」ロキノスはうなずく。

「それは、ハユナのため？」

　今度はロキノスが、一瞬黙った。「……何で、そう思う？」

「ただ、何となく」

　時計の秒針が、いつもとは違う速さで動いていた。

「ハユナはあなたに、そんなことをして欲しくないみたいだったけど」

「知っているさ」ロキノスはそっけなく言った。

「なら、どうして？」

「俺たちに選択肢はない」

「本当に？」言おうとして、ユティスはやっぱりやめた。たぶん本当に、そうなのだろう。
　代わりに、訊いた。「皇帝を殺して、どうするつもりですか？」

「さあな、そんなのは俺の知ったことじゃない」ロキノスは自嘲するように笑った。「俺はただの駒でしかない。駒は言うとおりに動きさえすればいい、連中はそう考えているんだろうな」

「でもハユナを駒にされるわけにはいかない？」ただの勘だった。何の意味もない発言。

「……ああ、そうだ」しかしロキノスは、軽く微笑した。何か大切なものを手の上に乗せたときの表情。

「皇帝暗殺なんて事件を起こしたら、彼女だってただじゃすまないはず」ユティスは言った。

「暗殺に成功さえすれば、俺たちは自由になることができる」ロキノスの口調はひどく乾燥していた。「そのほうが、俺たちにとっては分のいい賭けだ」
「このままの時間が続くより？」

「俺たちに対して、このままの時間が続く何ていうことはない」

　ユティスはぼんやりと、風の色でも見るような目をした。

　たぶんそれは、本当のことなのだろう。

　世界はいつも優しくなくて――

　何かを、奪っていく。

「妥協の余地はないということですか？」ユティスは訊いた。

「ああ、ゼロだ。完全に」

　会場のほうから、また歓声が聞こえた。そろそろ時間かもしれない。

「どっちにしろ、お前たちじゃ俺には勝てんよ。例えどんなことをしたとしても、な」ロキノスは虚勢ではなさそうに言った。

「――そうでもないかもしれません」
　ユティスは言って、会場のほうに歩きはじめた。後ろでロキノスが自分を見ているのかどうかはわからない。それはどっちだっていいことだった。

　ロキノスが見ていたとしても、それはユティス一人だけのことだろう。

　でもぼくは一人で戦っているわけじゃない、ユティスはそう思った。

４

　面の中で、ユティスは荒い息を吐いた。心臓が誰かに握りつぶされているみたいだった。そのくせ、汗は出てこない。四回戦、第三試合。時間はすでに、延長戦に入っていた。ユティスの相手は、天想流の四年生。ミルテと同流。

　試合開始直後、運の悪い出会い頭の事故みたいにして一本をとられた。旗が上がったときは何とも思わなかったが、結局はそれが命とりになった。相手はその一本で逃げ切ろうと決めたのだ。

　天想流は、機会や気配の察知に優れている。おまけに相手は、摸擬刀での防御能力に自信があるようだった。自分からは仕掛けず、防ぎに徹した。誘いには応じてこないし、激しく攻めても冷静さを失わない。攻撃の機は事前にすばやく潰してくる。

　手の施しようがなかった。そのくせ、ユティスは攻め続けなくてはならない。一本が取れなければ、時間切れでどちらにしろ負けだった。

　終了間際、鍔迫り合いからの引き面を辛うじてものにすることができた。攻め続けたかいはあったが、同時に失ったものも大きい。
　そして、延長。

　事態はユティスに不利なままだった。気を抜いて体を休めれば、すぐに相手に打たれてしまう。しかも、対戦相手は完全にそのことを理解していた。無理な仕かけはせず、隙ができるのをじっと待つ。獲物が逃げ疲れるまで追い続ける、狼か何かみたいだった。
　ユティスは魔力を小出しにして斬撃をくりだす。相手の体さばきに崩れはない。蹴り足が鈍くなりはじめていた。ゼンマイがもうほどけはじめている。

　延長開始から、かなりの時間が経過した。間合いをとった一瞬、ユティスの体が崩れた。足がもつれる。相手は機を逃さず、無防備な面へと一撃を見舞った。

　打撃音が聞こえたのは、しかし相手のほうだった。ユティスは体が崩れたまま、その崩れに従って相手の右足を一撃した。ほとんど、倒れこむような姿勢。審判の旗が上がった。
　延長は一本先取したほうが勝つ。

　刀礼をして、試合場の外に下がるまでが限界だった。ユティスは控え場所に戻るまでに、ふらふらと左右に揺れた。心臓はとっくに限界を超えていて、もう動いているのかどうかもわからないくらい。無理やり空気でも入れられたみたいに頭が痛んだ。

　ふらっと倒れそうになったところで、誰かが抱きとめてくれた。抵抗する気も起きない。それに、誰なのかはわかっていた。

「お疲れさん」セリエスは言った。冗談ぽい口調だった。

「うん、だいぶ疲れた」ユティスは顔をあげようともせずに言った。呼吸はまるで整わない。「できれば、このまま一時間くらい休ませて欲しいんだけど」

「よく倒れるやつだな」

「そういう体質だから」ユティスは少し笑った。それくらいの余裕が精いっぱいだった。

「次の試合は？」

「残念だけど、ぼくには無理」

「どうしてもか？」

「試合場まで、歩いていけそうにないよ」

　セリエスはしばらく黙っていた。次はセリエスとロキノスの第四試合だった。あまり時間はない。

「よし、わかった」セリエスはユティスの肩に手をまわして、控え場所のイスに座らせてやった。

「何が？」ユティスはようやく顔を上げて、セリエスを見た。面を外す元気もない。

「あとは俺に任せておけってこと」

　ユティスは首を振った。悪いけれど、セリエスがロキノスに勝つのは難しかった。それくらい、実力差がある。練習時に、セリエスはユティスに一勝もできていない。

「わかってるよ、そんなことは。俺が勝ってやると言いたいところだけど、それは無理だ。だから、俺は俺にできることをする」

「できることって？」

「時間がないから手短に言うぞ」セリエスは指をつきだした。「あそこの入り口のところにミルテが待ってる。ルルアがそこまで運んでくれるから、お前はそこで休んでろ」

「ちょっと休憩したくらいじゃ、どうにもならないと思うけど」

「一時間あればいいのか？」

　ユティスはちょっと考えてから、うなずいた。「――たぶん」

「よし、なら俺がその一時間をお前にくれてやる」

　どうやって、とは訊けなかった。時間が来て、セリエスは試合場に向かってしまったから。動くだけの気力もないままじっとしていると、誰かが紐をほどいて面を外してくれた。見ると、ルルアだった。ユティスはセリエスの言っていたことを思い出す。

「さて、我らが王子さまには特等席へとおいで願いましょうか」こんな時でも、ルルアは冗談をやめなかった。「そこで頼もしい班長さんの働きを見物するために、ね」

５

　天流の型の一つに、〝療〟というのがある。被術者の魔力の流れを整え、その回復を助けるものだった。魔力の循環がよくなれば、自然と体力のほうも元へと戻る。
　ミルテはユティスの背中にそっと手をあて、その術型に集中した。途端に、ユティスは体が軽くなって、呼吸が楽になるのを感じる。山道で、誰かに重い荷物を肩代わりしてもらったときのことを連想した。それくらい、効果があった。

「どうですか？」後ろから、ミルテが訊ねる。

「うん」ユティスは楽な姿勢で地面に座りながら言った。「すごく楽になった」
　この一週間、ミルテはずっとこの型の訓練をしていた。それでも、ここまでのものにはなかなかならない。
「試合はどうなってるの？」ユティスは顔を上げて、ルルアに訊いてみた。

　ユティスとミルテ、それにルルアは会場の脇にある出入り口付近に待機していた。試合場では、セリエスとロキノスが戦っている。そのあいだに、ユティスの体力を回復させるのが作戦だった。

「五分五分、と言いたいところだけど、三部七部ってところからな」ルルアは珍しく舌打ちした。「やっぱり苦しいなあ」

　立ち合いの直後、セリエスは下段に構えた。普段は、あまりやらない構えだった。攻撃には向かない。特に、セリエスのような天理流の剣師にとっては、最大の利点である戦速を生かすことができない。下段というのは、どちらかというと防御の構えだった。視界を広げ、相手に間合いをとりにくくする。それに足元を狙った牽制があるので、自分の間合いへは簡単に踏み込ませない。

　ロキノスは用心したのか、最初は様子をうかがった。セリエスの意図は明白だったが、だからといってまったくの無警戒というわけにもいかない。

　それで二分ほど稼いだが、ロキノスは次第に踏み込みを深くしていった。戦域を制圧され、セリエスは徐々に下がっていく。場外近くまで追い込まれたところで、セリエスは構えを変えた。いつもの中段に戻す。最初からそのつもりだったのだろう。今度は一転して、すばやく攻め立てた。
　攻めているうちは、相手も簡単には踏み込んでこられない。
　天理流らしい剣さばきで、セリエスは果敢に相手を攻めた。一本をとることではなく、反撃を封じることを目的にした戦闘方法。
　ロキノスは慌てず、冷静に対処した。一本を狙ってこない相手なら、恐れる必要もない。うるさい打撃だけを払いながら、隙をうかがった。いつまでも攻め続けられるはずがない。必ずどこかで息が上がって、いつかは水面に顔を出す。
　だが、攻撃は意外に続いた。

　セリエスはすでにこの勝負は負けるつもりでいる。体力の温存を図る必要はない。その差だった。

　残り時間が一分を切ったところでも、セリエスは攻め続けた。とりあえず、延長に持ち込むこと。しかしそろそろ、息切れしかけている。

　一瞬、ふっと息をついた。掴んでいた岩から、指一本外したくらいの油断。
　だがロキノスは甘くなかった。鑿でも打ち込むように、その隙をついた。セリエスは防ぐのがやっと。どう見ても、長くはもたなかった。時間ぎりぎり、間にあわない。

　場外に追い込まれたところで、必死の一撃がやって来た。セリエスは躊躇なく下がった。自分から、線外へ逃げた。場外反則は二回で一本、つまり一回では何の失点にもならない。
「待て」声がかかって、中央に戻る。セリエスはわざとゆっくり歩いた。ぎりぎりで審判に注意されない程度のスピード。

　再開されたところで、終了時間を告げる鉦が鳴った。試合は延長戦に入る。

　セリエスはその前に、審判に話して水を持ってきてもらった。露骨だが、問題ない範囲での時間稼ぎである。
「うちの班長はなかなか頼りになるでしょ」ルルアは笑いながら、ほっと一息つくように言う。試合中、何度も危ない場面はあった。

「みたいだ」ユティスも、ちょっとだけ笑う。

「体調は？」

「まだもう少しかかると思う」力を入れて手を握ってみながら、ユティスは言った。

　試合場のほうから、セリエスがユティスのほうをうかがう。ルルアは小さく首を振った。セリエスは肩をすくめた。さすがにしんどいのだろう。

　やがて、延長戦の開始。

　セリエスは負けないことを主眼にして戦った。間合いを外し、逆に接近し、鍔迫り合いに持ち込む。場外への退避はもう不可能。体力に自信があるといっても、限度がある。汗で目がにじんだが、無視する。何かに気をとられれば、その時点で負けてしまいそうだった。次第に集中力が限定されて、相手の姿しか見えなくなってくる。あたりが暗く、静かになっていく不思議な感覚――
　しかし一瞬、相手に隙が生まれた。

　勝てる、と思ったのはすでに動いたあと。相手の面へと最速打を放つ。

　それが誘いだと気づいたのは、撃たれたあとのことだった。相手からも放たれた斬撃は、ほとんど同時だった。だが、ロキノスのほうがほんのわずかに速い。

　審判の旗が上がる。もっとも自信のある、斬速での負けだった。
　セリエスは面の中で息を吐いた。時間の流れが元に戻って、ようやく空気が役目を思い出したみたいに周囲の音が伝わってくる。セリエスは時間を確認する。延長戦がはじまって、二十数分の経過。

　会場の隅を見ると、ユティスは元気そうに立ち上がっていた。

　左手をつき出して親指を立てると、手の込んだ幻想かもしれないが、ユティスは同じ格好を返してきた。それだけで、セリエスは疲労が少しだけ軽くなる気がした。

６

　準決勝の第一試合は、三年生が時間内にすんなり二本をとって勝利した。会場はざわついていた。次の一戦に注目しているのだろう。

　ユティスは防具の着け具合を確かめてから、面をかぶった。摸擬刀をもって立ちあがろうとすると、セリエスが声をかけてくる。
「お前が負けたら、あとはキアの言う強硬手段だからな」

「責任重大ということ？」ユティスは訊いた。
「というより」セリエスはごまかすように頬を指でかいた。「俺たちみんなの責任ってこと」
　ユティスは面の奥で、少しだけ口元をほころばせた。不思議な気持ちだった。けれど、それが何という名前の感情だったかは思い出せない。ユティスは摸擬刀を持って、立ちあがった。

「――いってきます」

　セリエスが軽く拳を作る。

　正面の試合場へまっすぐ歩いていって、右手へ進む。ロキノスは少し遅れて、向こう側に現れた。審判が所定の位置につくのを待って、中央へと足を運ぶ。こうして対峙してみると、頭一つ分くらい背の高さが違った。軽く刀をあわせて、刀礼。

「お前じゃ俺には勝てない」ロキノスは不治の病を宣告するように言った。

「かもしれない」ユティスは無理に反駁しなかった。

　そう――

　もしも、自分一人だけだったとしたら。

　二人は十分な間合いをとって構える。審判が左右を見て手を掲げた。会場がしんと静まる。空気が徐々に入れ替わっていく気配。
　声がかかり、審判の手が振り下ろされた。

　試合開始。

　同時に、ロキノスが間合いをつめて初撃を見舞った。ユティスはそれを受ける。手がしびれるような斬撃。相手を威嚇するための強烈な一撃だった。挨拶代わり、というところ。

　受けた摸擬刀をくるりと捻転させ、ユティスはすばやく撃ち返す。摸擬刀がぶつかって、激しく音をたてた。返答、というところ。面の奥で、ロキノスがかすかに笑ったような気がした。

　二人の体格差からいって、リーチと上体部分での制圧力はロキノスに分があった。ただ、短い間合いでの勝負になればユティスに有利なわけで、単純な戦力差には直結しない。小兵が大柄な相手を圧倒すのも、よくある話だった。
　ユティスは危険な距離で立ちどまらないように、できるだけ足をとめずに間合いを調整した。ロキノスのほうは、不用意に踏み込まれないように牽制気味に摸擬刀をくりだす。

　お互いに、前の試合での疲労はほとんど残っていなかった。ユティスはミルテとセリエスの協力で、十分に復調していた。ロキノスはその体格と四年生ということもあって、この程度では動きに影響がないほど鍛えられている。
　会場からは、物音一つしない。二人の姿は重さのない影みたいに動いた。摸擬刀を撃ちあう音だけが、館内に鈍く響いている。

　ユティスとロキノスは同じ天業流。戦い方も似ていた。

　相似形。

　お互いの体が入れ替わったとしても、やはり同じような光景が展開していただろう。剣の技量、魔力の扱いともに、双方とも驚くほど練成されていた。

　返し技、払い、表の崩し、引き技、連続技、巻き上げ――
　ユティスは技をくりだしながら、不思議な気持ちがしていた。

　ひどく、懐かしい感じ。

　永遠にこの時間が続いていくような感覚。子供の頃の遊びみたいに、いつまでも終わりが来ないことを願うような気持ち。
　そんなふうに――

　心がどうしようもなく、悲しくなっていく。

　きっと、ロキノスも同じ気持ちなんだろう、とユティスは推測した。摸擬刀で撃ちあっていると、何故かそれがわかった。

　それから、ユティスはさっきの感情が何だったのかに気づいた。セリエスの言葉を聞いたときのことだ。あれはきっと、感謝の気持ちだった。

　――ありがとう。

　そう言いたくなる、心の作用。

　今度のことで、みんなにお礼を言いたかった。手伝ってくれて、ありがとう。協力してくれて、ありがとう。

　いや、たぶん、今度のことだけじゃなくて――

　ユティスは試合の最中だというのに、くすっと笑ってしまった。自分にそんな感情が残っていたんだということがおかしかった。もしかしたら、嬉しかったのかもしれない。ずっと昔になくしたと思っていたものが、大切な箱の底にまだ残っていたのに気づいたような、そんな気持ち。

　ほんの少し、余分に息を吐く。
　終了時間が近かった。

　神様は理不尽で、ちっぽけな人間の気持ちになど斟酌しない。時間はいつも通りに過ぎていく。永遠はどこにもない。
　でも、少なくともその時間を与えてくれはした。

　延長戦になった場合、ユティスに不利だった。試合が長引くほど、疲労度に差が出る。できれば、終了間際に一本をとりたい。そんな思考を、ロキノスも読んだのだろうか。どこにそれだけの魔力を蓄えていたのだろう、というくらいの気迫。一気に勝負をつけるつもりのようだった。

　その魔力に反応するように、ユティスの左眼がうずいた。
　どこかで経験した感覚。そう、あのメルリライト・トルティアッソと対峙したときの状態に似ていた。体中の血液が、無理やりかきまわされるような――
　心臓が、知らない音を立てた。

　その瞬間、世界のすべてが静止した。

　観客席の人間たちの、表情の一つ一つがよく見える。

　審判が、目を凝らして斬撃を見極めようとしている。

　ロキノスの、足先から指先までの動き。

　それは、馴じみのない感覚ではなかった。むしろ、よく知っている状態。

　けれどここまで明確に意識されることはなかった。

　ユティスはすべてを見切ったうえで、動作した。本当に、空気の一粒一粒までを認識していた。

　ロキノスとの間合いをつめ、ほとんど密着するくらいの位置に体を置く。そこからの動きは、正統な天流にはないものだった。レテノが時折見せた、裏の天流。その型をトレースしたもの。
　何故か、ロキノスがわずかに驚くのがわかった。動きそのものより、もっと別の理由によって。
　けれど今は、それを気にしている暇はない。

　ユティスはロキノスの真横近くへと遷移した。ロキノスはついてこれない。その視界にユティスは映っていない。そういうふうに、ユティスは動いた。

　引き面の形で、ユティスは鋭く一撃を放った。

　高々と、音が鳴る。審判の旗が上がった。
「一本――」

　試合時間が終了したのは、そのすぐあとのことだった。

７

　決勝戦で、ユティスはあっけなく負けてしまった。体力、魔力ともに限界だったし、何より勝つ意味がなかった。相手の三年生もかなりの腕前で、何とか形だけ整えた、という感じ。棄権してもよかったくらいだった。
　表彰が行われるのは優勝者だけなので、ユティスは寮の部屋に戻って着替えをして、休んでいた。どういうわけか、左眼に鈍い痛みがある。

「でも、どうせなら優勝まで狙えばよかったのにね」ルルアは背もたれを前にしてイスに座りながら言った。「皇帝から何がもらえたか知ってる？」

　セリエスはベッドの縁に腰かけ、ユティスは壁に背をもたせてベッドの中で足をのばしていた。セリエスが首を振る。「――いや」

「魔法刀だってさ、惜しいことしたなあ」ルルアは無念そうに唇をとがらせた。

「どっちにしろ、優勝するのは無理だったと思う」ユティスは言った。「ロキノスに勝てたのだって、奇跡だよ」

「……だってよ、ユティスはお前と違って無欲なんだ」セリエスは日頃の憂さを晴らすような目で、ルルアのことを見た。

「そうだね」ルルアはにやっと笑う。「誰かさんみたいに、みっともなく時間稼ぎなんてしないものね」

「俺がどれだけ必死だったと思ってるんだ、お前は」セリエスは嫌な顔をした。

　いつも通りの時間が流れていて、ユティスは何だかおかしかった。さっきまで、いや、これまでだってずっと、みんな必死だったのに。思ったよりも緊張していたようだった。体のどこかから、糸がするするほどけていくような感じ。
「お前まで笑うことないんじゃないか」セリエスは、ユティスのほうを見て言った。

「ぼく、笑ってたかな」ユティスは自分の顔に触って、確かめようとする。

　その時、ノックもなしに、いきなり扉が開いた。ドアが蝶番から外れてしまいそうな、乱暴な開きかただった。

「おいおい、お前はノックって言葉も知らんのか」セリエスはそこに立っていたキアに向かって、軽く眉をひそめた。

「それどころじゃないわよ」キアはセリエスの抗議を完全に無視して言った。かなり切迫した様子だ。

「何があったの？」ルルアが首だけを扉のほうに向ける。

「ハユナが、話したいことがあるって……」ミルテは隣にいたハユナを励ますように、前へと押しだした。

　全員の注目が、彼女に集まる。

「あの、ロキノスがどこにもいないんです」ハユナは何故か、泣き出しそうな声で言った。
「どこにもって、どういうことだ？」セリエスが訊く。

「わかりません。でも、いないんです――」

　今にも手のひらの上から何かがこぼれてしまいそうな、ハユナの表情。

「それだけじゃない」キアが乱暴に口を挟んだ。「例のトリアーノもいないのよ」

「二人一緒に、ということ？　それは、まずくないかな」ルルアが顔をしかめる。

「知りあいやロキノスの同室者に探してもらってるけど、望みは薄いわね」キアは爪を噛むような仕草で言った。

「ハユナは何も知らないの？」ユティスはベッドの端から身を乗りだした。

　無言で、ハユナは首を振る。

「たぶん、まだ何かあるんだ」ユティスはロキノスとの会話を思いだす。

　ロキノスは、自分のことを駒だと言っていた。それから、ハユナも。ハユナを駒にさせないために、ロキノスがいる。時間は、このまま続いてはいかない。

「二人がどこにいるか、何とかわからないのか？」セリエスはハユナに訊いた。

　ハユナはやはり、無言で否定。

「手詰まりだな」セリエスは手の平を拳で叩いた。

「……いや、そうじゃないかも」ルルアがふと、我に返るように言った。

「どういうこと？」キアが訊ねる。

「前に、トリアーノを見たんだ、星誕祭の日に。それも、例の場所でだよ。ほら、夜警中に院の誰かが姿を消したっていう、丘の上」

「ただの偶然かもしれん」セリエスは難しい顔をした。

「でも、今はそれ以上の情報はないんじゃないかな」

　全員が、沈黙した。

「――行こう」口を開いたのは、ユティスだった。「今、ぼくらにできるのはそれだけだよ。なら、それをしなくちゃ」

　セリエスはふっと笑って、床の上に立った。「じゃあ、決まりだな」

「みたいです」ミルテも何故か笑顔で言う。

「あの、わたしも」

　ハユナが何か言おうとするのを、ユティスは遮った。「ハユナには別のことをしてほしい」

「別のことって、何ですか？」

「バルステッド先生に、知っていることをみんな話してほしいんだ」

　ハユナは戸惑う顔をした。「でも――」

「お願い」ユティスは珍しいほど強い口調で言った。「たぶんもう、どうしようもないんだ。ロキノスを救うには、それしか方法がない」

　ハユナの口元はまだ何か言葉を探していて――

　けれど、結局はうなずいた。

「わたし、今からすぐ行ってきます」
　ハユナはみんなにお辞儀をすると、穴から飛び出した野うさぎみたいに走っていった。

「いいのか、あれで？」セリエスが訊いた。

「他に方法はないよ」ユティスはまるで、うなだれるようにして言った。「それに、彼女はこの先、ついてこないほうがいいと思う」

「確かに、そうかもな」セリエスはうなずく。

「遠征の時に使った刀、どこにあるかわかるかな？」顔を上げて、ユティスは訊いた。

「倉庫だと思うけど」ルルアは一瞬、不審な顔。「どうするの？」

「持っていったほうがいいと思う」

「そんなにやばいの？」キアが緊張した声で言う。

「……たぶん」

　五人はいったん倉庫に向かって、そこで装備を整えた。かかっていた鍵は、ユティスが切断した。緊急時だから、このくらいのことは仕方がない。優勝者への表彰式典が行われているらしく、院内に人影はなかった。

　剣帯と刀、それに革鎧も身につける。遠征時と同じ装備なので、手間はかからなかった。

「でもきっと危険だから、みんなは来ないほうがいいかもしれない」出発する前に、ユティスは四人のほうを見た。
　その頭を後ろから、セリエスがかなりの力ではたいた。ぱしん、という音。

「痛いよ」ユティスは目から涙がにじんだ。

「そういうのは、〝今さら〟って言うんだよ、お前は」セリエスは詰問するような口調。「だからお前一人で行くっていうのか？　させるわけないだろ、そんなこと」

　ユティスは頭を押さえながら、みんなを見た。

　四人とも、同じ表情だった。

「……ごめん」

　その額を、セリエスは軽く指で弾く。

「こういう時は、〝ありがとう〟って言え」

「――ありがとう、みんな」

　セリエスはにやっと笑った。「じゃあ冗談はこのくらいにして、そろそろ行こうぜ。道案内のルルアが先頭だ。これで何もなかったら、俺たち馬鹿みたいだけどな」

「何もないほうがいいに決まってるでしょ」キアは馬鹿にするような顔で肩をすくめた。
　剣師院から旧市街までは、半ミル（約０・八キロ）強といった道のり。やや疲労の強いユティスの足にあわせて、五人は石畳の道を走った。

　市内に変わった様子は見られない。いつもの日常だった。逆に、五人の格好を見て驚く人のほうが多い。空は快晴で、地獄の炎が降ってくるにはいささか天気がよすぎた。

「本当にただじゃすまないかも」ルルアは走りながら、一度だけつぶやいた。

　地面が坂道に変わり、ユティスたちは丘の上へとのぼっていく。このあたりまで来ると人影は少なく、閑散としていた。ルルアは時々立ちどまりながら、それでもかなりのスピードで走り続ける。

「本当にあってるの、この道？」キアが後ろから訊いた。
「夜中で暗かったから何とも言えないけど、たぶん」

「頼もしい言葉だこと」

　それでも、ルルアの記憶は正確だった。通りから少し外れたところで、一軒の屋敷に行きあたる。鉄柵が巡らされ、宏壮な造りだったが、こうして外から見ているだけでも荒廃具合を隠すことはできない。人が住んでいるかどうかも怪しかった。
「ここ、ですか？」ミルテが顔をしかめる。五人とも、大体同じ気持ちだった。

「暗かったから、そこまでは」ルルアは鉄柵の間から透かし見た。人の気配はない。柵は風化して、ところどころに赤錆が浮いていた。

「何にしろ、行くしかないだろ」セリエスが言う。
　鉄柵についた門には、鍵がかかっていた。セリエスは何度か押してみてから、刀を抜いて切断する。見た目通りの軋んだ音を立てて、扉は内側に開いた。

　玄関には鍵がかかっていなかった。勝手に扉を開けても反応はない。入るとすぐホールになっていたが、少なくともここ何年かは掃除された形跡がなかった。外から見ているのよりひどい有様だった。

「誰かいないのか？」セリエスが大声で怒鳴ってみるが、小さなこだまが返ってくるだけだった。幽霊なら返事をしたかもしれないが、あいにくそれは聞こえなかった。

「手分けして中を探そう。何か見つけたら、大声で知らせるんだ。念のため、刀は抜いておけよ」セリエスはすばやく指示を出した。

　四人ともうなずいて、それぞれ屋敷の別方向へと散った。

　ユティスは二階に上がって、左回りに廊下を巡った。扉を見つけるたびに、乱暴に蹴り開けていく。どの部屋も使われている気配はなく、床面は埃をかぶっていた。部屋の向こうの窓からは、中庭らしい空間がのぞいている。
　五つ目の部屋を換気し終えたところで、声が聞こえた。近い。ユティスは刀を抜いたまま走った。角を曲がったところで、一つだけ扉が開いたままの部屋を見つける。

　急いで駆けよってみると、中にはキアと、見知らぬ男が一人いた。不健康にやせ細った、貧弱な男だった。よく見ると高価そうな服を着ているが、薄汚れているせいで、それはよく見ないとわからない。鼻腔を刺激する匂いが漂っていて、どうやらそれはワインによるものらしかった。床中に散乱する酒瓶を見れば、それはわかる。

　男はキアに胸ぐらをつかまれながら、にやにや笑っていた。人を小馬鹿にした顔だった。酔っているのかもしれない。少なくとも、そんなふうには見えた。
「誰なの？」ユティスはとりあえず、納刀した。
「この屋敷の主人。名前はティリオニア・ノーレ・エンシオン」キアは男の胸ぐらをつかんだまま言った。「少なくとも、本人はそう言ってる」

「エンシオン？」旧七王家の名前だ。

「どうせ、騙りでしょ」キアは言って、乱暴に情報を聞きだそうとするが、男は笑ったままろくな返事もしなかった。協力する気はない、ということだろう。ここにロキノスとトリアーノが来たかどうかさえ、わからなかった。

　そうするうち、他の三人も集まってきた。人数が増えたのを見ても、ティリオニアの態度は変わらなかった。むしろ、ますます笑いが下卑てきたようだ。

「おい、何とか言え」セリエスがつかみかかろうとするのを、ルルアが押さえた。
「ちょっと、僕に任せてみて」にっこりして、ルルアは男に近づく。

　ティリオニアはへらへら笑っていた。ルルアはその耳元にかがみこんで、何事かつぶやく。どちらかというと、愛人に睦言をささやくみたいに。

　効果は劇的だった。男の顔はさっと青くなって、表情が一瞬で凍りつく。唇がかすかに震えた。その横で、ルルアは慈愛に満ちた笑顔を浮かべている。

「ロキノスとトリアーノはどこに？」ルルアは優しく、といってもいい口調で訊いた。

　ティリオニアは堰が切れたようにしゃべりはじめた。急ぎすぎて、呂律がうまくまわらない。二人は地下室にいる。地下室は屋敷の中庭から降りられる。自分は何も知らない。あの二人とはいっさい関係がない。
「教えてくれて、ありがとう」ルルアはにっこりして、立ちあがった。

「中庭ってどれだ？」セリエスが言う。

「たぶん、あれのことじゃないですか？」窓から外をのぞいていたミルテが、指をさして言った。雑草がのび放題になった庭に、地下へ通じる階段らしいものがあった。

　五人はうなずきあって、すぐに部屋をあとにする。男はまだ床の上に座りこんでいた。もう二度と立ちあがれないんじゃないか、というふうにも見える。

「さっき、あの人に何て言ったの？」ユティスはルルアに訊いてみた。

「たいしたことじゃないよ。貴族って、大抵は金太郎飴みたいに同じなんだよね」貴族の少年は平然と言った。

　階段を駆け下りながら、セリエスはユティスにだけ聞こえるよう、ぽつりと言った。「時々、あいつのことが怖くなるんだよな、俺――」

　中庭には、良心的な庭師が見れば卒倒しかねないほどの光景が広がっていた。噴水は涸れて泥に埋まり、彫像は諦めたように倒れて床に転がっていた。石畳の上にまで雑草が茂り、足元さえおぼつかない。

　そんな、何もかもに見捨てられたような庭の先に、ぽっかりと一つだけ暗い穴が開いていた。

　まるで悪魔が嗤うみたいに。

８

　その地下室には、二十人ほどの子供たちが暮らしていた。

　――およそ、七年ほど前の話だ。

　明かりとりの窓がいくつか開けられただけの、薄暗い部屋だった。頑丈さだけが取柄だと自分から主張しているような、石造りの床と壁。履き物が与えられていなかったので、子供たちは氷のように冷たい床に素足で立たなくてはならなかった。
　粗末なベッドの上には、申し訳程度の寝具が用意された。ろくに洗濯もされなかったので、そこにかけられたシーツはいつも薄汚れていた。子供たちが着るものは、白い布に頭と腕を通す穴だけがあけられた、何の飾り気もない代物だった。みんなが同じ格好をしていた。
　子供たちは大抵が孤児で、獣みたいに捕まえられるか、食事につられてここにやって来た。親に売られた、という子供もいた。何にせよ、その生死を気にする人間はいなかった。ロキノスとハユナも、そういう子供たちの一人だった。

　地下室に連れてこられた最初の日、子供たちにはある処置が施された。
　ロキノスもその処置を受けた。腕に針のようなものを刺され、そこから黒い霧のような液体を注ぎこまれた。腐敗した金属か、溶解した魔女の死肉のようなものだった。その日、ロキノスは一晩中吐き続け、胃が空になると血を吐き、それも尽きると胃の腑が口からはみ出そうになった。体がばらばらにならないのが不思議なくらいだった。
　その処置で生き残ったのは、免疫というか耐性というか、その毒物に適性を示した子供たちだった。それ以外の子供は、死んだのだろう。実際にどのくらいの数の子供が犠牲になったのかはわからない。それは冷たい数字になって、どこかの紙の上で眠っているはずだった。

　抗体を持つ子供たちには、その後も実験が続けられた。何の実験なのかは、誰にもわからなかった。次には何が起こるのか、今度は何をされるのか、子供たちはそればかりを考えた。瞳の光はどこか暗い場所にひっこみ、用心深くあたりをうかがった。誰もが地下室にあるたった一つのドアが開くことを、現実的な幽霊がやって来るみたいに怯えた。
　それでも子供たちは互いに、ある種の小動物みたいに協力しあった。痛みや不安で泣いている子供がいれば、誰かがその手を握りしめてやった。年上の子供たちが、幼い子供に子守唄を歌ってやったこともある。
　ロキノスは忘れない。
　出て行ったきり二度と戻ってこなかった少年が、開いた扉の前で見せた笑顔を。シーツを頭からかぶって泣きじゃくりながら、お母さん助けてとつぶやいた子供のことを。ろくな分量などない食事を、翌日には死んでしまった、体の弱った友人に分けてやった少女のことを。

　子供たちはその場所で、誰もが一人の神様を信じていた。

　自分たちを救ってくれる、神様のことを。

　でも結局――

　その神様は、現れなかった。
　子供たちがみんな死んだとき、生き残ったのはロキノスとハユナだけだった。二人はその後、悪魔教団に拾いあげられた。教団の教えを聞いてわかったのは、その神様があの場所で子供たちが信じていたものとはまるで違う、ということだけだった。その神様は意地が悪く、けちくさかった。
　ロキノスとハユナはたった二人だけで、あの場所にいたはずの神様を信じ続けた。

※

「どうしたんですか？」

　トリアーノに声をかけられ、ロキノスははっと我に返った。地下室は以前に暮らしていた場所とは似つかないものだった。それでも、部屋の隅にある暗闇がどこかでつながっているのか、同じ空気を感じた。少し気分が悪い。

「いえ、大丈夫です」ロキノスは首を振った。

　あらためて、その地下室を見まわす。ワイン庫や、穀類の貯蔵庫といったものでないことは確かだった。何の目的か、壁に鎖をつなぐための鉄環がはめられている。床や壁面のところどころに、黒ずんだ染みのようなものがあった。部屋全体に、あとから無理につけたされたような歪みを感じた。四方から松明の明かりで照らされてはいたが、部屋が広いために大部分は暗闇の中に沈んでいる。

　そこに何が置かれ、何の目的で使われていたにせよ、今はただ何もない空間が広がっているだけだった。いや、正確には何もないわけではない。床一面に、直径十ミル（約九メートル）の魔法陣が描かれていた。それに附随するように、小魔方陣が六つ。どれも不可思議な文字や図形がびっしりと書きこまれている。暗闇にぼんやりと赤く発光して浮かび上がるその図像は、禍々しい邪気を放っていた。悪魔召喚用の魔法陣だった。
　トリアーノは図形や文字のいくつかを確認するように歩きまわってから、ロキノスを円の中央に移動させた。そこだけが孤島のように、何も書かれていない。空白の上に立ちながら、ロキノスは長いため息を吐いた。
「もう、やめにしませんか」

「え？」後ろから、トリアーノの声。しゃがんで、何か点検しているようだ。「何をですか？」

「計画が失敗したのは明らかです。これ以上は何をしても無駄です」

「まあ、できれば君にうまくやってもらいたくはありましたけどね」トリアーノの口調は変わらない。鼻唄でも歌っているようだった。「しかし計画はまだ終わっていませんよ。二段階目です」

「少しくらい悪魔を召喚したって、どうにもなりはしませんよ」

「悪魔の力はそんなものじゃありません」トリアーノは世間話でもしているようだった。

「まだわからないんですか？」ロキノスは言った。「あの七剣の前じゃ、悪魔なんてろくな戦力にはなりませんよ。いったい何を召喚するつもりか知りませんが、こんなのは無意味だ」

「何を勘違いしているのか知りませんが、私たちが呼び出そうとしているのは、そんなちんけなものじゃありませんよ――」トリアーノは不意に声をとがらせた。意外なほど、近い。ロキノスがはっとしたときには、もう遅かった。
　ロキノスの口から、気泡の混じった血があふれる。胸の先から、見慣れないものが突き出ていた。刀の切先だった。そこから赤い血が、滴り落ちる。肺を貫かれたため、血は目を射すような鮮紅色だった。

　意識に暗い影が走って、ロキノスは床の上に崩れた。そのことが、まるで他人事みたいに認識される。体の中から、生命の元になるものが急速に失われつつあった。

「君には私たちの実験の、大いなる礎になってもらいます。なりそこないの君にすれば、これは大変な名誉ですよ」トリアーノの哄笑が聞こえる。

　地下室の扉が勢いよく開いたのは、その時だった。

９

「トリアーノ、か？」真っ先に部屋の中に踏み込んだのは、セリエスだった。暗闇に目を細める。

「おやおや、これはこれは珍しいお客さんだ」トリアーノは扉から現れた人影を見て、大げさに肩をすくめた。特に、ユティスのことを見て。
　一見して、室内の光景は異様だった。床には悪魔召喚用とおぼしき魔法陣。その中心にはトリアーノと、おそらくはロキノス。ロキノスは体を背後から刺し貫かれ、地面に倒れている。

　トリアーノは倒れたロキノスの背中に足を置き、刀の柄に手をかけた。引き抜こうとしている。

「やめろ――」ユティスは思わず大声で怒鳴った。ロキノスはまだ死んでいないかもしれない。

　それを聞いて、トリアーノはにやっと笑ったようだった。そのまま手と足に力を入れ、一気に引き抜く。ロキノスの体は一度だけ痙攣し、その下に黒い染みが広がった。出血が激しい。

「何で、ロキノスを――」ユティスにしては珍しく、声が震えていた。

「実験ですよ、実験。彼はその材料」トリアーノは懐紙を使って血を拭いながら、午後の天気についてでも話すように言った。

「材料だと？」セリエスは表情を険しくした。隣で、今にも飛び出しそうなユティスを押さえている。
「ま、もっとも品質のほうは二級品になりますけどね」

「どういう意味よ」キアは眉をひそめた。

「そのままの意味ですよ、キア・ユフェンツ。彼はなりそこないなんです。〈十一人の悪魔の子〉、つまりそこにいる、ユティス・シスハ君のね」

　その場にいた全員の注目が、ユティスに集まった。

「悪魔戦役終了後、間もない頃のことです。ある男が、奇妙な実験をはじめました。もちろん、非合法にね。何でもその男は、人間を悪魔にする研究をしていたとか」

「人間、を……？」ミルテが信じられない、というふうにつぶやく。

「いったい何でそんなことを思いついたのかは知りませんが、彼はある方法を着想しました。それは、悪魔の血を人間に移植する、というものです。人間としてはともかく、研究者としては優秀だったのでしょうね。普通は気化してすぐに消えてしまう悪魔の血を、その男は長時間保存できるように工夫しました。そしてその血を、手当たり次第、人間に投与していったのです」

　トリアーノは続きを話すべきかどうか、様子をうかがった。もちろん、話の続きは要求されていた。トリアーノは口上師のような得意さで続けた。

「実験はあまりうまくいきませんでした。大抵の人間は、その血に耐えられないのです。ほとんどは血反吐を吐いて死ぬか、苦痛に耐えかねて自ら事切れました。ひどい話ですが、その実験は何の成果もあげられないにも関わらず、延々と続けられました。条件を変え、投与体を変え、様々な方法が試みられました。すると、実験結果にある傾向が見られはじめました。つまり、魔力が高いこと、子供であること、この二つが実験に有利に働くことがわかったのです」
　トリアーノはいったん話をきった。そのあとのことは、言わずとも予想のつくことだからだ。つけたしみたいに、トリアーノはその部分を簡単に済ませた。「長年の実験によって、最高傑作とも言うべき完成品が十一体出来あがりました。その後も実験そのものは各地で続けられましたが、ほとんどは成功せず、作られるのも粗悪品にすぎませんでした。つまり、このロキノス君のような、ね」

「何でユティスがその十一人の一人だとわかる？」セリエスが詰問した。

「実のところ、まだ確信はないのですよ」トリアーノは悪びれもせずに言った。「ただ、はじめて会った授業で彼が倒れたこと、隠してはいるが相当の実力らしいこと、それにシャトレンの森で見せた対悪魔戦での動き――そういうことを総合して考えると、どうもこれは怪しいのではないか、と思いましてね。しかしそれより――」トリアーノはちらっと、床のロキノスを確認した。

　ロキノスの体には、奇妙な変化が起きはじめていた。

　血管が黒く浮き上がりでもするように、その全身に黒い痣が生じている。刺青に似たその痣は、かすかに脈動していた。それにあわせているのか、魔法陣の光がぼんやりと明滅する。

「何だ？」セリエスは慌てて線の上から足をどけた。魔法陣は床を刻みこんだ上に染料を流したものらしく、簡単には消せない。

「忠告しますが、あなたがたは早く逃げたほうがよいですね」トリアーノはくっくっ、と笑っている。「私たちの目的はあくまで皇帝その人ですから。それに、ここでユティス君に死なれるのは困るんですよ。あなたのことは教団へのいい手土産になるんですから」

「何だか、まずい気がするけど」ルルアが笑いそこねたみたいに口元をひきつらせた。

　セリエスはとっさに刀を抜いて逆しまに立て、刻線に斬りこもうとした。だが、刀は金属音を立てて跳ね返された。魔法陣にはもちろん、傷一つついていない。

「ああ、無駄ですよ、そんなことをしたって」トリアーノは親切そうな口調だった。きっと、自分でもそう思っているのだろう。「契約が完了すれば、通常の手段での魔法陣破壊は不可能です。何故、地獄門がいまだに残っているのか、考えてみてください」

　ロキノスの体は、いまや全身の痣がすっかり定着したように鮮明になり、魔法陣の光は役目をまっとうしたのか、徐々に弱まりつつある。そこからは、何かのエネルギーがロキノスの中に注ぎ込まれているかのようだった。とても兇悪で、高密度な何かが。
　魔法陣の光が完全に途絶えたとき、ロキノスは立ちあがった。他には、誰も動けなかった。
　それは、少なくとも見た目にはロキノス・オルドールであることは間違いない。

　だが、その体には複雑な紋様のような黒い線が刻まれ、開いた目は瞳が赤く、眼球の部分は黒く変色している。何かが、ロキノスの体に起こったのだ。
「何だ、これは？」ロキノスは自分の手を見ながら言った。声には、金属をこすりあわせたような荒い摩擦音があった。

「気分はどうですか、ロキノス君」トリアーノは平然とした顔で言う。

　ロキノスは苦悶に満ちた目でトリアーノをにらんだ。それからふと気づいて、胸の傷を探る。刀で貫かれたはずの傷は、服の上以外どこにも残っていなかった。

「〈悪魔化〉です」見透かしたような、トリアーノの声。

「何だと？」ロキノスは不快そうに顔を歪めた。

「言ったでしょ、これは実験だと。粗悪品とはいえ、君には悪魔の血が流れています。それを使った実験です。この大きな甲種魔法陣、これは悪魔を呼び出すためのものです。それからまわりにある丙種魔法陣、これはそれを制御するための――といっても君にはどうせわからないでしょうね。簡単に説明すると、君の体に悪魔を憑依させる実験、とでも言っておきましょうか」
「俺の体に、だと……？」

「ええ、だから私としても気になっているわけですよ。今の気分はどうですか、とね」
　そのトリアーノの言葉に反応するように――

　ロキノスの中で、何かが弾けた。

「ぐぁああああ――」

　心臓を押さえて、ロキノスは身をくの字に折り曲げた。体内で何かが蠢動しているのか、皮膚が怪しく波打っている。

「やはり、拒絶反応ですかね」トリアーノはひどくつまらなそうに言った。

　次の瞬間、鉄粉のような黒い飛沫をあげてロキノスの顔の一部が吹き飛んだ。剥離した肉片の下から、漂白された骨を思わせる白い何かがのぞいている。
「いったい、どうなってるんだ――！」ロキノスが飛散した顔面の近くをかきむしると、それはぼろぼろと簡単に崩れていった。

「悪魔化は現時点では実験の一部にすぎません。失敗は想定内」トリアーノは言った。「ですが、本当の目的はその次、君の体を媒体にした上位悪魔〈メクトセトラ〉の召喚にあります」

「貴様……！」ロキノスはトリアーノにつかみかかろうとした。
　だが、その動きは途中でとまる。見えない糸に操られるように。

「ああ、私をどうにかしようとしても、無駄ですよ。契約条件には、召喚主への反抗は許可しない、とありますから」

　ロキノスは苦痛の言葉さえ失ったように、激しくトリアーノのことをにらんだ。そのあいだにも、ロキノスの体は内側から崩壊を続けている。黒い飛沫が散り、悪魔の特性に従ってそれはすぐに消えていく。

「心配はいりませんよ、君の妹のハユナ君も、いずれは同じ実験に利用されますから」トリアーノはどちらかといえば慈悲深い、とさえいえる笑顔。「元々、彼女は君が暗殺に失敗して死んだ場合の、召喚用媒体だったんですからね」
「――！」

　ロキノスの体に、わずかな変化があった。震えがとまり、一瞬だがその制御を取り戻す。

　それをロキノスは逃さなかった。

　刹那の時間に抜刀を終えると、トリアーノの反射すら許さず刀を斬閃させる。肩口から袈裟がけに斬られたトリアーノは、一言も発しないまま倒れた。その唇を、かすかに微笑させながら。
　ロキノスはすべての力を使い果たしたように、刀を床に落とした。

　その時になってようやく、五人の時間は動きはじめた。事態は再び混沌を呈している。

「どうなってるの、これ？」キアが困惑したように言った。

　トリアーノによる悪魔化の実験は失敗し、今度は悪魔化に失敗したロキノスがそのトリアーノを斬殺した。ロキノスを媒体とした悪魔召喚は、今も続いているのか。

「契約者がいなくなった以上、召喚は無効かな？」ルルアが自信なく言う。

「でもトリアーノをやっつけたのはロキノスで、履行条件が破棄されたわけじゃありません」ミルテも混乱しながら叫んだ。

「何にしろ、今はロキノスを斬るのが先だろう」セリエスは刀を構える。「召喚媒体がいなくなれば、召喚自体を止められるかもしれん」

「待って――」ユティスは首を振った。セリエスはすでに走り出す寸前。「まだ、ロキノスを助けられるかも」

「悪いけど、それは無理だ」セリエスは迷わなかった。「あれを見ろ」
　魔法陣の中央で、ロキノスの体はすでに半分ほど吹き飛んでいた。黒い血が、霧のようにあたりを漂っている。もはやロキノスに意識があるのかどうかさえわからなかった。

「もう、助からない。今のうちに死なせてやれ――せめて、人間のうちに」

「でも――」

　その時だった。

　ロキノスの体が、一瞬だけ止まった。

　血飛沫がやみ、体の崩れもなくなる。ロキノスは跪き、両手を胸の前で組みあわせた。

　彼が最後に、どんな神様に祈ったのかはわからない。

　次の瞬間、ロキノスの肉体は黒い闇に飲まれるように爆散した。おそらくは、魂と呼ばれるものと一緒に。広がった闇は急速に形を成し、濃縮してわずかに小さくなった。まるで世界を無理やり捩じ曲げるようにして、そいつは姿を現した。
　奇形の牛骨に似た、乳白色の頭部。暗い眼窩には、紅玉に似た赤い眼球がはまっていた。襤褸をつなぎあわせたマントを身にまとい、しかしその中は空洞。その穢れを大地のほうが忌むかのように、地面からわずかに浮遊し、低い天井のせいで窮屈に身を折り曲げている。まっすぐに体をのばせば、人の二倍はありそうな背丈。手甲に覆われた両手は肩口のあたりでそれだけが浮遊し、右手には破城槌を思わせる巨大な剣を握りしめていた。まわりの風景がにじむほどの、暴悪で圧倒的な魔力密度。
「あ、ああ――」
　声がした。

　悪魔のではない。

　ユティスだった。刀を握りしめ、ユティスは今にも泣き出しそうな目でその悪魔をにらんでいた。子供の癇癪と同じだった。悲しみと怒りが、頭の制御線を焼き切ってしまっている。普段、そんな感情からは隔離されているだけに、いったん囚われると見境などなかった。
　悪魔はそれを、じっと見つめている。

　ユティスは絶叫しながら抜刀して、走り出そうとした。何も考えられなかった。ただ、目の前の憎悪の元を叩き壊してやりたかった。自分の体の中にある激情を、一刻も早く放出したかった。

　悪魔は弓を引くように、剣を構えた。

　地面を蹴って、ユティスは悪魔のほうへ駆け出した。その刹那に、まさしく矢のような速度で悪魔の剣が飛来した。想像よりずっと速い。

　かわせない、と辛うじてユティスの冷静な部分が判断した。同時に、それさえどうでもよいほどの激昂が頭にある。
　直撃を受ける寸前、誰かが横から体あたりをしてきた。

　――セリエスだった。

　体の位置がずれて、悪魔の打突はユティスの脇をかすめた。本来、ユティスのいたはずの場所に、セリエスの姿がある。
　その光景は、ユティスの目には変なスローモーションとして映った。セリエスの口元は、何かを叫ぶように形を作っていた。

　その次の瞬間、ユティスたちは知らない場所に立っていた。

１０

　どういう種類の光なのか、部屋の中は明るかった。白い陶器のような材質が全面を覆い、黒い線で長さ二レーネ（約一・八メートル）ほどの升目が正確に書かれていた。部屋、とその空間を呼ぶべきかどうかは怪しい。何しろその場所には、入口も出口もなかったから。完全な密室。ただし、かなりの広さがある。学院の大修練場くらいはあるだろうか。

　中央には、例の襤褸をまとった悪魔がいる。トリアーノの言葉が正しければ〈メクトセトラ〉という名前のはず。

　ユティスたちはそこからかなり離れた、部屋の隅に近い位置に立っていた。

「どこなんですか、ここ？」ミルテは努めて冷静に言った。本当は、頭を抱えて叫び出したかったかもしれない。
「……たぶん、あの悪魔の能力」ユティスはつぶやくように言った。もう、その声は震えていない。いつも通りのユティスだった。
「どういうこと？」ルルアが遠くの悪魔をうかがいながら訊く。メクトセトラはその場にとどまったまま、動く気配を見せなかった。

「条件発動だよ」ユティスは言う。「上位悪魔が持つ能力だ。これが発動すると、その条件を満たさない限り悪魔を倒すことはできない。あのメクトセトラとかいうやつは、たぶん対象者をこの密室空間に引きずり込む力があるんだ」

「引きずり込んで、どうするんですか？」ミルテは気の進まない顔で訊いた。

「おそらく、ぼくたちがあいつを倒すか、ぼくたちが全員死ぬかするまでは、ここから出られない」

　空間には相当の広さがあった。仮に外部との空気循環がなかったとしても、簡単に酸欠状態になったりはしないだろう。しかも距離があるせいか、悪魔がこちらに向かってくる気配はない。つまり、このままじっとしていれば、ずっとそのままということだ。餓死するか、自死でもしないかぎりは。

「ここは棺桶ってわけだ。あいつは死神。すごく準備がいい、サービスがきいてる」ルルアは皮肉っぽく笑った。いつもの余裕のある笑顔ではない。

「……セリエスはどうしたの？」不意に、キアがぽつりと言った。キアは一人だけ、地面に座りこんでいた。
　この場所にいるのは、ユティス、ルルア、ミルテ、キアの四人だけ。セリエスの姿はない。

「大丈夫、心配ない」ユティスはキアのほうを見ずに言った。「たぶん負傷が激しくて、気を失ってるんだ。だから、ここには呼ばれなかった」

「意識がないから？」キアの言葉に、ユティスはうなずく。

　だが、トリアーノもここにはいない。それは、死んでいるからではないのか――

「とにかく、今は目の前の敵に集中したほうがいい。でないと、ぼくたちが死ぬことになる」

「死ぬ、死ぬって？」キアは半狂乱に叫んだ。「相手は上位悪魔なんでしょ？　わかってるの？　大戦中、何人も何百人も剣師を殺してきたやつなんでしょ？　ねえ、授業で習ったこと覚えてる？　敵いっこないでしょ、私たちなんか。だってまだ、正式な剣師ですらないんだよ。それなのにどうしようってわけ？　あいつを倒せるとでも？」

「やってみないとわからないよ」ユティスは言う。

「やってみる？」キアは右手を、架空の心臓でもつかむみたいに閉じたり開いたりした。そして自分でも混乱して、首を振る。「――わかってるでしょ。もうやったじゃない、ついさっき。ユティスはあいつの攻撃をかわせなかった。あれだけの武器を、あんなスピードで振るうことができる。冗談じゃないよ。こんなの訓練でだってやってない。力の差がありすぎる。どうやってって勝てっこない。私たちはここで死ぬのよ。あいつに殺されるか、さもなきゃ自分で死ぬかして！」
　その時、空気の破裂する甲高い音が響いた。

　キアは叩かれた頬を押さえようともせず、呆然としている。ミルテは手を振りきったまま、キアのことをにらんでいた。たぶん、精いっぱいの力をこめて。

「しっかりして、キア。あなたはそんな弱い人間じゃないはずです」
　キアは海底に沈んでいく石みたいに、ふっと下を向いた。「――倒せるわけがない」

「私はもう、諦めるのはたくさんです。例えそれが人間でも、悪魔でも同じです。これ以上、何もしないまま大切なものを失くしたくありません」ミルテは思いがけないほど強い声で言った。

「…………」

「僕も同意見かな」ルルアはかすかに笑った。いつもほどではないにせよ、ルルアらしい笑顔だった。「それにまだ、今日のことを手紙に書いてないしね」

「……セリエスは、生きてるの？」キアはつぶやくように言った。

「きっと」ユティスは答える。

　それを聞いて、キアは立ちあがった。刀の柄を握り、ゆっくりと鞘走らせる。

「なら、早くあいつを倒してセリエスを起こしに行かなくちゃね」

　四人はそれぞれ刀を構えて、悪魔に向き直った。

「作戦は？」ルルアがユティスに訊く。この中で一番実戦経験が豊富なのは、ユティスだった。

「ぼくが正面、二人は後ろから」ユティスは即座に指示した。「ミルテは〝静〟が使える？」

　それは天流の型の一つで、術の効果範囲にいる味方の精神を鎮め、魔力を安定させるものだった。通常、上位悪魔と対峙する場合はこうした天想流による支援が不可欠になる。
「できます」ミルテは簡潔に答えた。
「じゃあ、お願い」

　本来なら、悪魔を三方から囲み、残る二人が支援、もしくは交代要員として控えるのがセオリーだった。けれど、セリエスはいない。閉じこめられたこの状態で、味方の増援は期待できない。今は、今できることをやるしかなかった。

「攻撃範囲に入ったら、たぶんあいつは動いてくる。ぼくが行くから、二人はそれから後ろにまわって」ユティスはそれから、言った。「二つ、忠告しておく。一つは、もし味方がやられても動揺しないこと。もう一つは――」

「その前に、味方がやられないよう気をつけること」ルルアは片目をつむった。

　ユティスは少し笑う。「そういうこと」

　作戦通り、まずはユティスが正面から斬りこんだ。悪魔はそれに気づいて、動きはじめる。機械のような反応。案外、本当に機械かもしれない、とユティスは思う。そうした思考を空白に解かし、雑念を除去する。目の前の敵に集中。
　まだ距離があるにも関わらず、強い魔力の圧力を感じた。皮膚が粟立ち、実際に手で押されるような圧迫感――それが、すっと軽くなる。ミルテの術型が発動したのだ。

　刀を構え、ユティスは間合いへと踏みこんだ。

　悪魔はその長大な剣を振り上げ、真っ向から斬り下ろしてきた。まるで、風車のような風切り音。その剣幅だけで、ユティスの体くらいはある。そのくせ、斬速は相当だった。

　だが、突き通しに比べると、予備動作がやや長い。動きは直線的で、変化に乏しかった。

　冷静になりさえすれば、対処は可能。

　ユティスは念のため、剣を大きくかわす。悪魔の剣は思いきり地面を叩きつけたが、派手な音がしただけでどちらにも傷一つつかなかった。よほど特殊な素材でできているのだろうか。

　正面でユティスがメクトセトラをひきつけるあいだに、ルルアとキアは後方へ。ミルテはやや離れた位置で待機した。これで、陣形は完成。
「落ち着いて、相手の動きをよく見れば大丈夫。危なくなったら、距離をとって逃げて」呼びかけて、ユティスは魔力と体力を活性化させた。どの道、目の前の悪魔を倒さなければ、この場所からは出られない。

　二人の動きを見ながら、ユティスは星燕で斬りかかった。この中で一番厄介なのが誰かわかるのか、メクトセトラはもっぱらユティスを戦闘対象として扱った。ユティスにとって、それは好都合だった。できるだけ囮になるように動きながら、二人に斬撃の機会を作ってやる。
　しかし悪魔の実体がどこにあるのかわからず、致命傷を与えるのは難しかった。襤褸の部分をいくら斬りつけても、ほとんど変化はない。その頭部は位置が悪すぎて、簡単には一撃できなかった。時間がたつにつれて、四人の疲労だけが蓄積していく。

　特に、ミルテのそれがひどかった。消耗の激しい術型を使っているのだから、当然だった。それに、ユティスの星燕はともかく二人の持つ刀は鈍らで、次第に損傷しはじめている。襤褸のようなマントが意外に硬いうえに、手甲をはめた一撃を受けるだけでも刃こぼれがした。
　手詰まりだった。四人とも、それを感じていた。

　本来、上位悪魔に対しては上級剣師がチームを組んで対策を練り、万全の装備を持って望むのが妥当なのだ。それを、ろくな装備もなく、実戦経験は浅く、チームは一人欠け、敵の悪魔の情報さえなく戦うというのが、そもそも間違いなのだ。しかし、この悪魔からは逃げることもできない――

　こうなれば、できることは一つ。

　リスクを冒すしかない。

　一瞬、隙ができたのを見て、ルルアは後ろから飛びかかった。跳躍で足りない分を補うため、襤褸をつかんでよじのぼり、頭部へ斬撃をくわえようとする。

　正面からそれを見ていたユティスは、ルルアに向かってすぐにマントを手放すよう叫んだ。

　メクトセトラは剣を逆手に持ち、それを自分の体に突きたてようとしていたのだ。

　中は、空洞。なら、その剣は問題なくルルアの体を貫くだろう。

　ユティスの指示は、けれど間にあわない。どちらにせよ、ルルアには死角だった。避けられない。とっさに、ユティスは一歩踏みこんだ。メクトセトラの剣を何とか止めようとする。
　けれど――
　あるいはそれも、誘導だったのかもしれない。

　不用意に踏みこんだユティスに、マントに隠れるようにして飛来した左拳を避けることはできなかった。

　頭部を直撃されたユティスは、二レーネほどの距離を吹き飛び、転がり、そこで停止した。その体は、ぴくりとも動かなかった。

※

　気がつくと、ユティスは知らない男を刺していた。
　男は、覆いかぶさるような位置。身長の関係なのか、その顔はユティスよりだいぶ上のほうにあった。太陽を背にしているのか、その姿は逆光。影になって全体はよくわからなかった。
　不思議なことに、男の両手は刀を持ったユティスの手首を握りしめていた。男がユティスの手を使って自分を刺している、あるいは刀を動かせないよう固定している、という状態。どちらなのかは、わからなかった。
　刀の柄を握る自分の手は、ユティスが知っているのよりずっと小さかった。まるで、そういう手袋でもはめているみたいに。でもそれは、間違いなく自分の両手だった。つまり、これは昔のこと。自分がまだ小さかった頃の、記憶の再現なのだ。
「――おい、よく聞いておけよ」男が言った。
　その口端から、血が流れ落ちている。内臓を破損しているのだ。たぶん、致命傷だろう。手元の感覚で、ユティスはそれがわかった。
「お前の悪魔化を封印するために、記憶の一部に鍵をかける。だからお前は、自分に何があったのかを忘れるだろう。昔のことは覚えているが、それにも影響が出るかもしれん。感情とか、想念とか、そういうものにな。しかし今のところ、それ以外に有効な方法は思いつかん」
　男の横から、誰かが姿を見せた。レテノとバルステッドだった。二人とも負傷して、疲弊していた。もちろん、目の前の男ほどではなかったにしろ。

「それからもう一つ、俺の魔力の一部を渡しておく」男は二人にかまわず、しゃべり続けた。咳き込むと、どす黒い血がどっと地面を濡らした。「……まだお前には扱えんだろうが。それでもないよりはましだろう。うまく使えば、悪魔化を抑えこむ助けになるかもしれん。とにかく、今はこんなものしかお前にやるものがない」

　それから、男は口元を歪めた。笑おうとしている。だがそれは、笑顔というにはあまりに凄惨なものだった。「すまんな、ユティス。本当はお前ともうちょっと一緒にいて、いろいろ教えてやりたかったんだが、そいつは少々、難しいみたいだ」
　そう言って、男はそっとユティスの左眼に手をのばした。
　子供を眠らせるみたいに、その片方のまぶたを優しく閉じてやる。

　男はそれを見て、もう一度笑った。今度はずっと、人間らしい笑顔だった。それから、地面に倒れる。もう心臓さえ止まっていた。

「――――」

　ユティスは刀を握った格好のまま、泣いていた。その顔に表情はない。自分でもどうして泣いているのか、わからなかった。まるで体の機能の一部が故障したみたいに。

　でも、考えてみれば当然のことだった。

　たった今、自分の父親が死んだのだ。それも、自分の手によって。

　ジノア・シスハは、ユティスを救うためにその刀を我が身で受けとめ、ユティスの記憶を封印した。それが、三年前に起こったことだった。

　その光景を、ユティスはあらためて認識した。子供のユティスが、わけもわからずに泣いている。どこにも行きつかない涙だった。誰のためでもない涙。
　いつの間にか、あたりは暗くなって、ユティスはうつむいてその暗がりに身を任せた。

　結局、そうだったのだ。自分には誰も救えなかった。母親も、妹も、父親さえも。家族はみんな、自分の犠牲になった。そうして、自分だけが生き続けている――
　小さなハミングが聞こえた。

（……お母さん？）
　ユティスが顔を上げると、暗がりの向こう側に母親と妹が立っていた。夢の中と違って、二人は黒いガラスの結晶体ではなかった。きちんと、生きている。
「もう、しっかりしてよね、お兄ちゃん！」いきなり、リリアは言った。

（……しっかりって、何が？）ユティスはぼんやり訊き返す。
「お兄ちゃんにはまだ、やらなくちゃいけないことがあるでしょ」

（だって、ぼくは二人を守れなかった。それに、お父さんも……）

「――顔を上げて、ユティス」母親のロミナが、そっとユティスの肩に手を置いた。

　懐かしい感覚。陽だまりにきらきら光る、小さな水たまりになったような。

「あなたには、まだできることがある。思い出して、大切なことを」
「そうだよ、お兄ちゃん」リリアは元気よく言った。「お兄ちゃんには、これをあげるから」

　そう言って――

　二人は手のひらに何かを乗せて、ユティスのほうへと差し出した。

　とても温かくて、とても優しい何かを。

　ユティスはそれを、月から落ちてきた白い光の一雫みたいに受けとって――

※

　意識をとり戻すと、目の前にはミルテがいた。体の感じから、横になっていることがわかる。ミルテは膝をついたまま、顔をくしゃくしゃにして涙を流していた。朝露みたいな大粒の涙が、頬を伝って落ちる。
「……どうして、泣いてるの？」

「だって、もうだめかと思ってたから」ミルテはしゃくりあげながら、両手で目を押さえた。

　〝療〟の感覚があった。たぶん気を失ってからずっと、ミルテがそばにいてくれたのだろう。

　ユティスは体を起こして、状況を確認した。ユティスとミルテの二人は悪魔からだいぶ離れたところにいた。ルルアとキアは、二人だけで悪魔と戦っていた。気絶してから、それほど時間がたっているとは思えなかった。たぶん、五分か十分、そんなものだろう。けれどミルテの支援もなく戦っている二人は、もう限界だった。ルルアは左腕を負傷したのか、右手だけで刀を操っている。キアは全身に傷を負って、動きが鈍くなりかけていた。
　それでも二人が戦っているのは、ユティスを守るためだろう。攻撃をやめてしまえば、悪魔はユティスのほうへ向かうかもしれない。

　ユティスは立ちあがって、傍らに置いてあった星燕をつかんだ。少し休んだのと、ミルテのおかげで、体は意外と軽かった。少なくとも、戦える程度には。
「どうするつもりなんですか？」ミルテが慌てて言った。

「あいつを倒して、元の場所に帰る」ユティスは重さと腕の具合を確かめるように、両手で刀を握る。

「無理です」ミルテは悲痛な顔をした。

「大丈夫」ユティスは笑顔を浮かべた。たぶん、今までで一番人間らしくて、優しい笑顔を。「必要なものは、もう、みんなもらったから」

　ミルテは唇をかむように下を向いた。膝の上でぎゅっと二つの拳を握る。「一つだけ、お願いがあります」

「なに？」

「絶対、負けたりしないでください」

　ユティスはその言葉が自分の体にしみこむのを待つように、少ししてから言った。「――了解」

　それから身を軽くするため、ユティスは革鎧を脱ぎ落とす。おそらく、これからの戦闘でこれが必要になることはないだろう。勝負はすぐに決まるはずだった。どちらが勝つにせよ、負けるにせよ。

　悪魔の左腕を斬りつけたルルアの刀が、強度限界を超えて真っ二つに折れた。キアが援護に入るあいだに、ルルアは間合いの外に離れる。折れた刀を、ルルアは呆然と見つめた。武器さえ、もうもたない。
　そこに、ユティスが現れた。試合場に進んでくるような、静かな登場だった。
「あとはぼくに任せて、二人とも下がっていて」ユティスは言った。

　二人とも、反論もせずにすばやく間合いの外へと逃れた。そういう雰囲気が、ユティスにはあった。どちらにせよ、もう限界でもある。あとはユティスに頼るしかなかった。それでだめなら、もう勝ち目はない。

　ユティスが出現したのを見て、メクトセトラは二人にかまわず向きを変えた。この悪魔は、相手が複数の場合はもっとも魔力の高い人間を攻撃対象に選ぶようだった。

　距離をとって、ユティスはメクトセトラと対峙。

　意識をごく狭い範囲に集中させ、ユティスは魔力を極活性させた。レテノから万が一のときにだけ使用を許可された、裏の天流による術型だった。通常の体法では得られない、限界を超えた動きを術者に強制する。
　それから、左眼に魔力を収斂させた。

　ずっと以前に、受けとっていたもの。

　今なら、その使い方がわかる。不完全な、ただ感覚が研ぎ澄まされるだけのようなものとは違う、本当のその力を。

　ユティスは一度、そっと目を瞑る。

　次にそれを開いたとき、その型は完全に発動していた。

　同時に、悪魔が大剣を振るう。ユティスはほとんど無警戒で踏みこんだ。悪魔の剣は当たらなかった。当たらないというより、むしろそれは、最初から当てるつもりがなかったようにさえ見える。

〝竜眼〟

　ユティスの左眼は、黄金色に変じ、瞳孔は縦に長く裂けていた。
　天流の究極型と対を成す、秘奥型。個人差によるその特殊な型は、限られた魔力の持ち主だけが身につけることができる。適合者以外に、その型を身につけることはできない。特級剣師になるための、条件の一つでもあった。
　ユティスは剣を振り切った悪魔の右手に対して、無造作に刀を一閃させた。手甲のあいだにあるわずかな隙間を狙ったのだ。針の穴ほど小さなその間隙も、今のユティスには棒よりも大きく見えた。外しようがない。
　膨大な量の魔力を左眼に集めた結果、ユティスの視力は通常をはるかに超えた力を手にしていた。相手の動きの一つ一つ、空気の流れ、そうしたものを時間の痕跡さえ含めて把握することができる。その能力からは、どんなものも逃れられなかった。絶対視というほどの力を、ユティスは手にしている。
　手甲を一撃されたメクトセトラは、悲鳴に似たものをあげて剣を取り落とした。ユティスはその隙に、さらに間合いをつめる。階段をのぼるような何気ない動きで、その左手に足を乗せた。そこを足場に、跳躍。頭部の角をつかんで、肩口に足を着地させた。
　そこまで、一呼吸ほどの時間もない。
　ユティスは手の内でくるりと刀を回転させると、一気に悪魔の眼窩に突きたてた。

　空気の一粒一粒を破砕するような、悪魔の悲鳴。まともな人間なら、それを聞いただけで足がすくみそうな絶叫だった。

　だが、ユティスは容赦しない。さらに刀を深く差し込んだ。

　赤い瞳はガラスのように割れ、傷口からは悪魔の黒い血が吹き上がった。その血はユティスの体を墨のように染める。この空間が特殊なのか、悪魔の血は蒸発せず、いつまでもその場所に残り続けた。
　メクトセトラは左手を使って、ユティスを払い落とそうとする。だがその動きを、ユティスは完全に見切っていた。木の葉を軽く振り払うほどの仕草で、ユティスは飛来した左拳の軌道をわずかに逸らす。メクトセトラの左手は、轟音を上げて宙を切った。

　刀を両手で握ると、ユティスはそれを一気に引き抜いた。栓がなくなって、血が激しく吹きあがる。

　もほや、メクトセトラに力はなかった。
　浮遊する機能さえ失ったように、その体はゆっくりと地面へ下降する。ユティスはその前に肩から飛び降りて、地面に立った。

　〝竜眼〟で見るまでもなく、結果は明らかだった。

　悪魔はその生命力のほとんどを失っていた。両手は子供の投げ捨てた玩具みたいに地面に転がり、襤褸の上に乗った頭部は、その瞳から急速に光が失われつつあった。かすかに聞こえる断末魔さえ、消えかけたロウソクの炎のように弱々しい。
　やがて、メクトセトラの動きは完全に停止した。

　悪魔は死んだのだ。

　同時に、まわりの風景が歪み、白い壁や床が消えていく。気がつくと、ユティスたちは元の地下室に立っていた。四人とも、意外なほど近い場所にいる。以前の座標に戻った、ということなのだろう。

　完全に光を失った魔法陣の中心には、一本の刀だけが残されていた。

　ロキノスの姿は、どこにもない。
　――天使の体は塵一つ残すことなく、消え去りました。魂の一欠片さえ、残すことなく。
　どこかで、そんな声が聞こえた。
エピローグ
　それから、三日ほどたった。
　ユティスはバルステッドから大体の事情を教えられた。ユティスたちがちょうど地下室に踏みこんだ頃、市内では各所でいっせいに悪魔の召喚が行われたという。住民のあいだには死者も含めて相当の被害が出たが、蜂起そのものはすばやく鎮圧された。召喚されたのはほとんどが下位悪魔で、散開した上級剣師たちによってあっけなく斬り倒された。何体かいた中位悪魔も、メルリライトが手早く片づけてしまったらしい。
「トリアーノは教団でもかなり重要な地位にあったようだな」バルステッドは言った。

　今回の武装蜂起は、悪魔教団と旧七王家関係者による陰謀として処理されるようだった。ただし教団のそれは、あくまで一支部による暴走という処置がとられる。本部のほうがそう言うのだから、仕方がない。
「結局、何も変わらないってことですか？」ユティスは訊いた。

「表面上はな」バルステッドは曖昧な表現をした。「皇帝側にしても、今回の件だけでどうこうしようとは考えていないようだ」

　それから、ハユナの処置についてだった。ロキノスとハユナのことについては、すでにバルステッドはすべてを聞いている。当然、このままというわけにはいかなかった。

「彼女についての情報は、機密扱いということになる。身柄を拘束されることはないが、放置するわけにも行かない。保護観察処分、というところだ。それが彼女のためでもある。事情を考えれば、温情といってもいいくらいのものだ」

　ユティスは簡単にうなずいておいた。

　身体的なこともあって、ハユナの身柄は帝国首都へと移送される。そこにある研究機関なら、彼女に必要な薬も何とか調合できるだろう、ということだった。何にせよ、彼女は剣師院から出ていくことになる。

　――それだけの話を聞いた、次の日。

　ユティスが学院にある病室のベッドに座って窓の外を眺めていると、衝立の陰からキアが顔をのぞかせた。目で、入っていいか了承を求めてきたので、ユティスはうなずく。午前中の、あまり人のいない時間帯だった。

　見舞い品らしい焼き菓子の入った籠を持って、キアはベッドの横にあるイスに座った。籠を机の上において、言う。「調子は、どう？」

「悪くないよ」ユティスは答える。

「左眼のほうは？」

「まだ、何とも言えない。痛みはひいてきたけど」ユティスは言って、眼帯をした左眼に手をやった。

　おそらく〝竜眼〟の影響だろう。ユティスの左眼はいくつかの変調をきたしていた。光に対する過敏な反応、視力の低下、ぼんやりと霞がかった視界。今は眼帯を当てているので、それがどうなっているのかはわからない。

「そのくらい、さっさと治しなさいよ」キアは無茶なことを不機嫌そうに言った。「ま、そのおかげで私たちは助かったんだけど」

「――うん」ユティスはうなずいてから、訊いた。「セリエスは？」

「今頃よく眠ってるわよ」キアは小さく肩をすくめた。「……お墓の下で、ね」
「そう」ユティスはかすかにうつむく。
　あのあと、結局セリエスは助からなかった。
　最初の一撃で、すでに息は絶えていたのだ。悪魔の剣で革鎧は紙のように裂かれ、心臓近くを激しく損傷していた。おそらく、即死だったろう。

「まったく、冗談じゃないわよ」キアは馬鹿ばかしい、とでも言いたげな口調で言った。
「誰に断りもなく勝手に死んでさ。いい迷惑よね。おまけに実家で葬儀があったけど、あいつにお似あいのちっちゃな村だったわよ。何もなくて、きれいな水と空気だけが自慢、みたいな――。それであいつの兄弟が、棺桶を見てわらわら駆けよってくるのよ。村の知りあいとかもね。ちっちゃい弟なんか、遺体を見てぼろぼろ泣いちゃったりしてさ。体を揺り動かして、起こそうとするのよ。無理なのに」キアはかすかにため息をついた。「……おかげで、私が泣けなくなっちゃったじゃない」
　キアの表情は、ほとんどいつもと同じだった。いつもと同じ、何か不満そうな、不機嫌そうな顔。

　たぶん、それは――

　そうしていないと、自分が保てなくなってしまうからだろう。
「……もし、どうしようもなかったら、ぼくを殴ればいいよ」ユティスは言った。

　キアは思いきり顔をしかめた。「何で、あんたを殴らなくちゃいけないのよ？」

「そうすれば、すっきりするかもしれないから」

　少しだけ考えて、キアは首を振った。

「馬鹿らしい。あんたなんか殴ったって、何にもなりゃしないわよ」

「そうかな？」

「当たり前でしょ」キアは言った。「それとも、あんたは私に殴られたいわけ？」

「ううん、痛いのは嫌だな。だから殴らないって言ってくれて、ほっとしてる」ユティスはそう言って、少しだけ笑った。

　それを見て、キアは何か言おうとしたが、やっぱりやめたようだった。軽く肩をすくめて、首を振る。「変わってるわよ、あんたって」
「セリエスにも同じことを言われた」

　ふっと目つきだけで笑って、キアは立ちあがった。用事はもうすんだらしい。

「ああ、そうそう忘れるところだった」立ち去り際、キアは振り返って言った。「ハユナが一緒に来てるんだけど、会ってもいいか聞いてくれって」

「ハユナが？」ユティスは首を傾げた。とっさに思い出したのは、何故だか彼女の太陽みたいな笑顔だった。「もちろん、いいよ」

「じゃあ、そう伝えておく」今度こそ、キアは行ってしまった。

　ユティスはまた、ぼんやりと窓の外を眺めた。二階にあるその窓からは、学院の敷地にある菜園を望むことができた。薬剤用のハーブや薬草を栽培しているらしい花壇が、いくつも並んでいる。他には、キャベツやにんじんといった作物が植えられていた。
　それから不意に、ユティスはレテノと会ったときのことを思い出した。

　バルステッドから話を聞いた、そのあとのことだ。

　久しぶりに見るレテノの顔は、何だか懐かしかった。学院で最後に会ってから、それほどの時間がたったわけでもないのに。もう何年も会っていないような気がした。

「皇帝の側は、何もかも知っていたんだね」ユティスはまず、レテノにそう訊いた。

　それは、いくつかの状況から簡単に推測できる事実だった。教団のテロ行為に対する迅速な対応、レテノによる事前の下調べ、そして何より、ユティス自身がこの町に連れてこられたこと。もしかしたら、皇帝の臨御だって計画のうちだったのかもしれない。

「その通りよ」レテノは簡潔に答えた。

「レテノはどうして、この町にぼくを？」ユティスが訊くと、レテノはため息をついた。あるいは、ため息に似た何かを。

「それにはいくつかの理由があるんだ」

「どんな？」レテノは少し黙ってから、答えた。

「まず、私がこの町に来なくてはならなかったということ」一つ一つ説明していくように、レテノは言った。「帝国からの正式な命令だから、それはどうしようもなかった。その際には、必ずしも君を連れてくる必要なかった。連れてきても、院に入れる必要はね。でも私がそれを頼んだ」
「どうして？」ユティスは不思議そうに訊いた。

「そうするしか、君を少しでも普通の人間らしく生活させる手段がなかったから」レテノは言った。「〈悪魔の子〉である、君を」

「……レテノはみんな、知っていたんだね」

「ええ」
　ユティスの記憶が悪魔の力ごと封印されたその場所に、レテノはいたのだ。

「どうしてそのことを、僕に話してくれなかったの？」

「記憶を取り戻すことで、君にどんな影響を与えるかわからなかったから。最悪、君がもう一度悪魔化することだってありえた。そうなったらたぶん、それを止めるには、もう君を殺すしかない。それはごめんだった」

「だから、待っていたの？」

「そう、君が成長して、その力を自分で制御できるようになるまで。あの人は、そのために君に力を託したんだ」

　ユティスはそっと、左眼を押さえた。たぶんこの力がなければ、あの時のユティスはロキノスと同じようなことになっていただろう。

「これから、ぼくはどうなるの？」ユティスは訊いた。
　いろいろな人間にとって、ユティスは稀少な存在のはずだった。

「君は、どうしたい？」レテノは逆に訊き返した。

「わからない」ユティスは少し考えて、首を振った。「でも、できるならもうしばらくここにいたい、と思う」

「ここが気に入った？」

「たぶん……それに、この町の守護聖人は目の病気にいいんだって」ユティスが言うと、レテノはくすっと眼鏡の奥で笑った。

「君がそう望むのなら、それでかまわないよ」

「いいの、本当に？」

「ええ。ここに来るときに、私がそういう条件をつけたから。もしもユティスが希望するなら、学院での生活は継続されるって。帝国としても、そのほうが都合のよいところはあるだろうから」
「レテノは、どうするの？」ユティスは急に、そのことが気になった。

「うん、私は――」レテノは時間の螺子でも回すように、少し黙ってから言った。「私は、私の仕事もあるからね。ずっとここにいるわけにはいかない」

「でも、時々は会いに来る？」

「もちろん」レテノは頬を緩めて笑った。そんなレテノの笑顔を、ユティスははじめて見る気がした。「それから、君は気づいてないかもしれないけど……」

「なに？」

「君は今、わりと幸せそうな顔をしているんだよ」レテノは子供のいたずらを見つけたみたいに、にやっと笑って言った――
　窓の外を眺めながら、ユティスはそんなやりとりを思い出していた。外はよい天気だった。今日はあの夢を見ていないのだから、当然だった。けれどもしかしたら、あの夢を見ることはもうないのかもしれない。

　時間は何も告げずに、過ぎていく。

　衝立の陰に、人の立つ気配がした。

　彼女はユティスがそのことに気づいたことが分かると、無言で姿を現した。無理に笑おうとして、けれどやっぱりそれをあきらめてしまったような笑顔。体のサイズにぴったりあう小さな箱に入れられてしまったみたいに、彼女は元気がなかった。
　床の上に擬似的なガラスの破片が散らばっているらしく、彼女は足音をたてない歩きかたで、そっとベッドのそばに立った。

「その節は、お世話になりました」ハユナはぺこりと頭を下げた。自分でもどうしゃべっていいのか困っているような口調だった。

「うん」言ってから、ユティスはつけ加えた。「お互いに」

　しばらく、沈黙があった。

「ロキノスのこと、聞きました」ハユナは言った。極力、感情を込めないように自分で苦労しているしゃべりかただった。そうしないと、たぶん心のどこかが痛むからだろう。「刀は、形見としてわたしがもらえることになりました。〝雨酔〟っていうんですよ、あの刀」

「――うん」

　また、沈黙だった。

「助けられなかった」ユティスは、握った砂をさらさらとこぼすみたいにして言った。

「仕方ないですよ」ハユナは風が吹いただけで壊れそうな笑顔。「いつかは、こうなるってわかってましたから。むしろ、ユティスさんでよかったと思ってます」

「でも――」
　ユティスの言葉は、すぐに遮られた。

「わたしはだから、いつも好きって気持ちをなくそうとしてました」ハユナは下を向いて、独り言みたいに続けた。
「どうせいつか、いなくなっちゃうなら、そんな人を好きになっても仕方ないって、そう思ってました。そんなことしたって、苦しいだけだって。きっと苦しくて、辛くて、もう死んじゃいたくなるって」ハユナは笑う。「でもね、どうしてもその気持ちはなくならないんです。バカみたいだって、自分でも思うんですけど、どうしても。それで、やっぱり思うんです。ほらね、死にたくなっちゃった、って。こんな思いをするくらいなら、最初から何とかしておけばよかったのに、って。……でもバカだから、それがうまくできないんですね」

　彼女はぽたぽたと零れ落ちてくる涙を拭った。

　ただ邪魔だからそれをどけているんだ、というように。

　本当は涙なんて流したくはないんだ、というように。

「わたしとロキノスは、ずっと一緒でした。あの場所で。それがどういうことか、わかりますか？」ハユナは訊いた。

　ユティスは首を振った。

「つまりそれは、わたしが誰のことも許せないっていうことです……ごめんなさい……わかってる、わかってるんです。誰のせいでもない、これは仕方のないことだったんだって。わかってます。ユティスさんが悪いわけじゃない。恨んだり、憎んだりするような話じゃない。でも……でも、ロキノスを殺したのはやっぱりあなただから。わたしにはどうしても、ユティスさんを許せそうにないから」
　ああ、そうなんだ――

　と、ユティスは思った。

　この世界にあるのは、いつもこんなものなのだ。誰かが誰かを愛しても、幸せになれるわけじゃない。誰かが誰かを許そうとしても、簡単にそれができるわけじゃない。

　何故なら、神様はそれを望んでいないから。

　ハユナはすっかり涙を拭ってしまってから、あらためてユティスのほうに向きなおった。

「それじゃあ、わたし行きます。たぶんもう二度と、あなたに会うことはないと思います」

「――うん」ユティスはうなずく。

　けれど、彼女が永遠に自分の前から去ってしまおうとしたとき、ユティスはそれを呼び止めた。「……一つだけ、聞きたいことがあるんだ」

「何ですか？」不審そうに、ハユナは訊く。

「その場所で、君とロキノスはどんな神様を信じていたの？」

　ハユナは少し考えてから、こう答えた。「――そんなもののことは、もう忘れました」

　そして、彼女はいなくなる。

　ユティスはもう一度、窓の外を眺めた。

　そこにあるのは、いつもと同じ世界だった。

　けれど右眼だけで見るその世界は、いつもとは少しだけ違っていた。
（了）
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